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まえ：わ岱き

　二年間にわたって実施した日本産海生哺乳類化石の研究は、多くの方々の協力

を得て、標本の所在、研究の進行状況な魑 ﾇについて相当に情報が整理されたもの

と思われる。分類、系統に関する研究が進まないと、生層序、古地理、古生態と

いった面まで視野を拡げることが難しいであろうと当初から心配していたが、そ

の通りになった。これは、逆に言えば、今後なすべき課題の一つがはっきりした

わけである。

　日本の畢生哺乳類は数量的にも質的にも相当に豊富であることが明らかとなっ

た。一をはじめ、多くのよく揃った骨格は他国以上に豊富であり、
それだけに、それらの研究成果は今後の研究が発展するために必要であり、国際

的評価を得ることができるものと確信している。すでに日本地域の時代論は微化

石や無脊椎動物化石から相当に詳しく研究が進められており、このことにより海

生哺乳類の生層序を検討することはそれほど困難なことではない。むしろ、先に

指摘したように分類と命名を行うことが急務のことである。分類、系統について

は日本、北米、豪州、ニュージーランド、南アメリカなど環太平洋地域での情報

が重要であり、」方、℃ ≠｢時期に成果が公表され、各国との協力ができるように

する必要がある。

　海生哺乳類と陸生哺乳類の時代論が可能となれば、大陸における陸生哺乳類相

との対比が可能どなり、それらを基に海陸哺乳動物の変遷史を検討できるであろ

うし、そのような意味からアジア地区では日本が最も重要な地域である。哺乳動

物による変遷について検討できれば、今まであまり例を見ない、漸騰世以降の地

学的イベントについて古脊椎動物の分野から発言することができるようになろう。

いずれにしても、今回の総研を通じて生層序について検討をするための基礎がで

きたとおもう。今後は更に資料の蓄積と分類的な記載をできるだけ早く片付けて

いただきたいと思う次第です。分担者・協力者の皆様方には心から御礼申し上げ

ます。

　おわりにあたり、この総合研究が出来るようにご配慮いただいた関係機関およ

び関係者の皆様方に厚く御礼申し上げます。

　　長谷川　善和

（横浜国立大学教育学部）
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　　r新生代海生哺乳類の生層序と古生物学的研究』
　　　　　　　　昭和62年度文部省科学研究費補助金総合研究A　　（総研A62－18）

　発表予定
11月14日（第1日）

10：00

　　～

1
1．石川県産哺乳類化石

2．福島県高郷産海生哺乳類化石について①

3．福島県高郷産海生哺乳類化石について②

4．川崎市多摩川河床産出の海生哺乳類化石

松浦　信臣（県教育センター）

小林’昭二（若松女子高）

会津化石研究グループ

宮崎　重雄（前橋二高）

堀川　秀夫（小千谷西高）

会淳化石研究グループ

小泉　明裕（横国大・院）

12：0。1
5．四倉地域の鯨類とその産状 国府田良樹（文化事業団）

ｷ谷川善和（横国大）

昼食

13：00

～

6．秩父盆地の鯨類化石について

7．前沢町及び一関市産出の鯨類化石

8．新潟県佐渡産山類化石について

　9．広島県庄原市地域の鯨化石

1　0．一2旦　こま　Squalodontidae　カ』？

11．現生直証研究上の問題点（その2）

吉田

大石

堀川

田崎

小林

高橋

大塚

1岡崎

宮崎

健一（埼玉自然博）

雅之（岩手県博）

秀夫（小千谷西高）

芳作（長岡高）

巌雄（新潟大）

啓一（日本歯科大）

裕之（鹿児島大）

美彦（北九州自然博）

信之（科学博物館）

17：00
12．Paleo8eneからNeo8eneへの
@　　　　　　　　　　　鮫類化石群集の変遷

上野　輝彌（科学博物館）

17　　30～ 懇親会

一4一



11月15日（第2日）

9　00

～

12　00

13．北海道沼田町産のアシカ科化石について

14．サハリン州テルづニア湾産の

　　　　　　　　　セイウチ科化石について

15．青森県尻屋崎の更新統からの

　　　　　　　　　　　　　鰭脚類化石群集

16．東京毒心セイウチ頭骨について

17．万田野層産の旦幽について

l
i18．秩父盆地産Paleoparadoxiaと鰭脚類化石
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青森県剣吉産海生哺乳類化石（略報）

大石雅之（岩手県立博物館）

　青森県南の剣吉付近（第1図）の鮮新統から唖聾哺乳類化石が多産した．これ

らの化石はすべて断片的で記載に値するものは少ないが，この付近から葭生哺乳

類化石が産出することは新知見であり，北海道と仙台地域との関連を検討する上

でも重要であると考えられるので，将来のための整理も含

めて，ここに略報する．

　岩手県北から青森県南にかけてのいわゆる三戸地域は海

成申新～鮮新町が連続的に重なり（第2図），東北日本の

新第三系の標準層序として貝化石や微化石による生層序学

的研究が進められている（小笠原ほか，1986）．ここに報

告する掌側哺乳類化石は，三戸地域における新第三系の最

上部に位置する斗川層斗賀互層（Chinzei，1966）から産出

した．斗界層は，鮮新世を示準ずる貝類群集を産出し，こ

れらは竜の口動物群と大桑万願寺動物群との混合群集から

なるといわれる（増田・小笠原，1986）．斗川原の時代を

示す資料は貝類群集のほかにな

く，時代的にも岩相層序的にも

さらに詳しく検討する必要があ

ると考えられる．

　化石を産出した露頭（第3図）

1ま　Foγt　fρθctεπ12月置yo5hfθπsf5

（Hr1から多産）の模式地であり，

三層準から多種の貝化石を産出　　　　　　　　　　　　　距3翼

する．主として砂岩・泥岩互層

からなり凝灰質な粗粒砕屑物が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hガ2★
多い．柱状図の最下部より数m

下位にいわゆる剣吉凝灰岩があ

で発見された．近隣の露頭から　3図柱状図の層準

X

調川層

舌崎層

翻

ぐ久保層　末　ノ　松　山　層門ノ沢下

四ツ役割

第1図位置図．
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瀦
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中粒～

粗粒砂岩

瀦軽石質粗粒砂岩

軽石質細～小礫岩

粗粒砂岩

Hr1災一貝化石層
　　　　　　瀦
　　ソ　ソ　レ　レ
　　ソ　　　レ　　VVV》層状軽石凝灰岩
　　V　　　　V

　　　●　　細粒砂岩

第3図露頭柱状図．
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第1＝表　則吉産海生嘲乳類化石一覧（1987・10・1現在）

溺 分　　類 部　位 層準 発見・採取

MKO4 ヒ Mysticeti　gen．　et　sp．　indet． 上後頭胃’右端 llr1 1983年，中下
MK10 ゲ Mysticeti　gen．　et　sp．　indet． 左上顎骨 不明 1984年7月21日，大石
呂K12 鯨 目ysticeti　gen．　et　sp．　indet． 下顎骨 llr3 1985年7月21日，大石
MK15 類 Mysti◎eti　gen．　et　sp．　indet． 右下顎母 Hr2 1987年5月22日，大石・赤沼
団《17 Mysticeti　gen，　et　sp．　indet． 左前顎け 11r3 1997年5月22日，大石・赤沼

海
MKO1 牛 Sirenia　gen．　et　sp．　indet． 11r1 1983年，下下

類

産出地　　　　青森県三戸郡名川町剣吉字新開地
地層・時代　　斗川抽斗賀互層・鮮新世

骨化石が産出しないことから，化石産出地点は地形的に骨片が集積しやすい堆積

環境にあったと考えられる．

　1983年から87年までに18点の骨化石が採取された．その中で比較的保存が良く，

分類と部位が判明したものを第1表と第4図に示す．哲KO4（第4図4a－b）はヒゲ

鯨類頭蓋の上後頭骨右端部から鱗状骨基部にわたる部分で，飛騨世のBa　laeno－

pteridae　sp．A（前沢第2標本，大石ほか，・1985）の鱗状骨基部と同様の陵が特

徴的である．列K10（第4図1a－b）はヒゲ鯨類の左上顎骨の中位部と考えられるが，

背面に上顎孔はみられない．下面は完全に磨滅しているが，全体的に厚みがあり，

かなり大型のヒゲ鯨類かもしれない．MK12はヒゲ鯨類の下顎骨と考えられるが，

保存が悪く，左右の区別もできない．MK15（第4図5a－b）はヒゲ鯨類右下顎骨の

中位部で，オトガイ孔が2つみられる．MK17（第4図3a－c）はヒゲ鯨類左前顎骨

の中位部である．現生のBαLα㎝のt8γ4期目utoγ05εγ4toと比較すると，10m前後の

体長が予想され，東北日本鮮新統産の鯨化石の中では大型に属する．

　MKO4（第4図2a－b）は海牛類の左上腕骨である．上腕骨頭が失われ，表面が著

しく磨滅しているが，その外形から，日本でこれまでに知られていない種類の海

牛類である可能性が高い．

　このように，斗川層からは多様な海生哺乳類化石が産出するといえるが，これ

までに得られている標本は分類に関する検討を詳細に進めるためには不十分なも

のが多い．しかし，今後さらに標本数の増加が期待され，関連地域から産出する

標本と比較・検討していく予定である．

文献省略
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第4図剣吉産三生哺乳類化石．1a：MK　10（ヒゲ鯨）左上顎骨背楓ll観，1b：同左近

　位音1蜥面，2a：MKO1（海牛）左上腕滑外側観，2b：同左後但戴3a：MK17（ヒゲ
　塒）左前顎骨左側観，3b　3同左背側観，3c：同左中央部断面，4a：撹KO4（ヒゲ鯨）

　上後頭骨右端背側観，4b：同左右但1職，5a：MK15（ヒゲ鯨）右下顎骨背側観，5b：
同左右側観，5c：同左遠位剖蜥面，　A：1aおよび3bの位置図（磁Loε肛ψεεγo㎝εo－

　7η辞γロ重αに示す），B：5aの位置図（（訊otheriidae　sp，　Aに示す），C：4aの位置

　図（Balaenopteridae　sp．　Aに示す），スケールは1a～5cに有効，　A～Cはスケー
　ル任意．

5コ

口
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福島県高郷村産海生哺乳類化石について

小林　　昭二　　・　会津化石研究グループ

福島県の西部、耶麻郡高郷村字塩坪の阿賀野

川河床から約40点の海生哺乳類化石が産出

産地の阿賀野川沿いには塩坪層の砂岩・凝灰X化幽嘔・鯛　6伽1嘔イ鯛

岩などが露出している。化石が産出したのは

塩坪層上部の中粒砂岩層で、魚・二枚貝・材の化石さらにサンドバイブが共産す

る。塩坪層は、鈴木（1968）によれば中新世後期、小笠原ら（1983）によれば800万±

200万年とされている。以下発見された三生哺乳類化石について述べる。、

A，．　　三三　 （Ce七acea）

　　　下顎骨、肋骨、椎骨等の化石約30個。特に下顎骨は形態から歯鯨のもので

　　　研究中である。

B．　二三類（Pinnipedia）

　　　歯および上腕骨の化石。歯は切歯、犬歯、臼歯の合計8本。歯列を残した

　　　ままの標本で研究中。2個体の上腕骨化石は、いずれもアシカ上科のもの

　　　として報告（会津化石研究グループ、1985）。

C．　海牛類（Sirenia）

　　　頭骨、肩甲骨、嶢尺骨、胸椎、肋骨の化石。頭骨については、宮崎らがあ

　　　とに述べる。

　　　肩甲骨：左。回縁、烏口突起の一部が侵食欠損。外形は、Dusisiren

　　　　幽（DO剛ING．1978）のように背縁が広い三角形で後角、前角が明

　　　　瞭、前縁が極めて直線状である。肩甲棘はよく発達、肩峰もDusisi一
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　L㎝d劃岨鵬（TAKAHASm．DO凹NING．SAITO．1986）より大きく肥厚し、その

　終わりはブレイドに平行な面で平らとなる。

擁尺骨：左。遠位の一部が侵食欠損。骨幹間隙が連続的に認められ、近位

　部で嶢骨と尺骨が融合していることから明らかに成体の骨化石で毒る。

　D．dewanaに比べ外形が大。特に肘頭隆起が著しく高い。また滑車切痕

　と頭窩がD．dewanaのように連続せず、間に明瞭な不連続部が認められ

　る。

胸椎：棘突起と右横突起全体が侵食欠損。形態的特徴からD．dewanaの第

　3～第4胸椎に近いもの。椎体の外周部の凹面が深いことが特徴。

肋骨：近、遠位のそれぞれの一部が侵食欠損し、楕円形の横断面をもつ棒

　状のもの。直線長345m、やや曲がる。緻密質だけの骨組織。
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群：馬県の海生哺乳類化石の概要

　　　　　　　　　　　　　宮崎重雄（二二高）

1．緒言

　海生哺乳類化石は、群馬県内でも古くから知られ、富岡市上高尾の長学寺所蔵

のクジラの椎骨や同市上黒岩の遍照寺所蔵のクジラの上腕骨など、明治あるいは

それ以前の産出によるものがある。しかし、何れも正確な産出地点及び層準は不

明である。

　最初に発掘調査が行われたのは1967年で、佐藤信一氏（利根東中）ほかに

よって多野郡吉井町多胡橋下流の鏑川河床面で椎骨を主とする8個体分のクジラ

の化石が採集された（佐藤1969＞。これとは別に、この付近の砂利採取場を

中心に化石採集を続けていた清水恵三郎氏（前二高）は吉井町中山峠でセイウチ

科動物の化石を発見し（清水・宮崎ほか1980）、　（宮崎・堀川1985）、

以降9個体分のクジラや鰭脚類の化石を見つけている。一方、安中市を貰流する

碓氷川の河床面を中心に当地在住の中島　一氏は、　1973年のマイルカ科化石

の発見を契機に貴重な二二哺乳類化石をいくつか見つけている。この他にも、数

例の断片的な標本があり、県内の海生哺乳類化石はかなりの数にのぼるが、研究

の方はあまり進んでいない現状にある。

　ここでは、これまで知られている群馬県内の海生哺乳類化石を整理し、それら

の化石を包含する原市層、板鼻詰の地質と既報の2個の化石について概略を紹介

する。

2．化石包含層の地質

　群馬県内には、南西部の鏑川、碓氷川流域に多量の海生生物の化石を含む新第

三系が広く分布する。

　この地域の地質学的研究は、藤本、小林（1938）をもって嗜矢とし、その

後、石和田（1948）、渡辺（1952）、松丸（1967、1977）、神
沢ほか（1968）、金子・織山（1976）、高柳ほか（1978）、野村・
秋間山高グループ（1981）など多くの研究がある。

　県内で、海生哺乳類化石が産出するのは、金子・織山（1966）、高柳ほか

（1978）の原市層またはそれ相当層がほとんどで、板鼻層からはごく僅：か知

られるのみである。
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　原市層は、安中市原市付近を模式地とし；南東方向へ富岡市高尾、吉井町上越

沢を経て鮎川付近まで帯状に分布し、層厚は400～500mである。主とし，て

暗灰色塊状泥岩からなり、酸性凝灰岩を多数挟んでいる。本層の中部と上部の境

界付近には、1130万年前とK－Ar年代の出されている（柴田、1975）

馬場七uffが爽在している。また、一neρen七hesが産出したことから、

原市層の中部はBlow（1969）のZone　N14に相当する。原市層上部から板下層下部に

かけて浮遊性の有孔虫が激減し、底棲有孔虫が大部分を占める。しだいに外洋的

環境から沿岸的環境に移っていったと推定される（金子、1977）。佐藤（1

969）によれば、本丁内の採集化石の百分率はConchocele属が40％を占め、

この現生種は水深10～700mに棲み、四国沖、日本海以北に分布する（波部、

小菅、1976＞。
　板鼻層は、安中市板鼻を中心に東南方向へ藤岡市南方まで、北東方向へは松井

田町横川の北方まで広く分布する。層厚は850m以上である。岩相は下位の原

市層から漸移し、下部は青灰色の細粒砂岩と灰色砂質シルト岩の互層からなり、

上方に向かって次第に砂岩が優勢になり、礫岩層を挟み始め、頻度、層厚とも上

方へ増大し、礫岩が主体となる（高柳ほか、　1978）。岩相、化石とも海退期

の性格を持ち（猪郷ほか、1980）、急速な陸側の隆起によって、後背地から

多量：の粗粒物質が供給された外洋水の影響を受けたデルタ相を示す（久保、角田、

1973）。

3．既報の県内産化石の概要

（1）。鰭脚類

　セイウチ科（Odobenidae　cf．　Neo七herium）

吉井町中山峠の板鼻層中部から1979年に発見されたものである（清水、宮崎

ほか、1980）、　（宮崎、堀川、1985）。セイウチ科動物の化石は、日本

及びその隣接地ではこれまでに2例（松本、1926）、　（長谷川、1977）

しか報告されてなく頭骨を欠くものの分類学上重要な踵骨が含まれていることや、

中期中新世がNeo七heriUm属から⊥塑二二に移り変わる時期である（Reρemlng

，Tedford，1977）事など、この化石の発見の意義は大きい。

　踵骨は全体的に細長く、内側隆起の発達は著しい。外側隅の角度は約100で

ある。後踵骨関節面から踵骨隆起までの距離は長い。二次棚を欠き、滑車突起の

発達は弱い。
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　距骨は全体的に細長く、距骨孔の閉鎖したものと思われる凹湾部がある。距骨

外側突起の発達は弱く、腓骨との開節面はほぼ垂直である。

　これらの特徴から、この化石はNeo七heriUm属に最も近いが、いくつかの異なる

点もあり、今後さらにくわしい検討が必要である。

（2），クジラ類

　マイルカ科（Delphinldae）

安中市原市の碓氷川の左岸に露出する原市層のシルト岩中に包含されていた頭蓋

骨で、この数10cm下位には1130万年前（柴田1975）の馬場加ffが爽
在している。

　頭蓋骨は左に湾曲し、左右が非対称である。前上顎骨は前上顎孔あたりで最も

低く、上顎骨と同程度の高さになっているが、これより後身では高さと幅を畝状

に漸増し、その程度が鼻孔付近で急になっている。上顎骨は後方で少しずつ反り

上がるが、その程度は弱い。前頭骨は鼻孔の後端で頭頂部を形成する。吻部は上

面、下面とも僅かに凸湾するが、平面的である。吻部の上面における前上顎骨と

上顎骨の割合はほぼ等しい。歯槽の溝ははっきりと認められ、多数の小さな歯が

植立していたことを示している。

　これらの形態から、この化石はマイルカ科動物であると考えられる。なおさら

に詳細な比較検討を要する標本である。

4．結語

　群馬県内でも、中部中新統の原市層から多数の芝生哺乳類化石が知られるよう

になってきた。その上位の板鉱層からも僅かに産出している。群馬県南西部が、

海退期にあり、沿岸的環境に移り変わっていった頃、多種類の誕生哺乳類が生息

していたことが判ってきた。詳しい化石の研究は2例しかなされていないが、い

ずれ貴重なデータが集積されて、他地域ともかなりの細かな比較検討が可能にな

るであろう。

　終わりに、本稿をまとめるにあたり、次の方々に御世話になった。ここにご芳

名を記して深甚な感謝を捧げます。金子　稔（桐生西高）、佐藤信一（利根東中）

、清水恵三郎（前撃高）、田中宏之（群馬歴博）、中島　一（会社員）、　以上

（アルファベット順）。

一文利目一
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主な群馬県産三生哺乳類化石一覧

躍

＝

1

NO 分類 部位 産地 発見者 発見年 魍 時代 所在、文献

1 ヒゲクジラ亜目 ほぼ全身 多野郡吉井町多胡橋下流 佐藤信一 1986 原市層 中期中新世 佐藤信一

2 ヒゲクジラ亜目 ほぼ全身 〃 布施仲男 1986 〃 〃 布施仲男

3 ヒゲクジラ亜目

附
多野郡吉井町一暑崎 蕩橋昭一 ？ 〃 〃　　． 県立歴史博物館

4・ マイルカ科 頭骨1 安中市原市碓氷川 中島一 1973 〃 〃 中島一（宮崎、鈴木、1986》

5 マイルカ科 歯 安中市碓氷川河床 中島一 ？ 〃 〃 県立歴史博物館

6 クジラ目 肋骨19、椎骨5 多野郡吉井町多胡橋下流 佐藤信一・ 1967 〃 〃 佐1劉言一（佐藤、　1969）

7 クジラ目 椎骨9、前肢骨3他 〃 佐藤信一、井部弘 1967 〃 〃 佐藤信一、教育センター（佐藤、1969）

8 クジラ目 椎骨4 〃 佐藤信一 1967 〃 〃 佐躍劉言一（佐藤、　1969）

9 クジラ目 椎骨1 〃 佐藤信一 1967 〃 〃 佐藤信一（佐藤、　1969》

10 クジラ目 椎骨？1 〃 群大生 1967 〃 〃 ？　　（佐藤、1969》

ll クジラ目 鵬 〃 佐藤信一 1968 ” 〃 佐薦一（佐藤、　1969）

12 クジラ日 椎骨1 ” 佐藤信一 1968 〃 〃 佐藤信一（佐藤、1969）

13 クジラ目 椎骨1 〃 佐藤信一 1968 〃 〃 佐藤信一・《佐藤、　1969）

14 クジラ目 肋骨5以上、頼突起3 多野郡吉井町青倉石灰採石場 清水恵三郎 1980 〃 〃

15 クジラ目 肋骨1 〃 清水恵三郎 1980 〃 〃 清水恵三郎

16 クジラ目 椎骨1 〃 清水恵三郎 1981 〃 〃

17 クジラ目 椎骨3 〃 清水恵三郎 1981 〃 〃

18 クジラ目 椎骨3 〃 山崎宗和 1981 〃 〃 吉井町郷土資料館

19 クジラ目 椎骨11、肋骨 〃 清水恵三郎 1982 〃 〃 清水恵三郎

20 クジラ目 椎骨4． 多野郡吉井町富岡石灰採石場 清水恵三郎 1981 〃 〃

21 クジラ目 椎骨1 富岡市高尾 ？ ？ 〃 〃 長学寺

22 クジラ目 椎骨1 高崎市寺尾町古河カレドーザー採石場 清水恵三郎 1983 板鼻層 〃

23 クジラ目 上腕骨？ 富岡市上黒岩？ ？ ？ 原市居？ 〃 富岡市遍照寺

24 クジラ目 椎骨 安中市碓氷川河床 中島一 ？ 原市層 〃 県立歴史博物館

25 クジラ目 椎骨 〃 中島一 ？ 〃 〃 県立歴史博物館

26 クジラ目 頭骨？ 安中市下磯部 ？ 1986 〃 〃 県立歴史博物館

27 クジラ目 椎骨 安中市碓氷川河床 中島一一 ？

欄
〃 県立歴史博物館

28 クジラ目 耳骨 多野郡吉井町青倉石灰採石場 1987 原市層 〃

29 セイウチ科 左足根骨、指骨他 多野郡吉井町中山峠 清水恵三郎 1979 板鼻層 〃 前橋二高《宮埼、堀川、1985》

30 鱗脚類 手根骨または足根骨？ 多野郡吉井町青愈石灰採石場 清水恵三郎 1980 原市刑 〃 清水恵三郎

31 海生嚇L類 肋骨3 〃 清水1三郎 1980 〃 〃



哺乳動物化石による富草・瑞浪。一志層群の対比について

長谷川　善和（横浜国立大学・教育）・岡崎　美彦（北九州自然史博）

久家　直之（京都大学・理）・甲能　直樹（横浜国立大学・教育・院）

1はじめに

　長野県南部に分布する海成の富草層群

（N8・9：Tsuchi　et　al．，1981）を堆積し

た海域がどのように形成されていたかは

興味ある問題の一つである。近年かなり

の哺乳類化石が発見され、それらの種の

近似性から、富草層群産のものは瑞浪層

群あるいは一志層群と共通するものが多

いことが判ってきた。すなわち、　“古章

草海”あるいは“古事草湾”とでも称す

る海域は、

からあっ：た（渡辺1938）が、

　　惣警摂。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富草・瑞浪・一志各層群位置図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴田・糸魚川1980より）

　　　　　「瀬戸内」側に関連が強いことを示している。このような考えは古く

　　　　　　　　　　　　　哺乳類化石で議論したものはない。本研究は、1980

年代に国立科学博物館で実施した日本列島調査の結果を基礎として検討を進めて

いたものであり、その一部については1988年1月に開催された日本古生物学

会で岡崎・長谷川が発表した。今回は、それに関係者による若干の追加資料を加

えて再検討したものである。

11富草・瑞浪・一志各層群の対比

　富民層群から知られる陸生哺乳類は、奇耳目サイ科のカニサイ”Chilotherium”

匹＆幽と、偶蹄目マメジカ科Tra　ridaeに近縁のものがある。また、海生の

ものでは鰭脚類のネオテリウムNeotherium類、束柱目のパレオバラドキシアヒ坐

一15一



一七aba七ai、鯨目⑳ケントリオドン科Ken七riodon七idaeの一種、マッコ

ウクジラ科Physeteridaeの一種が産出している。これらはすべて瑞浪層群に共通

のものである。瑞浪層群の陸生哺乳類群集を代表する「平字動物群」は、これら

のほか食肉類、長鼻類、詔歯類などを含む多くの種からなり、海生のr戸狩動物

群」は、複数種のネオテリウム類、デスモスチルスー§⊥迦§、ユ

ーリノデルフィス類質一L§spp．などを加えたものからなっている。一

方、三重県東部の一志層群からは、陸生のものについてはほとんどが断片的であ

り三生、瑞浪両層群と共通するものは今のところ確認されていないが、海生のも

のについてはネオテリウム類、ケントリオドン科の一種、マッコウクジラ科の一

種、ユーリノデルフィス類等が知られており、その多くが三三および瑞浪両層群

のものと共通している。すなわち、富草層群の哺乳動物群は、古地理的。古環境

的に西南日本の「古瀬戸内地方」と対比することができ、とくに古地理について

は、海生の哺乳動物で見られる瑞浪・一志両層群との強い共通性が、これらの地

域の海域の連続性を裏付けている。伊那谷には、富草層群に対比できるものが見

当らないので、’ ｱの海域の広がりは富草・千代地域までで、それより以北には今

種　　　　　　　　類 富草 瑞浪 一志

陸　生

Perissodactyla

@Chilotherium　　　p遡
`rtiodacもy：la，

@Tra8ridae・gen・et　sp…ndet・
@A閉　　hitragulus　鵬inoensis

○○○？1 ○○○

Car・nivora（，，Pinnipedia，，）

@Neotheriu襯sp．A
@Neotherium？sp．
cesmostylia

@一曲niCUS@Paleo　aradoxia　　tabatal
betacea
@Eurhinodel　his　spp．
@Physeteridae．　gen。　et　sp．　lndet．

@Kentriodontidae，　gen．　et　sp．　indet．

○○○○○

○○○○○○○ ○○？○OO

富草層群産の哺乳動物化石種と、瑞浪・一志層群（b共通種
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のところ可能性がない。個別の種類では福井県あるいは島根県等で共通すると思

われるものがみられるが、海域との関係については資料的に充分ではない。時代

的にはパレオバラドキシアの産出で特徴づけられるものであり、中新世前期末～

中期（N8－9）を示す。北九州から山口県にかけての芦屋動物群とは科のレベルでも

全く共通のものがみら弗ない。したがって、この時代と前者との問にはかなりの

隔たりがあるものと考えられる。

8

皿おわりに

　本稿は、．多くの方々からの鑑定

依頼あるいは研究用に借用したも

の、寄贈いただいたものな‘ ﾇを綜

合したものである。故佐々木仲男、

故近藤恭一、故加藤一到、宮沢　譲、

方々にはとくにお世話になった。

　　〆　、境町曝…望，
　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　，　　　　　　　　　　　ぐ
　　　　　　＿　　　　　　　　　　｝
　　　　眠　∠ノニニ　　　　　r

　　富江浅野産カニサイ右下顎骨（故佐々木仲男氏採集）

　　蜂矢喜一郎、松岡広繁、坂倉範彦、以上の

ここに記して厚くお礼申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　参考文献

阿南町教育委員会（1967）．阿南町の化石．阿南町。

阿喬町伊勝編纂委員会（1987）．阿南町の化石（改訂版）．阿南町。

岡崎美彦・長谷川善和（1988）．哺乳動物化石による眠草・瑞浪・一志各層群

　　　　の対比について．日本古生勃学会1988年々会講演要旨．

柴田　博・糸魚川淳二（1980）．瀬戸内区の中新世古地理．瑞浪化石博研報。

　　　　7：1・49．

鹿間塒夫（1954）．長野県南部の第三紀富草層群に？いて．横浜国大紀票．

　　　　Sec．】［【　No．　3　：　71－108．

渡辺久吉（1938）．第三紀時代における日本群島の古地理。地学雑。50：351－3

　　　　72．
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新第三紀新潟堆積盆における海棲哺乳動
物小林灘噺激・理）・高橋啓一（日本齢大噺潟歯）
　　　　　　　　　堀川秀夫（新潟小千谷西高）

　新潟・佐渡地域における海棲哺乳動物化石は、前期中新世の末、中期中新世

のはじめ、後期中新世の後半、前期鮮新世、鮮新一前期更新世の各時代の地層

から産出する。

前期中新世の末

　この時代に産出する哺乳類化石は、パレオパラドキシアー鐘
bataiで、産出地は佐渡郡相川珂中山峠付近の中山二道相川口である。この標本

は大正時代に発見され、新種として報告された（Tokunaga，1939）。記載された原

標本は火災で焼失したといわれ、現存しない。しかし、同時に採集された臼歯

が相川小学校に保管されており、現在相川郷土博物館において管理されている。

　パレ：オパラドキシアを産出した地層は砂礫岩とみられ、カルカロドンを共産

している。なお、本標本は泉標本とはやや形態を異にしており、再検討中であ

る。

　新潟・佐渡地域における新第三紀堆積盆は前期中新世の末に日本海側の各地

と共に大海進をこうむり、礫岩層にはじまる砂岩層を堆積させた。この地層は

新潟地域の津川層、二二層、佐渡地域の下戸層であり、浮遊性有孔虫から、

BlowのN7－N9の時代の堆積物といわれている。これらからは各種の海棲動

物化石が産出し、とくに下戸層からは二枚貝、巻貝、ウニ、大型有孔虫（聾二

幽，O　erculinaのほか、サメの化石も産出する（佐渡海棲哺乳動物研究グ

ループ《1叩7；小木団体研究グループ、1986）。軟体動物は西黒沢動物群や黒瀬

谷動物群と共通する。

中期中新世のはじめ

　この時代に産出する哺乳動物化石は、鯨類、鰭脚類で、その多くが石灰質の

団塊に含まれている。佐渡では、層理の発達した泥岩からなる鶴子層、下越（

村上市、黒川村）では同質の岩石からなる下関層に含まれる団塊などから保存
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のよい骨化石が発見されている。

　鯨類は、アカボウクジラ科（小木町）、マイルカ科（羽茂町）、ケトテリウ

ム科（村上市、新潟県立村上女子高等学校科学クラブ、1986）であり、鰭脚類

はアロデスムスAllodesu随us属の頭骨の化石（広田ほか、1987）である。

　これらの化石の時代はBlo”のN9－N10に相当し、　Denticula　nicobarica

zoneの珪藻化石を産することもある。圏谷層～寺泊層下部に対比される。

　下戸・津川両層の時代にくらべて、鶴子・下関両翼は細粒の堆積物からなり、

かっ泥岩や極細粒砂岩の互層である。沖合いのやや深い水深の海底に堆積した

地層といえる。この時代は浮遊性有孔虫や珪藻化石から推定して、亜熱帯の海

のつづきであり、そこに大型の海棲哺乳動物が生息していた。共産する化石は、

カルカロドの歯、ニシン科の骨、鱗、二枚貝のPalliolu随，§墜，有孔虫、珪

藻、放散虫、藻類の化石である。罰塊中には塊状の生痕化石が散見されるし、

周囲の層理と調和的に平行ラミナが発達している。これらの化石は外洋環境を

よく示しているもので、オパキュリナの産出は極端に深い水深を示すものでは

ない。外洋環境の生態ピラミッドをみることができる化石群である。　中期中

新世の珪藻軟泥が堆積した堆積盆の堆積物からは、大型の海棲哺乳動物がいま

だ発見されていない。佐渡地域の中山層、上越地域の内須川層、羽黒層、魚沼

地域の貫木層である。一一zone～Thalassi－one皿a
schraderi　zoneに相当する。

後期中新世の後半

　栃尾市の半蔵金の荒谷層、東頸城地域の須川層、西山地域の椎谷層（Katum

to，1927）から鯨類の化石がそれぞれ発見されている。前2者は黒色泥岩であり、

後者は砂岩泥岩互層である。Neodenticula　ka蹴achitica　zoneにほぼ相当し、

約600万年前後である。堆積盆の内外で、地殻変動が活発化し、堆積物の地

域的変化が大港く現れている。また、海洋生物もかなり交代し、特に海棲藻類

は寒海生の群衆から温帯生の群衆に変わり、浮遊性有孔虫や石灰質底生有孔虫

が再び多くなる。このような海域に出現した哺乳動物は中期中新世はじめの種

類とは、系統的にも離れた種類あるいは進化した種類に属するのではないかと

考える。
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前期鮮新世

　この時代の海棲哺乳動物化石としては、鰭脚類が特徴的である。魚沼地域の

川ロ層からアシカ科（羽鳥、1986）、下越地域の安野川層からアシカ科が産出し

ている。この時代は温帯性の海洋環境が引きつづき、砂泥が堆積した。軟体動

物のほか、有孔虫、珪藻などが繁殖した。脊梁部の隆起と陸化によって、古日

本海が誕生した時代である。

後期鮮血世から前期更新世

　この時代の海面哺乳動物化石としては、山脚類や面恥で、古曲血

aensisu（堀川、1981）は小千谷市稗生の和南土層から発見された。大桑一満願

寺動物群を産する。とくに寒流系の生物が卓越するようになり、浅海の環境に

なった。

前期更新世のおわり

　灰爪層最上部の砂層からアカボウクジラ科オ虚説バクジラ属の竜骨（新潟哺乳

動物化石研究グループほか、1977）が発見された。魚沼層の時代の後半に当たり、

著しい海退が進行する時代のなか、やや暖流が優勢となる時期である。

文　献

羽鳥俊郎（1988）北魚沼郡川口町西倉で産出した鰭脚類の化石について。小千

　谷市教育センター理科研究集録、20、51－55。

Hatu田oto，H．（1926）　On　so通e　fossil　Cetaceans　fo　Japan．　Sci．Rep．Tohoku

　I面p．Univ．，2nd．ser．，10，17－27．

新潟哺乳動物化石研究グループ・奥山達郎・丹波正也（1977）　出雲崎町小木の

　灰爪層から産出した鯨類の耳骨化石。新潟県地学研究会誌、12、31。

Tokunaga，S（1939）　A　new　fossi1　団a皿通al　belong　to　Des皿ostylidae．　Jubilee
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石川県の新生代海生動物群と哺乳類化石

石川県立金沢泉門高等学校　　松　浦　信　臣

　石川県の置生動物化石はほとんど新第三系や第四系に含まれるもので、確実に海門

動物化石を産出する時期は中新世中期はじめからである。野生動物化石は時期別に多

産する軟体動物化石にもとづき、いくつかの群集型に大別できる。代表的な群集型に

分けて、半生哺乳類化石との関連をのべる。

　（D東岡内（八尾）動物群など

　東印内動物群は中新世中期はじめ（16～15Ma）の熱帯～亜熱帯性の群集で、

VicaryaやCrassostrea　g幽などの内湾・汽水性と、腱　を共産す

る外洋性の群集に大別される。この群集は能登半島東北部の東印内層、金沢付近の砂

子坂層、加賀南部の河南層などに含まれ、多様な貝類のほかウニ（一

manni　a曲igenusほか）や門門サンゴ（Montastrea　sp．ほか）の化石も知られてい

る。この群集からは、野生哺乳類化石は発見されていない。

　東今内動物群の上位に位置する東別所動物群は、均質な泥岩層に含まれるもので、

種数・量ともに少ない。Propeamlssium　tate抽aiやLucinomaなどとともに、　Sch－

izaster　sp．やLinthia　tokunagaiなどのウニ類が比較的多く含まれる。この群集

も、海生哺乳類化石の産出は知られていない。

　（2）岩屋動物群

　輪島の輪島崎砂岩層、門前の安代西砂岩層、穴水の前波石灰質砂岩層、志賀の出

雲石灰質砂岩層、七尾の七尾石灰質砂岩層など能登半島の中新世中期（14～13M

a）の石灰質砂岩層は、特有な化石と岩質によって特徴づけられるもので、岩屋動物

群と呼ばれている。主な化石はKoしorapecten　kaga通ianus　ermirus、Gloriopalli－

um　crassiveniumなどのPectinidaeを主体とする斧足類をはじめ、腕足類・コケム

シ類・ウニ類（Linthia　nipPonicaほか）・サメの歯（Isurus　hastalis、｝2逃

ほか）などがあげられる。

　本群集を産出する地層には、DesmostylusやPaleoparadoxiaの産出が知られてい

る。デスモスチルス類の産出は、ほぼこの層準に限定されている。クジラ類も多く産

出しており、各種骨片・平骨など知られているが、詳細な同定は行われていない。

　　　　　　　　　　　　　　　一22一



また、哺乳類ではないが、輪島崎砂岩層からウミガメの仲間の肋骨板や四肢骨末端部

の化石を産出している。

　（31中新世中・後期の泥岩層から産出する動物群

　中新世中期後半～後期の海成層は泥岩層が主体で、東印内や岩屋動物群のように多

産しないが、所々に軟体動物やウニなどの化石が含まれている。古環境的には、多少

深い外洋性の群集が目立つ。

　能登半島北東部の南志見計岩層・飯塚珪藻泥岩層、能登半島中東部の虫崎泥岩層な

どから、クジラの骨化石の産出が知られている。

　（4》氷見動物群

　　n崎山（薮田）動物群　　　氷見動物群の前半は、鮮新荒中・後期（4～2

Ma）の崎山シルト岩層や野崎シルト岩層から産出する崎山（薮田）動物群に代表さ

れる群集である。この群集を産出する地層の岩質は主に均質なシルト岩からなり、

Conchocele　b　isecta　や　Lucinoma　acutilineatum　を多く含み、ウニ類のPalaeo－

pneustes一を少し含んでいる。古環境的には、比較的深い外洋性の群

集が目立っ。

　崎山半島の崎山シルト岩層からはクジラの骨や歯を産出し、能登島の野崎シルト岩

層からは耳骨をそれぞれ産出している。また、崎山シルト岩層直下に位置する赤崎泥

岩層からはアシカ科の化石を産出している。

　　2）大桑動物群　　　氷見動物群の後半は、更新世前期の金沢地区の大桑砂岩層

から産出する大桑動物群に代表される。この群集を産出する地層の岩質は主に砂岩層

からなり、Turritella　saishuensis　saishuensis、　Anadara　amicula　elongata、　Sca－

2≧聾皇ommaensis、　Mizuhopecten　tokyoensis　hokurikuensis・　曇　yessoensis幽一

価・Pseudamiantis　tauyensis・攣stim　soniなど多量多種類の貝類を

産出する．古環境的には、前者より浅海性の群集である。

　金沢の大桑層からはクジラの骨を数個体産出し、トドの歯も産出している。

　（5）平床期の動物群集

　更新世後期の海成段丘堆積物中に含まれる貝類群集は、約12万年前前後の平床期

の海進に伴うもので、約500種近い貝類が識別されている。この時期の群集から

は、海生哺乳類の化石は知られていない。

一23一



石川県産海生哺乳類化石
同類

地質

N代
地　　層 化　　石

産出地点

i北緯，東経）
主要共存種

駒　所在
採集者 文献

梶戸戸 クジラの

@　肋骨
七尾市

ﾚ（37●04，136・　　　58’）

犠官

Terebraしulina 松浦信臣：

陀クジラの
ｨ骨（鼓骨） sp．

Koしor　　しen 柄沢宏明前翻 クジラの
ｨ骨・骨片

醗1鷲（37・！3．137・　　　04’｝

鯉響．Isurus　2堕

葎6，

関隷 クジラ
羽咋郡
ﾗ鱗騨鼻　　　42●）

Glori・1i㎝
モ窒≠rSlvemum
鼕ﾑ互§面「is

松購串 防輪鍵層 クジラの

@　骨片
華華購辮　　　54’） Lin由ia塑2。

獅撃モ¢

wUs
ﾕ［is

粥騙 イルカの
@仲間の歯

鳶舅嘉聰野　　　03’1 i罐游

旧藩層 禽獣藤野　　　02’） Conchocele 輪島市 防 獺6，泥岩層のノジュールに長さ10

?鯉馬差と

蓬羅層
　クジラの脊椎骨・末端骨・尾

ﾅ骨イルカ類の骨

画面覇軒（37’27’．137・　　　18●）

蜑ﾚ　＼　　14’》

灘漁 防

三野 ハクジラの心

S灘鶏
擁灘葬　　　03り Fissidental　ium

齔w緬eatt皿 饗洋

ｭ夢

新註ゴ己

？

響諺聯　　　13’） 長谷川　善和
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地質

N代
地　　層 化　　石

産出地点’（北緯，東経）

主要共存種
蜘　所在

採集者 文献

崎山　シルト’

竭w

　シルト岩中に
ｼ径4～！2㎝の
Nジラの肋骨・
ﾅ骨など7本

講：耀　　　　02’） Conch◎cele

�嚮
ﾝδ㎜eatユ皿

虚血市 防

七尾市
ｰ綱（37・05．137●　　一〇3’） Conchocele 養繕　セミクジラの

㈱ﾔ｛Balaenidae

@　　spJ
クジラ類の歯
Nジラ骨片

七尾市太田町
i3㍗04嚇　　　　Or）

塑雛臨漁eatum 松浦信臣 七尾市
ﾑ田正夫

松浦・

x田
ｶ986）

飯田正夫

贈　シルト

竭w

Lucinoma

ﾝ蔽at㎝
鑛朗繍 防 顯1　ゴンドウクジ

話傑潔野ち上げ 壁越　　　　02’）

眈 慰3）

麓艀 クジラの

@　椎骨
解鮒懸町　　　　43●｝ 山王開発 駝雌曾し

　クジラの肋骨
ｷさ98c臥
@最大径5、5㎝
ｷさ25c匹
@最大径5㎝

金穂儒藻〔36．31’，136・　　　　4！’）

Anadara

ヲ芙p一日置Fδ旨煮「磁

松浦信臣

’大桑層からは、上記のほかに金沢市夕日寺町・東長江町南東方などからクジラの骨が3か所ほど産出
している。

アシカ頽

・三三4～6Ma）

赤艶岩層
アシカ科の仲間10tariidae

@sp．）

墨壷　　　02●） 七尾市’饒 養欝

礎細a） 崎山シルト

竭w
獺黎鑑 七尾市墨画 松浦信臣 飯田正夫 二二●

i1986）

賄羅 構岩層
トドの歯｛鱗　　　sp．） 金沢市御所町｛36’35●．136●

@　　41’1

金沢大学 Kaseno
i1951）
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デスモスチルス類

綴蝋
地　　層 化　　石

産出地点魑

i北織東経）

標本の

@所在 購 文献

高見
D岩層 壁灘 鳳至郡能都町

ｵ見、旧燐鉱採
@場　（37・15’、137・05．）

一　　　sp． 灘 高井（1944）

苣K・亀井
�≠欠m

Des皿ostylus A　　　llistes海緑石
ｻ岩層 艦3臼歯

七尾市庵町白鳥ノ下海岸（拾

?）　｛37・03’．　137・03．）

SP．

鱗購朧 灘款 ㎞〔1964）

ﾐ野（且984）

梶麗籍
野嘉魍）（37●02●，136’　　　57’）

蟹N臨，・ 璽糀 七尾
?尻湖
Fの会

藩瀾幽　　SP．

ﾄXla　　　sp．

ﾓ切歯・臼歯片・胸骨

notoens1S
s∈蔽［ia
Z一三瞳聖Isurus　hasta：1。

1S
h「於ﾕ㎞

中新世中期爲～14Ma一

SPP．

壁の犬歯．鹸 七尾市松百町
蜷剄閨o37・04’

@135・58’》

櫛鶴 七尾
ｯ騨

半の浦礫岩層 幽X【a　　　SP．の臼歯 騨盤濫掘場｛37・07．．　136●56’｝ 鍛職　（1961）畠山（1984｝

中綴白砂岩層 迦C『aSSIV㎝U皿 単品 騒
犬塚・柄沢　（1986）

墜9一ﾇ滑鉱層片

羽咋郡富来町関野鼻

o37●13’．136●

@　42●）
Lucln㎝a－5爾Hheatun

h§一鰹Cardlarhinus

sp．

前波石灰質

ｻ岩層
幽9一戟D鹸片

懸鍵盤｛37・13●．137・　　04’） 華車．Glycy鵬ris　sp．離

欝糀 三男
犬塚・柄沢　（1985）

SP．
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　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献

井尻正二・亀井節夫（1961）：樺太産のDes窺ostylus面irabを1is　Nagao　と岐阜県産の

　　一tabatai（Tokunaga）の頭蓋骨の研究．地球科学．馨，1－27．

犬塚則久（1984）：デスモスチルスの研究と諸問題．地二二急報，28．デスモスチルス

　　と古環境，1。12．

　　　　・柄沢宏明（1986｝：能登半島の中新島石灰質砂岩這這のパレオパラドキシ

　　ア．地球科学．40．294－300．
　　　　　　　　　一
上　俊二・加藤道雄・上田恭子・高山俊昭（1981）：能登半島に分布する石灰質砂岩層

　　の地質時代．処し§⊆LKanazaua　Univ．（金沢大学教養部論集）．18．47－63．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自肉り鴨

Kaseno，　Y．（1951）：Pliocene　pimipedia　remains　from　Kanazawa．　Ishika響a　Prefec－

　　ture．　Japan．　夏h⊇≦≧L　§g三三よ　些』．旦L§島　2957。64．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　⊂1964）　：A　tooしh　of　Desmostylus　found　at　Shiratori．　southern　麗oto．

　　Japan．　鯉口L　l陸』迦～璽聾L璽』＿Kanaza胃a玉厘」，，舎59－64．1　pL

粕野義夫1！964》：北陸の新第三系一Biostratigraphyの現状と問題点一．化石，

　　7．27－36

　　　　　｛1977｝：石川県の環境地質（10万分の1地質図説明書）．石川県発行

　　「石川県の自然環境第1分冊地形・地質」，128p．

　　　　　（1984》：能登産デスモスチルス類化石の産状と層準．地団研専報，28，デ
　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》u噸の

　　スモスチルスと古環境．69－72。・

　　　　　・三浦　静・藤井昭二（1987，MS）：北陸各地の新第三系層序区分の対比．

松浦信臣（1985）：北陸地方の三新世から完新世に至る軟体動物群の変遷．瑞浪市化石

　　博研報．12，7H58．づ1s．32－42．
　　　　　　賦
　　　　　・堀田　修（19861：続能登の化石資料．石川県教育センター紀要，27，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚
　　1－30．

邑本順亮（1963｝：布袋石（鯨の耳骨の化石）．高陵中学校紀要．3．48－51．lp1．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
高井冬二（蓋9441：能登半島の燐鉱層産デスモスチルス．資源科学研究所彙報．5，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭
　　59－62．

土　隆一編（1979，1989　：日本の新第三系の生層序及び年代層序に関する基本資料，

　　同「続編」　155p．126p．

ほかに、七尾野尻湖友の会などの採集による七尾市少年科学館展示品を参考にした。
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福井県産四生哺乳類とその産出状況

竹山憲市　（勝山高校）　・東　洋一　（福井県博）

　福井県に分布する中期中新統の海成層から近年保存のよい鰭脚類・田田・束

柱類などの輪生哺乳類および海亀類・魚類・板鯛類などの海国脊椎動物の化石

が産出している。

　福井県内に分布している中新統に関する研究として，層序に関しては，東

（1985），中川ほか（1985）などの研究があり，堆積環境に関しては，中川・

竹山（1985），Ozawa　et　al．（1986）の報告がある。しかしながら，魚類以外

の脊椎動物に関する報告は，Takeyama＆Ozawa　（1984）があるのみで，断片

的な標本が多いこと，一部標本の所在に問題があることなどから十分な研究が

進んでいない状況にある。

　海生の脊椎動物の産出高高は，内浦地域がOrbulina　Datumの下位にあたり，

丹生山地ではOperculina－Miogypsina層準付近にあたることから，ほぼ同

時代で翫81♪翫9の境界付近と考えられる。

1．難生哺乳類化石

1．鰭脚類

福井県産の湖周類は，内浦地域で2個体，丹生山地で1個体産出している。

▼川

。”7畠蘭A

鱒ほuoAo“A

り脚A8繧

　S一
　×・，・

　　　ε
　　　ザム　タ　ムロあ　　　　　ロ　のの　りのら

署Xec・鉢β

s　　　　　　×
　　　　＿．、胡　　s

バ

牛

〃‘〃〃β、48刈roτo鱈。　　　o崩の

　　　　　　SCk　　　s

鱒画属A▼A口禽

　」巳凶轟

・＿RCe

　S

P：三脚類

Ce：鯨類

Ch：海亀類

S：板鯛類

図1．内浦層群産脊椎動物化石産出地点

　a．内浦層群産鰭脚類

　Takeyama　愚　Ozawa　　（1984）

でPrototaria　primigenaとし

て報告した個体で，筆者の一人

竹山が兵庫教育大学大学院の修

士論文の調査の際に高浜町鎌倉

で発見したもので，保存のよい

頭蓋骨をはじめ約17点が採集

されている（図1）。

　標本の採集時期が長期間にま

たがっているのは，標本が鎌倉

地区の耕地整理の時に出来た新

露頭から削り出された転石のノ

ジュールから採集されたためで
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産　出　部　位 採　集　者 発見年

1。頭蓋 竹山憲市 83，7．2

2．基節骨（左第2？） 同上 83，7．2

3．基節骨（左第3？） 同上 83，7．2

4．中足骨（右第4？） 同上 83，7．2

5．脊椎骨（第3？胸椎） 同上 83，7．2

6．脊椎骨（第8？胸椎） 同上 83，7．2

7．脊椎骨（第13？胸椎） 同上 83，7．2

8．脊椎骨（第14？胸椎） 同上 83，7．2

9．脊椎骨（第4？腰椎） 同上 83，7．2

10．肋骨 同上 83，7．2

11．左下顎骨 同上 83，9．2

12．左肩甲骨 同上 83，9．8
「

13．出品骨 平川光明 83，10．18

14．左肩甲骨（関節窩） 竹山憲市 83，12．24

15．中手骨（左第2？） 同上 84，4．11

16．中手骨（左第3？） 同上 84，4．11

17．基節骨 荒木邦雄 83，　？

表1．内浦層群産三脚類産出部位

ある。

　標本の産出状況

を見ると頭蓋，基

節骨，脊椎骨，肋

骨は同一のノジュ

ールから産出して

いる。　さらに頭

蓋の左頭頂骨には

カキ貝が付着して

おり，肋骨と頭蓋

の表面には2mm程

度の2～3条の削痕

が多数見られる。

これは同一ノジュ

ールからカマスの

仲間の歯，小型の

サメの歯などが産

出していることか

らこれらの魚類が

肉を食べた時につ

けたと考えられる

工事の関係で表1

にあげた17点しか

採集できなかったが，産血から見るとほぼ一個体が保存されていたものと考え

られる。共産するGeloina，Vicarya，Hiatula，Cyclina，NiPPonomarcia

などの熱帯性の貝類化石，熱帯性の海亀類化石などから，付近にはマングロー

ブが発達するような河川の流λがみられ，しかも海亀類が産卵のために上陸で

きるような砂浜が存する内湾が復元されている（図2）。

　標本の類縁関係についてはEnaliarctos，Pinnarctidion，Neoteriumな
どとの精細な検討が必要である。

　内浦層群から産出している別個体は，不完全な下顎骨のみの断片的な標本で
ある。

　b．国見累層産鰭脚類

福井市高須町に分布する国見累層上部層の岡iogypsina。Operculina層準
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B：grey　silt　and　black　mud，　C：pebbly　mud，　D：sand，　E：granule，　F：grave1，　G：talus　breccia，

H：1and　area，

　　　　　　　　　　　　　図2．古地理復元図　（中川・竹山，1985）

　　　　　（・　は大型有孔虫化石産地）．
　　　この地図は国土地理院発行の2万5千分のr

　　　地夢図「鮎川」を使用したものである．

　図3．国見累層脊椎動物化石産地

の直上から採集されたもので，

内浦層群と同様に熱箒性の貝

類ととも建ζ産出している。下

顎骨は産出しているものの，

犬歯しか残されておら或しか

　も幼体と考えられ分類は非常

に困難である。なお肋骨は現

在クリーニング中で本数は確

定していない。
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2．酒類

　福井県産の無類は，内浦地域と丹生山地で産出が知られているがすべて未報

告である。

　　a．内浦層群産鯨類

　内浦層群からは高浜町鎌倉，山中海岸，名島の3ヶ所から産出している。こ

のうち鎌倉産の標本は頭骨が含まれており，現在クリーニング中であるがヒゲ

クジラの仲間と推定される。その他の産地から産出している標本は耳骨，肋骨

のみの断片的な標本で比較分類に耐えられるものは鎌倉産の頭骨が含まれた1

個体のみである。

　昨年福井市在住の原田氏により山中海岸でイルカの歯が1本採集されている。

　　b．国見累層産鯨類

　国見累層からは，心血類の産地（図3）と同じ地点めほぼ同じ附ogypsina

－Operculina層準の直上から小型のヒゲクジラの下顎骨，頸椎が産出してい

るのみで比較分類に耐えられるものはない。

3．束柱類

　高浜町鎌倉の内浦層群から束柱類の胸骨が1点採集されている。胸骨につい

ては問題点も多くどの部位にあたるのか検討が不十分なため断定はできない。

　標本は形態，共産する化石などからPalaeoparadoxiaの胸骨であると推定

される。束柱類についてはこの1点のみで今後の産出が期待される。

皿．その他の脊椎動物化石

1．海亀類

a．内浦層群産海亀類1

　高浜町鎌倉の内浦層群から保存のよい頭骨，背甲，腹甲など6個体分の標

本が採集されている。これらの標本は，対になって同一のノジュールから産

出した背甲，腹甲標本を除いてすべて別々のノジュールから産出しており，

しかも頭骨はかなり離れた地点から産出したため，頭骨と背甲，腹甲の関係

は不明である。

　背甲，腹甲は3本の隆起がないなどKurobechelys　tricarinataとは明ら

かに異なっており，　Procolpochelys（？＞susensisとの類似点が見られ同

種の可能性がある。しかし頭骨はこれまで日本では未報告のため十分な比較

検討ができないが，別種の可能性が考えられる。
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　b．国見累層産海亀類

　　福井市小丹生町の国見累層中部層から荒木哲治氏により背甲，腹甲が採集

されているが断片的な標本で比較検討は難しい。、

2．スッポン類

　福井市小丹生町の海岸と福井市鮎川町に分布する国見累層中部層からVic

aryaなどの貝類化石に伴って産出している。小丹生町の標本は60cmにもな

る大型のスッポン化石でTrionyx　sp．として報告されている（白竹・水野，

1980）。鮎川町産の標本は甲羅の破片のみだが大型で同種と考えられる（北

川俊一氏蔵，未報告）。

3．晶晶類

　板鯛類は内浦層群，国見累層共に産出しているが，量的には内浦層群の方

が多い。標本は個人所有が多く，総合的な研究が遅れている。

　ウバザメ属の六出化石の産出が福井県坂井郡金津町沢から報告されている

（中川・安野，1985）。

4．その他の魚類

　海生の魚類に関する報告は安野（1980）の魚鱗化石に関する報告があるの

みで，その他の報告はない。これまでに内浦層群，国見累層共にニシン科な

どの魚鱗化石を豊富に含む層面が知られており，さらに近年，カマスの仲間

の歯，硬骨魚類の頭骨なども産出しており今後の研究が期待される。

5．偶蹄類

　福井市小丹生町の海岸に分布する国見累層中部層からVicaryaなどの貝

類化石が産出する層準にはさまれて陸上の脊椎動物化石Amphitragulus　sp．
　　　　　　　ノ
が産出している。同じく，福井市高須町の国見累層中部層からPalaeochoer

US？sp．が産出している。これらシカ類，イノシシ類の産出層準は共に一

生哺乳類が産出している臨ogypsina－Operculina層準の下位にあたる。

　これらの標本は筆者の一人竹山が現在検討中である。
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岩手県南の鮮新統産ヒゲ鯨類化石

大石雅之（岩手県立博物館）

1．はじめに

　岩手県南の北上低地帯に分布する海成鮮新統からは、最近多数のヒゲ鯨亜目の

化石が産出している．これらの化石は研究途上にあるが，いまのところ3種が識

別されている（長谷川ほか，1985；大石ほか，1985；大石，1987；第1表）．その

申の1種はケトテリウム科に属し，前沢町と一関市厳美から産出したそれぞれほ

ぼ全骨格からなる個体がある．便宜的にCetotheriidae　sp．　Aとされる．ほかの

2種はナガスグジラ科に属し，同様にBalaenopteridae　sp．　AおよびB．　sp．　B

とされる．B．　sp．　Aは，前沢町から産出したほぼ全骨格からなる個体が含まれる

B．sp．　Bは部分骨のみの産出であるが，　B．　sp．　Aに近縁で，それよりやや大型で

ある．ほかに，B．　sp．　Bか別種かどうか判定のついていない大型の小面化石も産

出している．　　一ソ

2．Cetotheriidae　sp．　Aについて

本四は，かつてHATAIθ孟認．（1963）が仙台の竜のロ層から産出した鼓室骨によ

って設立した“施翻tθγα5㎝血fc鵬”と同種と考えられるが，ほぼ全骨格か

らなる前沢第1標本がヨーロッパで産出している地ゆθtoc碗力試に含まれるこ

とが明らかになり，“臨画ゆtθγ¢”はHθゆθtocθt鵬のシノニムと考えられて

　　　　　　　第1表　岩手県南の血路統油島層曲論類化石一覧．

分　　類 標本名 部　　位 所　　蔵 文　　献

CetotLeriidae　sp．　A 前沢1＊
ｽ泉1
ｵ訓3

ほぼ全身

ｶ下顎骨
ﾙぼ全身

NSM

hP闇43551
PP聞43549

長谷川ほか（1985）

蜷ﾎ（1987）

蜷ﾎ（1987）

Balaenopteridae　sp．　A 前沢2＊＊

ｽ泉3
ｵ美1

ほぼ全身

ｪ蓋左童部，肋骨
E鼓室骨，頭骨，

纔r骨ほか

IPMM　40063

PP闇登録中
ｬ野寺信吾氏

大石ほか（1985）

｢報告
ｬ野寺（1967）

Balaenopteridae　sp．　B

iBaIaenopteridae，
@gen．　et　sp．　indet．）

厳美2 尾椎 IP闇40076 大石（1987）

B．sp．　B　and／or　large

@type　Mysticeti
平泉2

ｵ美4
右下顎骨

z椎，肋骨
IP闇登録中
hPM翻43550

未報告

｢報告

1arge　type　Cetacea 前沢3 肋骨片 IP闇40062 大石（1985）

＊ミズホクジラ，＊＊マエサワクジラ，NS臨国立科学博物館，　IP脳：岩手県立博物館
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いる（長谷川ほか，1985）．前沢第1標本は，椎骨の骨端が遊離しているので若い

個体である．また，やはりほぼ全骨格からなる一関市厳美産の第3標本もほぼ同

じ大きさであり，若い個体と考えられる．ところが，下顎骨のみからなる平泉第

1標本はやや大型であるが，前沢第1標本よりも下顎枝がよく保存され，やはり

惚ゆθtocθt鵬5cα乙df3備おVAN　BENEDEN，1882にきわめてよく類似することが

わかっている．そのため平泉第1標本は，前沢第1標本と同種の成体と考えられ

ている（大石，1987）．

　惚ゆθめ。θε鵬の模式標本の頭蓋は断片的であるので，その特徴をとらえるには

前沢第1標本がもっともよいと考えられる．基本的にはケトテリウム科の模式属

のCθto焼εγ伽によく似ているが，細部で異なる．たとえば鼻孔と鼻骨の後退が

著しく遅れ，かなり後退している左右の上顎骨のascending　Processが接してい

る点が特異である．

　ケトテリウム科は，公称34もの属があるといわれているが（BABNES　and　MCLEOD，

1984），KELLOGG（1934）によると2つのグループに分けられるという．第1のグル

ープは，下部の骨がV字状に前頭骨にくいこむことが大きな特徴のひとつである．

第2のグループは，三部の骨と前頭骨との縫合が横一直線か，わずかに前頭骨に

くいこむ程度であるという．前沢第1標本の上顎骨と前頭骨との関係は第1のグ

ループによく似るが，鼻骨がかなり前に位置するところが大きく異なり，頭蓋の

形態がよく知られている多くのケトテリウム科の鯨類とは別の系統を考える必要

があるかもしれない．

　岩手県南の油島層の時代がHAN且BE（1979）による竜の声望の古地磁気層序に準

じるとすれば，下部～上部三新統にわたって本種が産出することになる．このこ

とと，カリフォルニアの上部鮮汐干からaff．∬θゆθεocε加5が知られていること

（BARNES，1976）とを考えあわせると，龍ゆθtocθt鵬は後期鮮新世までの北太平洋

海域に最後まで残存していた唯一のケトテリウム科鯨類ということができる．

3．Balaenopteridae　sp．　Aについて

　本丁は頭蓋の形態から，ナガスクジラ科に含まれる．鼓室骨は，HATA　I就α乙．

（1963）が“漉励砂tθγα5生血乞α雄”の亜種として設立した甥．5ε糊目cu3　t認許一

加㎞c厩鋸乞5”の形態と同一である．しかし，前述のように制．5置型記us”が

ケトテリウム科に属するので，“t認㎜㎞c配備歪3”は　“5飢伽αげの亜種で

はない（大石ほか，1985）．

　このような“醒漁吻ρtθγα”に関する分類上の混乱は，鼓室骨が種によって安定

な形質であることへの過度の期待によるが，今後記載される完模式標本は，少な

　　　　　　　　　　　　　　　　一36一



P乙θ5iOCεεU5　dubiu5　　　Mθ9α♪こεγαハ0”α2α粍gLiα2 β｛2乙αε篇0ρεεγα　αOUε0γ05εγαtα

蟹x▼竃口NlAし

oo向夢AL

lh斤慮剛Aし

　… T、嚢、
　　　　　　雛・’

鰯・’1

　鰍蝉鷺
，芳　　，

，　り　・乳　　　　　鱒　　　’

　の乏’3’…　い，　●

・藻瞬

第1図ナガスクジラ科各州あ右鼓室骨．B．は金華山沖産，肱はNS匹M　25939
　（宮崎信之氏の御便宜による），P．はVAN　BENEDEN（1885）よりトレース。

くとも頭蓋の部分を含んでいる必　　　　　　　　　　　EXT・

要があり（BARNES，1976），単独の

鼓室骨では未知の種を新たに設立

すべきではない．ただし，鼓室骨

により既知の分類群に同定するこ　　　　　　　　　　　DOR・

とはある程度可能と考える．そこ

で，Balaenopteridae　sp．　Aとし

ている種の標本の中で最も保存が

良い前沢第2標本の研究を進める

にあたって，難や化碓の分　　　聚；職po＆
類群の間における鼓室骨の差異を、

整理して比較を行うことも有効と

考え，検討を行った．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VEN．
　Balaenopteridaeの中でも詳し　　　　　　　　　　　　5cm

い研究がなされているコイワシク　　　　　　　　　　　EEEE卍ヨ

ジラは，北半球のものはBα乙αaω一

ρ陀γααcutoγ03tγαtα，　南半球の

ものはB．bo1㎎γ飢sおとして別種
　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　前沢第2標本（Balaenopteridae　sp。直）の右鼓室骨。
にされてきたが，OMURA（1975）に
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よると両者が別種であるとは結論づけられないという．両者の鼓室骨をみても，

大きさ以外には異なる点がほとんどない．このことからも“t漉鋤ω㎞c配㎝画3”

は“3飢血歪α6”の亜種ではないことが傍証される．

　つぎにシロナガスクジラB認鱒詑γ伽砒3α4砒5，ナガスクジラB．蝕y54肱5，

イワシクジラB．わoγθα巨5，ニタリクジラB．θd飢歪，それにコイワシクジラを比

較してみると，S状突起や円錐突起の位置や形状に差異は認められるものの，前

側一内側一後側に沿う外形はほぼ同じであり，背腹方向に偏平である点でナガス

クジラ属の共通点を指摘できる．さらにコイワシクジラのほかに，現生ナガスク

ジラ科のもうひとつの種であるザトウクジラ漉9顔）陀搬れ。抄喫㎎乙毎θとヨーロ

ッパの鮮新統から産出しているP乙ε5歪ocθ施5　d伽鵬を加えて比較すると（第1

図），外形と鼓室腔の形態に大きな差異を認めることができる．つまり，P乙θ5歪σ一

。θ‡鵬では前半部が背腹方向に著しく圧縮され，地g砂陀γαではBα砂㈱捻γα

より開腹方向に厚く，やや卵形である．また，B認伽ρ詑γαでは鼓室腔の幅が前

唾 ㌦

，　　・

，」1．

畿
1　ノ

／

．1

〃89｛ψεεγαηωα2飢9h｛12

　Rec．

＼ ．ノ 授　1

、1 ’1

殴　17　’

1

鼠α説ε0γ05εγ伽8．boγεαIi5　B．θd飢iβ．ρ九y50乙鵬8ユεαε，ゆεεγ4榔α廊

”ε9ごψ£εγ4襯fo‘4ε旧　　　cf．　Pεε5iOCθε鵬

L．Mio．　NAP　　　　　LPIio．　NAP

κε9φεεγo翫皿bα：屍f　Balaenopteridae　sp．　A

E．Pl沁．　SAP　　　　　ε’L．　PliαEA

第3図　ナガスクジラ科各種の頭蓋の比較．上段はB“RNES　and　MCLEOD（1984）‘こ
　よる．下段は左よりKELLOGG（1922），　B《RNES（1973）およびD“THE（1983）よりト

　レース．これらの図に左右の上顎骨の眼窩突起を結ぶ線を引き，鼻骨を黒くぬ
　りつぶした．スケールは50cm．
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後にほぼ一定であるのに対して，地g砂tθγ4や配ε5歪ocθ幡　では前部で大きく

開く．北上低地帯産Balaenopteridae　sp．　Aの鼓室骨（第2図）は卵形で鼓室腔

が前部で大きく開き，前記3属の中では地g⑳tθγα属に最も近いといえる．

　以上，鼓室骨による比較でも，おおよその分類上の特徴が把握できたが，鼓室

骨より以前に頭蓋の比較が最も重要であることはいうまでもない．そこで，次に

頭蓋の比較を試みる．

　鯨類の頭蓋を比較するためには，テレスコーピングの状態に着目するのがよい

と考えられる．DATHE（1983）は，南米チリの早梅統出梅g⑳詑γα勉めαc庖の記載

の中で，左右の上顎骨の眼窩突起を結んだ線と鼻骨との関係について述べている

が，この点がテレスコービングの状態をよく表現している（第3図）．現生ナガ

スクジラ科の6種の中では，ザトウクジラの鼻骨がこの線より前方に位置し，コ

イワシクジラ・イワシクジラ・ニタリクジラ・ナガスクジラの順に鼻骨が相対的

に後退し，シロナガスクジラで鼻骨は最も後退する．、一方，頭蓋がよく保存され

ている化石では，北米太平洋岸の上部中新量産のMεgoρ陀γα掘ocα徽KELLOGG，

1922，同じく上部鮮新統産のP乙ε5歪oc就鵬に近いナガスクジラ科化石（BARNES，

1973），それに前述のMθg¢ρtεγα触b㏄庖DATHE，1983があるが，これらの鼻骨は

すべて前述の線より前方に位置する．

　北上低地帯産Balaenopteridae　sp．　Aの鼻骨は前記3極の化石鯨と現生ザトウ

クジラよりも後退しており，コイワシクジラと同程度である．ほかの特徴につい

ても比較を行うことが肝要ではあるが，鼻骨の後退の程度はかなり重要な指標と

考えられ，このことだけから判断すると，B．　sp．　AはBαL鱒tθγα属の特徴を

有しているといえる．

　鼓室骨と頭蓋における分類基準がどの程度有効であるのかをさらに検証を重ね

なければならないカ～両者を別々に比較すると矛盾点が生じたことになる．鼻骨

の後退が単向的進化とすれば，B．　sp．　Aは鼓室骨が似ている現生ザトウクジラと

直接的系列関係にあるとはいえない．また，台湾の下部鮮新興から明らかに現代

型のBα乙鱒tεγ礪の特徴を有している鼓室骨を含むB．t4加翻。αHUANG，1965

が産出していることから，B．　sp．　Aのテレスコーピングはコイワシクジラと同程

度に達してはいるもの¢）・現生BαL鱒tθγ¢属と直接的系列関係にある戯まいえ

ない．

　これらのことから，B。　sp．　Aはいまのところ醒ε9⑳セγ礪からB4Zω脚ρtθγα属

が分岐したころの中間的な種として位置づけるのが適当と考えているが，さらに

検討が必要である．
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4．Balaenopteridae　sp．　Bについて

　一関市厳美産の第2標本の尾椎は現生コイワシクジラにかなりよく類似し，ま

たB．sp．　Aとは区別されるので，　B．　sp．　Bとして扱われる（大石，1987）．頭

蓋が発見されていないので，二種は決定できないし，すべきではない．この種の

分類を決定するためには，頭蓋の発見あるいは既に発見されているかもしれない

標本との比較を待たなければならないが，まだ詳しい検討を進めていない平泉第

2標本の下顎骨や厳美第4標本の頸椎や肋骨などは大型のヒゲ：鯨汁のものと考え

られ，B．　sp．　Bと同種となる可能性もある．

5．おわりに

　ヒゲ鯨類化石の分類体系は，いまだ多くの混乱が残されており，その再編が強

く望まれている（BARNES　and鵬LEOD，1984）．また，現生ヒゲ鯨類の分類基準をそ

のまま化石に応用できるかどうかも疑問が残る．今後これらの点をさらに吟味し

て，岩手県南産の鯨類化石の検討を進めてゆく予定である．
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いわき市四倉地域産出の鯨類化石とその産状
　　　　平門田良樹（いわき市教育文化事業団）・長谷川善和（横浜国大・教育）

1．はじめに

　福島県いわき市四倉党弊八日十日所在の県立四倉高等学校校庭拡張工事が開始されたのは、

1977年からであった。当時同校教諭であった永田豊喜次は、工事現場より、いくつかの鯨

類化石を発見した。発見の報告を受けたいわき市教育委員会は、1978年より何回かの発掘

査を実施し、その後の周辺調査を含め、16個体の鯨類化石が発見された。なかでも1980

年に発掘調査を実施した第6・7・8標本は、3体が折りかさなる状態で発見されている。

2．産出層準

　野馬化石の産出は、福島県いわき市四倉平字八日十日の県立四倉高等学校およびいわき市八

日十日不燃物埋立処分地、四倉町字和具からである。産出層準は、須貝・松井（1957）の

多賀層群広野層、岩井（1950）鎌田（1962）の下高久層ぐ江口・鈴木（1953）の

櫛形層、平山（1952）、三井（1973）、加藤（1980）の四倉層にあたる。

3．産出化石と門下

①第1標本

　1970年の台風により、JR常磐線の西方約50mの大和田俊好憎宅裏の崖が崩壊し、コ

ンクリーション中から鯨化石が発見された。クリーニングはほとんどされていないが、10個

の脊椎骨、左上腕骨、肩甲骨の一部、右肋骨4本、左肋骨9本がみられる。椎体骨端の癒着が

進んでいるため成体であろう。、現在四倉史学館に保管されている。

②第2標本

　1978年2月永田町喜次氏によって工事現場で発見され、化石を含むコンクリーションを

採集し、その後のクリーニングよって頸椎骨から腰椎骨まで連続する21個の椎骨が確認され

た。最終的に舌骨、左肩甲骨、右肩甲骨（一部）、左右上腕骨、左僥骨、左尺骨、左肋骨（9

本）、右肋骨（13本）指骨がわずか1．3m×2，2m岩塊中から産出し拒。造成を担当し

た土木業者から後目頭蓋の一部を届けられた。

◎第3標本

　造成工事が完了した校庭西側法面から化石の断面が発見され、1978年8月に発掘調査を

実施し、頭蓋および右下顎骨を取り上げた。その後のクリーニングにより、頭蓋は後頭部を欠

くが比較的良好な標本であることがわかっだ。基本的には現生の旦一一

亘上の特徴をもつがCetotheriidaeから平皿皇にかわ
る途中のものと考えられる。
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④第4標本

　1978年、1月現校庭南西端の境川寄りの造成地から産出した。産出時には、重機により

上顎先端部と後頭部が壊されていた。現存するのは、右上顎骨、左右前顎骨の一部である。現

在永田豊喜次氏により保管されている。

⑤第5標本

　1978年8月、第3標本発掘調査時に、現校庭バックネット位置付近から産出した。重機

により削り取られた地表面から9本の肋骨が産出した。肋骨のすぐ近くからは、脊椎骨が6個

産出している。

⑥第6標本

　造成工事が完了しだ体育館西側法面から化石の断面が発見され、1980年7月から8月に

発掘調査を実施し、ほぼ1体分の鯨類化石が産出した。クリーニングにより頭蓋は一部しか残

っていないことがあきらかになった。骨端板の癒着状態から若年個体と思われる。現存全長約

8m。共産化石としては、Carcharodon　carchariasと　exanch一

ユL旦　sp．がある。

⑦第7標本

　第6標本を取り上げる際に、第6標本の約1．6m下から発見されたもので、重機により尾

椎骨の一部が欠損している。発掘調査は、1980年8月に8日間をかけて実施された。ほぼ

1体分である。現存全長約7．4m。頭蓋、肩甲骨、頸椎骨、鼓室胞の特徴からEschri－

chtiidaeのなかまに入るものと思われる。

⑧第8標本

　第7標本の頭蓋の嫁鑑1mより産出したもので、発掘調査は1980年8月に第7標本の発

掘調査にひき続いて実施された。産出層準が地下水面となっていたため保存状態が不良である

ことと、化石が体育館の下の方向に延長していることが予測されるため、一部を取り上げて発

掘調査は終了した。産出部位は、頸椎骨、頭蓋の一部などである。

⑨第9標本

　1978年の第3標本の発掘調査の際、近所の子煤から所在を教えられ、1980年1月に

取り上げられた。化石を含むコンクリーションは、地層より分離していた。産出部位は、頭蓋

の一部、左右鼓室胞、頸椎骨、胸椎骨、左肩甲骨、左僥骨、左尺骨、肋骨である。肩甲骨、擁

骨、鼓室胞の形状によりBalaenidaeのなかまに入ると思われる。

⑩第10標本

　1981年6月に施工された体育館北側の法面工事の際産出したもので、産出部位は、頭蓋
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の一部、頸椎骨、胸椎骨が入ったブロック、右鼓室胞、肋骨である。鼓室胞などの形状により

旦⊥一なかまの小型鯨類と思われる。
⑪第11標本

　県立四倉高等学校北西にある八日十日不燃物埋立処分地南西部のJR常磐線側の法面造成の

際産出した。化石は工事を施工した田畑建設株式会社の佐藤氏が化石を含むコンクリーション

を発見し、いわき市に寄贈した。産出部位は、鼓室胞、頸椎骨、胸椎骨、肩甲骨、肋骨である。

⑫第12標本

　八日十日不燃物埋立処分地南部より1982年4月に発見されたもので、産出部位は、椎骨、

肋骨である。

⑬第13標本

　八日十日不燃物埋立処分地南側法面に椎骨、肋骨と思われる化石が露出しているのを発見し、

1982年6月に現地を保存した。未発掘。

⑭第14標本

　1982年9月八日十日不燃物埋立処分地法面に骨化石が露出しているのを発見し、11月

に発掘調査を実施した。発掘調査により、保存状態は不良であるが頭蓋の一部、椎骨、肩甲骨、

肋骨を取り上げた。

⑮第15標本

　第15標本の下から発見されたもので、かなりまとまった資料である。産出部位は、頭蓋（

欠損あり）、下顎骨、左右鼓室胞、椎骨、肩甲骨、肋骨等である。

⑯第16標本

　1978年8明いわき市四倉町汗雫具の市道法面に、肩甲骨と思われる骨化石が発見され、

1982年6月に現地を保存した。未発掘。

4．まとめ

　いわき早番倉町の直径600mという狭い範囲から、16個体にのほ1る三年化石が発見され、

それもBalaeno　teridae、Eschrichtiidae、Balaenid一
鍍など複数の種類があり、千葉県銚子市の名評層産出の鯨類と異なり現地性いとうことで、

鯨類化石の古生物地理学研究に重要であると思われる。
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産出状態模式概念図
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＆

福島県内産出梅．棲ホニュウ類一覧 1986．12．13
産地番号 産　　　　　　出　　　　　　地 分　　　　　類 産　　　　出　　　　部　　　　位 産出層準 産出年月 標本所在

1 原町市悼町道場橋下 ヒゲクジラ亜目 椎骨 1985．9 原町市

2 双葉群大熊町夫沢字長者原618 バクジラ亜目

Iオクマイルカ
頭蓋、下顎骨、頸椎骨、椎骨、肋骨、尺骨、捜骨 多賀層群 杉本正衛

3 双葉群大熊町夫沢字中央台1077 ヒゲクジラ亜目 椎骨 多賀層群 1983．2 福島県立博

ｨ館

4 双葉群双葉町 ヒゲクジラ亜目 頭蓋（一部）、椎骨、肩甲骨、・上腕骨、肋骨 多賀層群 福島県立博

ｨ館

5 双葉群富岡町寓岡海岸 食肉目斜脚亜目
gウホクアシカ（直良）

左下顎骨 上部鮮新

｢下部
直良信夫1944
坙{哺乳動物史

早稲田大学

6 双葉群富岡町下郡山字真壁289 食肉目鯖脚亜目
fイスマトフォカ科

切歯 多賀層群 横浜国立大

w
7 双葉群広野町ニツ沼 クジラ目 椎骨、肋骨 多賀層群

x岡層
いわき市

8 双葉鮮広野町ニツ沼 食肉目鰭脚亜目

Aシカ科
歯 多賀層群

x岡層
廣田・久家

P985
9 双葉群小齎町 クジラ目

10 双葉剖・高町 クジラ目

11 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、｢わき三四倉町 クジラ目バクジラ亜目
?ツクライルカ（直良）

左下顎骨 直良信夫1944
坙{哺乳動物史

早稲田大学

12 いわき市四倉町 食肉目鰭脚亜目’
jッポンセイウチ（直良）

切歯 直良信夫1944
咊u哺乳動物史

早稲田大学

13 いわき市四倉町 クジラ目バクジラ亜目
Cルカの一壷（直良）

直良信夫1944
坙{囎乳動物史

早稲田大学

14 双葉郡楢葉町大字井出字萩平井出川河床（井出川橋
ｺ）

クジラ目バクジラ亜目 椎骨 多賀層群 1972．4 細葉町

15 双葉郡檎葉町 クジラ目 肋骨 多賀層群 いわき市

16 双葉郡広野町ニツ沼 クジラ目バクジラ亜目 歯 多賀層群

x岡層
1977 いわき市

17 双葉郡広野町ニツ沼 食肉目鮪脚亜目 歯 多賀層群

x岡層
1978 中里辿彦
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福島県いわき市四倉町下部鮮新統四倉層産出鯨類一覧表
1986。12。13

産地番号 産　　　　　　出　　　　　　地 分　　　　　頚 産　　　　出　　　　部　　　　位 成長段階 産出年月 標本所在

IC1 いわき市四倉十和具21
蝌a田俊同氏宅北の崖

ヒゲクジラ亜目

iガスクジラ科
椎骨（10）、肩甲骨、左上腕骨、左肋骨（4）、右肋
怐i9）

成体 1970．8 四倉史学館

IC2、 いわき市四倉十八日十日
ｧ立四倉高等学校校庭造成地

ヒゲクジラ亜目

iガスクジラ科
舌骨、頚椎骨（7）、胸椎骨、腰椎骨（14）、左肩甲
怐A右肩甲骨一部、左右上腕骨、左擁骨、左尺骨、左肋
怐i9）、右肋骨（13）、指骨（4）、推定体長15
酷煌O

成体 1978．2 いわき市

IC3 いわき白白倉町八日十日
ｧ立四倉高等学校校庭西側法面

ヒゲクジラ亜目

iガスクジラ科
頭蓋（上顎骨、前顎骨、右前頭骨、後頭骨一部、右下顎
怐j

1978．8 いわき市

1C4 いわき白白倉町八日十日
ｧ立四倉高等学校校庭造成地

ヒゲクジラ亜目

iガスクジラ科
頭蓋（上顎骨、前顎骨） 1978．1 いわき市

1C5 いわき白白倉町八日十日
ｧ立四倉高等学校校庭造成地

ヒゲクジラ亜目 椎骨（6）、左肋骨（9） 成体 1978．8 いわき市

1C6 いわき白白倉町八日十日
ｧ立四倉高等学校体育館西側法面

ヒゲクジラ亜目 頭蓋のほとんどを欠くがほぼ一頭分、現存8m 若年個体 1980．8 いわき市

1C7 いわき市四倉町八日十日

ｧ立四倉高等学校体育館西側IC6下1．5m
ヒゲクジラ亜目
Rククジラ科

ほぼ一頭分、現存7．4m 1980．7 いわき市

1C8 いわき市四倉十八日十日
ｧ立四倉高等学校体育館酉側

ヒゲクジラ亜目 下顎骨、頸椎骨（7）、椎骨、肩甲骨、肋骨 1980．8 いわき市

1C9 いわき白白倉町八日十日
ｧ立四倉高等学校西側法面

ヒゲクジラ亜目
Zミクジラ科？

頭蓋一部、左右鼓室胞、頚推骨、椎骨、左肩甲骨、左白
怐A左尺骨、肋骨（8）

1980．1 いわき市

1C10 いわき市四倉町八日十日
ｧ立四倉高等学校体育館北側法面

ヒゲクジラ亜目
iガスクジラ科

頭蓋（後頭骨、鱗状骨一部、左周耳骨前突起、右鼓室胞
j、頸椎骨（7）、胸椎骨（2）、肋骨

若年個体 1981．6 いわき市

IC11 いわき白白倉町八日十日
｢わき市八日十日不燃物埋立処分地造成地

ヒゲクジラ亜目 鼓室胞、頚椎骨、胸椎骨（8）、肩甲骨、肋骨（8） 1982．1 いわき市

墓C12 いわき白白倉町八日十日
｢わき市八日十日不燃物埋立処分地法面

クジラ目 椎骨（1）、肋骨（2） 1982．3 いわき市

1C13 いわき白白倉町八日十日
｢わき市八日十日不燃物埋立処分地法面

クジラ目’ 椎骨、肋骨 1982．3 来発堀

1C14 いわき市四倉町八日十日’
｢わき市八日十日不燃物埋立処分地法面

ヒゲクジラ亜目
Rククジラ科？

頭蓋（上顎骨一部、下顎骨、鼓室胞）、椎骨、右肩甲骨

]骨
1982．11 いわき市

1C15 いわき市四倉事八日十日
｢わき市八日十日不燃物埋立処分地夏C14下1m

ヒゲクジラ亜目

Zミクジラ科
頭蓋（上顎骨、前顎骨、前頭骨、左右下顎骨、左右鼓室
E）、頸椎骨（7）、肩甲骨、上腕骨、軽骨、尺骨、肋

1982．11 いわき市

夏C16 いわき白白倉町和白
s道法面

クジラ目 肩甲骨 1978．8 未発堀



　　茨城県大洗町沖産鯨類化石について
　長谷川善和（横浜国大・教育）・國府田良樹（いわき市教育文化事業団）・柳沢幸夫・

　佐藤喜男（工業技術院地質調査所）・大森　進（茨城県立教育研修センター）

1．はじめに

　1987年12月16日、茨城県東茨城郡大洗町明神町6868在住の関根義治氏が、大洗

海岸軍艦磯南東7km、水深約30mで操業中、底引き網に鯨類化石とおもわれる岩塊がかか

った。同標本は、1987年12月20目大洗水族館に寄贈になった。その後、連絡：を受け同

標本を観察した結果、鯨類化石頭蓋であることがわかり、大洗水族館よりクリーニング・写真

撮影、鑑定のため同標本を預かった。また、微化石による年代、堆積環境決定のため、試料採

取を実施した。

2．鯨類化石の地質時代について

　微化石による分析試料は、破損していた後頭骨脳室内より採取された。

（1）保存・含有量

　保存状態はきわめて不良、含有量もきわめて小さい。

（2）珪藻化石群集

　典型的な鮮新世型群集であるが、一部中期中新世のリワーク（☆のついだ種）が含まれる。

　浮遊性種は寒流系と暖流系の混合型であるが、寒流系が卓越している。

（3）珪藻化石帯

　　eodenticu豆a　kamtschaticaと旦．koizumiiが共産する

ことからAkiba（1986）の旦．koizumii一亙．　am七　chatica

Zone（3．2－2．4Ma．）になる。従って地質時代は後期鮮新世である。

（4）対比

　陸上の久米層に対比できる。

（5）共産貝化石について

　一しのなかまが試料分析の際に産出した。また、クリーニング途中でも貝化石が

産出した。これは今後報告したい。

3．鯨類化石について

　クリーニングが完了した時点での残存部位は、後頭骨（頭頂部欠損）、冠状骨、鱗状骨（・一

部）、前頭骨（一部）、鋤骨（一部）、鼓室胞（左、右）、周耳骨後突起である。鼻骨、上顎

骨、前顎骨は欠く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一



　鯨類化石の属種の決定に際し、頭蓋は重要な要素の一つである。今後・現生標本との細部に

わ距る比較が必要となるが、水産庁遠洋水産研究所の粕谷俊夫氏と検討をおこなった結果、左、

右の鼓室胞が完全な状態で残っていたため、この特徴は現生の旦且⊥旦£塾Ω．p主皇∫1q旦e

の旦一。borealis『に似ることがわかった。微化石により決定さ

れた年代には三一ま出現しており、この点での矛盾はない。

4．Diatom　species

☆△一　⊥一　f．⊥一（Rat．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Whiting＆Schrader
　A・　　　　　　　　　　octonarius　Ehr．
　△」一一　senarius　（Ehr．）Ehr。

ulacosira」9」一」’（Ehr．）Simonsen
Coscinodiscu窓　』匡La工」一．　Ehr．

☆工L皇」：LLL⊆」LLΩ」狸．よL虹一

☆旦．
　　　　Kanaya）
lauta　　（Bailey）

（Pan七．）Andrews
　　（Simonsen＆
　　　　Simonsen
　　　　　　Simonsen

i　loneis
e　idiscus

SPP・
　　une1 ormis　WaIlich

Navicula　SPP．
◎Neo
◎皿．

旦．

nticula　」一　　（Zabelina）

●tzschia

　　　　　　　Akiba＆Yanagisawa
幽しL⊥△kiba＆Yanagisawa

旦．

Paralia

　　　sp。A
　皿旦⊥1』』、Grun．
　　S．PP・
sulcata　　（Ehr．） Cl．

一　tatsu　okuc　iensis　（Koizumi）
Gersonde＆Schrader

一よLΩ⊥LLd⊥§」Koizumi旦。 SPP・
　．tZSC ioid

ユ．．

T　alas
robusta

●osi　a．a』．」LLg』』L

s　H．＆M．

　Peragallo

工．

工．

工．

Schrader
（¢run・）Cleve－
　　　　　　Euler

幽」」L　（Ostenfeld）
　　　　　　　　　　　Prochukina

Total　number　of　valves　count』e「d

2

　1

　3
　5

12
　1

　2

2
2
1

5
3

　2
　3’

　1

　1

16
　1
　1

　3

14
11

1

1

1

3

2

100

◎MarkeT　species
☆Reworked　species　from　the
　　Miocene　sediments．

Preservation　：　very　poor
Abundance　　　　：　very　rare

Middle
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秩父盆地の鯨化石について

吉田健一（埼玉県立自然史博）

1　はじめに

　秩父盆地の第三系から、保存のよいヒゲ鯨亜目の化石が発見されたので、

ここにその概要を報告する。

　1984年5月31日、当時来日中であったDr，M　FORTELIUS（ヘルシンキ大学）

を、三島弘幸氏（日大・松戸歯学部）とともに、Paleo　aladoxia（大野原

標本）の産出地へ案内したさい発見したものである。

　発掘の結果、ヒゲ鯨亜目のほぼ完全な頭蓋骨と左の下顎骨が得られた。

発掘にあたっては、小幡喜一・小林健助・坂本　治・吉田日出男の各氏に

ご協力いただいた。ここに記してお礼申し上げる。

2　産出地と地質、

　化石が発見されたのは・．稼父市大野原にある荒川右岸の河床で、秩父橋

から約1km下流の地点である』（第1図）　化石産出層は泥岩層で、秩父

町層群奈倉層中部にあたる。この砲弾は、有孔虫生層序のN－9にあたり、

デスモスチルス類が集中して産する層準（鎮西，1984）である。

↓

秩父

東京

。

国土地理院発行の2万5千分の1地形図　皆野の一部を使用

　　　　第1図　化石の産出地点（・My）

My：ヒゲ鯨亜目（本標本）　　Pa：Paleo　aradoxia産出三
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　　　　　　B

　　　　　　O

A：口蓋側

第2図

B：舌　側

3　標本の記述

　頭蓋骨：この標本は右側の頬骨突起の一部を欠くが、ほかはほぼ完全に

近い状態で保存されている。吻部は偏平で、先端に向かって上方にゆるく

そりかえり、後頭穎は大きい。（第2図一A）

　下顎骨：　標本は、左下顎骨で下顎体の中央の一部と関節突起の後端を

欠く。下顎体の内側への湾曲は弱く直線的でねじれは弱い。断面は、外側

がややふくらみ申央に直径7～8mmの下顎管がみられる。断面指数は0．7

を示す。（第2図一B）
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4　発見の意義

　本標本は、頭蓋骨および下顎骨の特徴がケトテリウム科の特徴に類似す

る点が多い。しかし、比較標本も少なくさらに研究を進ある必要があるの

で、ここでは種の同定に至らず、ヒゲ鯨亜目としておく。

　日本の中新統におけるヒゲ鯨亜目の報告例は少なく（大石，1985）、産出

していても不完全なものが多い。本標本は保存状態がよく、同一・個体の頭

蓋骨と下顎骨がそろっているので、ヒゲ鯨亜目の研究に貢献するところが　’

多いと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　文献

鎮西清高（1984）　デスモスチルス類の産状と時代的・古地理的分布．地

　　団研専報，28，デスモスチルスと古環境，13一・3．

大石雅之（1985）　日本の鯨類化石研究の概要．地団研専報，30，127－135．
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川崎市多摩川河床よりスジィルカ属化石産出

小泉明裕（横浜国大・教育・院）

　筆者により，1975年夏に川崎市の多摩川河床に露出する下部更新統，上総層群飯

室層から発見されたイルカ頭骨化石は，長谷川善和・宮崎信之によりスジイルカ属

に同定された．更新世のスジイル鳥類の化石は本邦で最初のものである．詳細な記

載報告は後日，別にする予定である．ここでは，当該化石の産出層準，産状と共産

化石について述べる．

　飯室層から産出した哺乳類化石及び鳥類化石の産出層準を第1図に，産出地点を

第2図に示す。産出地点（35。37’6”N，139。34’50”E）には，南東に4。ほど傾

斜する砂質泥岩層が露出し，層厚10c襯のガラス質（粗粒ミガキズナ状）火山灰層を

はさむ．　これは，Yk　（雪ヶ坂タフ）に対比される．イルカ化石（D1＞は，この

火山灰層の約2m下位から産出した．産出層準は大塚（1932）の飯室砂質泥岩層，また

は岡ほか（1984）の飯室層の中部に当たる．

　イルカ頭骨化石（D1）は，口蓋面を下にして一部の先端を西向きにし，単独で産

出した．口吻部はほぼ完全であるが，頭蓋骨の上半部は浸食を受け破損していた。

化石骨の周囲は厚さ1～3cmのやや軟質な石灰質ノジュールに覆われていた．　

　同じ層準で走行方向1伽以内から，イルカ類の椎体骨端（D2）と前位肋骨片（D3）

が発見されている．やや上位層準からはアシカ属（P2，P3，P4）・鳥類の烏口骨など

（A1，A2）・大型鯨類の肩甲骨片（C1）が，更に上位からは陸生であるシカ類の腰椎

（Nl）が産出した．多摩川河床（第1図a）の脊椎動物化石は，単独あるいは隣接

する部位の数個で産出している．当該地域の南方に位置する枡形町にある飯室谷（

第1図b）からは，アシカ属（P6）・トド属（P5），（大沢，1987）など比較的まとまっ

た化石が知られている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　文献

大塚弥之助（1932）多摩丘陵の地質（其の1）．地質雑，39，p．641－655．

岡　重文・菊池隆男・桂島　茂（1984）東京西南部の地質．地域地質研究報告（5万

　　　　分の1図幅），地質調査所，148p．

小泉明裕（1985）多摩丘陵東部における上総層群のテフラ層序と古生物群について，

　　　　日本第四紀学会講演要旨集，15，p．144～145．

大沢　進（1987）多摩丘陵からアシカ科化石が発見される．化石研ニュース，21，p．3
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第1表　多摩川河床産出の海生哺乳類化石

分類 部位 発見年 採集者

c1 Cε7ACEハ 肩甲骨片 1981 益田れいじ

D1 Stenella　sp． 頭骨 1975 小泉明裕

D2 Delpbinidae 椎体骨端円盤 1975 小泉明裕

D3 Delphinidae 前位肋骨片‘ 1981 益田れいじ

P2 辿sp． 左上腕骨・肩甲骨 1982 小泉明裕

P3 魎sp． 左上腕骨・肩甲骨 1983 小泉明裕

P4 迦sp． 腰，仙，尾椎・左右骨盤 1982 小泉明裕
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中津層群より産出したイルカ科およびセミクジラ科化石について

小泉明裕（横浜国大・教育・院）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1。はじめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県厚木市北方の相模川と中津川沿岸に

　　　　　　　　　　　　　　　　分布する中津層群は，保存の良い貝化石（鈴木

　　　　　　　　　　　　　　　　1，1932；小島，1955）や有孔虫化石（中世古。沢

　　　　　　　　　　　　　　　　井，1950）を産出することで昔から知られてい

　　　　　　　　　　　　　　　　たが，脊椎動物化石の報告は，ホホジロザメな

　　　　　　　　　　　　　　　　どの軟骨魚類化石（上野・松島，1975；松島，19

　　　　　　　　　　　　　　　　87）のみであった．ここ難年来の調査の結果，

　　　　　　　　　　　　　　　　中津層群下部に陸生および海生の脊椎動物化石

　　　　　　　　　　　　　　　　を多数産出する早帰が新たに発見された．ここ

　　　　　　　　　　　　　　　　では，この層準（図1の※印）から産出したセ

　　　　　　　　　　　　　　　　ミクジラ科化石および別層準（図1の＄印〉か
　　　　　　　　ほっ

　図1　中津層群の総合柱状図　　（1985）はナンノ化石から鮮新一更新世にしてい
　lt（D《1985）、の　Fig．3の一部に加筆．
　　　　　　　　　　　　　　　　るが，岡田（1987）は同じくナンノ化石からみて，
　Φ：イルカ類化石の産出層準
　※：セミクジラ類化石の産出層準　中津層群全体を後期鮮新世と考えている．

1．イルカ科化石Delphinidae　8en．　e七sp．　inde七．

　ここに報告するイルカ科上顎骨化石は，十数年ほど前に故因　泰器氏が採集した

ものを長谷川善和教授が保管していたものである．詳しい産出地点及び層準は不明

であるが，標本に付着している明灰色，細目まじりの細粒砂岩は，小沢層下部の岩

相によく似ており，かつ，石灰質で非常に新鮮である．このことから，当時砂利採

取が行われていた愛川町小沢～城山町檜尾にかけての採石場内で，堀り尽くされて

しまった小沢層最下部から産出したものと推定される（図1のΦ印）
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　標本の記述；前顎骨の背

面中央に前半の粗面と後半

の平滑な面との境界があり，

口蓋側上顎骨の幅の近位に

向かう減少のしかたや遠心

側の断面に鋤骨（vomer）が

認められないことから，上

顎の吻部の先端の一部に相

当する（図2）．歯槽約4

つ半の長さが保存されてい

る．周囲は，右側面の一部

（中央部1cm弱）を除いて，

破断面で終っている．

　　　ミし　　
・～~1§豊

a

駅

e

謹』」　聴唖
　　　　　　　　　　　　　　o
図2　イルカ頬化石の上顎骨
a；前面，b：背側面，c：後面，d：腹側面，e：左側面

　　　　　　　　　　左右の顎骨は口蓋側左下方に押されて若干ずれている．左上

顎骨において上顎骨の幅に対する前顎骨の幅の割合は0．53になる．上顎骨の口蓋側

の遠心部はゆるく隆起する．左側の保存される遠心端から1～4番目の歯槽の前後

径X左右径は，それぞれ11．6×10．0，12．2×9．9，11．1×9．2，10．1×8．lmmである．

左側の歯槽数は10cm当りにおよそ7個である．前後の断面において前顎骨には切歯管

が開口している．

　比較考察；全体の大きさや形態・高歯の大きさからみて，イルカ科のなかでもユ

メゴンドウFeresa、　atもenuata（国科博標本門24593，岡24594）・バンドウイルカ

Tursiops　truncatus（国乱博標本岡26993，M27001顕25047）に類似する．この両者の

中津標本と同じと推定される部位で比較した．即ち，ロ蓋側でみた前顎骨の幅の遠

位側への減少のし’かた及び，吻全体に占める鋤骨の前縁の位置はバンドウイルカに

より近い．しかし，上顎骨の幅に対する上顎骨の幅の割合及び，口蓋と歯槽との：境

界線が示す吻のすぼまりかたは，ユメゴンドウ・中津標本・バンドウイルカの順に

大きい．中津標本は上顎の吻の前半の一部で，かつ，口蓋側の遠心部がゆるく隆起

するので，吻の比較的短いタイプと考えられる．これらの点は中津標本がユメゴン

ドウにより近いことを示している．また全体的にみて中津標本は，成体の大きさの

ユメゴンドウ・バンドウイルカよりも一回り大きい．しかしながら中津標本にみら

れる特徴は，属レベル以下の同定をするためには，なお検討すべき問題が多い．
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　なお図3には，全長に対する吻長及

び吻の長さと幅の割合がより近いと考

えられるユメゴンドウ属にもとずき，

中津標本がどの位置にあたるかを復原

して示した．

　本邦における中津層群の年代（中後

期鮮新世）から，これまでユメゴンド

ゥやバンドウイルカに比較されるタイ

プのイルカ科化石の報告は無かった。

したがって断片的ではあるがこのグル

ープの系統進化を考える上で重要な存

在である．
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図3　イルカ類の上顎骨の復原図．

頭蓋部の形態承び頭蓋部と吻部との
比率は西脇（1965）を参考にした．

皿．セミクジラ科化石Balaenidae　gen．　et　sp．　indet．

　産出層準；産出地点は愛川町小沢の砂利取り場代である．基盤は小仏層群で，不

整合に中津層群が覆っている．産出地点付近の中津層群は，下部の砂岩層（15m

±），上部のスランプ堆積層をまじえた砂泥互層からなる．ここに報告するセミク

ジラ科の化石はスランプ堆積層から発見された．この地層はlto（1985）の中津層群の

神沢（かんざわ）層に相当し，小島（1955）の高田橋砂礫岩層に近い層準にある。

　化石の産状；化石を産出したスランプ層は，淘汰の悪い，中津層群起源の数十cm

～1m大の同時礫や，丹沢山地・関東山地起源の硬質中～大恩まじりの含貝殻砂泥岩

からなる．この層準から産出する脊椎動物化石は，いずれも遊離した部分骨である．

しかも，それぞれは完全でない．当該化石は，崖が削られたとき顎骨遠心側が破壊

されており，先端部だけが採集できた．’

　標本の記述；左下顎骨の先端部であり，全長のおよそ1／3が保存されている（

図4）．遠心端は破断面であり，近心部はほぼ完全である．骨の摩耗は殆どない。

残されている標本の全長は約50cm，遠心端付近の高さ12．5cm，厚さ6．5cmである．舌

側は遠心では僅かに凹み，先端に向かって少しずつ凸型となるが，全体的には平坦

である．頬側は反対に全体が凸型となり，断面でみると長半円形ないしひし形をな

す．遠心部の頬側面と舌側面の境は，先端から見て背舌側に反時計まわりにねじれ
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　　　　　　　　セミクジラ類左下顎骨a；背側観、b～d；断面，e：前面観

ながら明瞭な稜を作る．下顎の歯茎（歯槽）孔は顎骨体の上部を通るが，先端では

上縁が開口し，その断面は逆オタマジャクシ形をなす．遠心部の断面（図4－b）で

は，2つのオトガイ孔と5つの歯茎（歯槽）孔がみられる．なお，表面の一部には

径2～5mm程のフジツボが点在する．

　比較考察；本標本は，比較した現生セミクジラ（国科博標本m5940，体長約12m）

と較べると，約2／3の大きさで小さい．しかし，全体の特徴はセミクジラ科に最

も類似すると考えられる．本邦の鮮新世におけるセミクジラ類の記載報告には，北

海道の深川標本（フカガワクジラ発掘調査団，1982）・沼田標本（木村ほか，1987）

がある．また，ヨーロ・ンパの鮮新統からはBalaenula　balaenopsisが知られている．

中津標本は，下顎体のねじれが強い等の点でこれらよりも現生種に類似する．しか

し，属以下の分類の詳細は現在検討中である．

IV．おわりに

　このような大型海生哺乳類がこの地域で発見されることは，中津層群の堆積場が

大洋に開いた海域であることを示し，ウミガメの産出もこれを支持している．一方

で，陸生動物（シカ・ゾウなど）が産することから，後背地には陸地が接近してい

たことがわかる．
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　今後は，共産するほかの脊椎動物化石とともに，その詳細を明らかにし，中津層

群堆積当時の脊椎動物相と古環境についてまとめる予定である．

　なお，横浜国立大学教育学部の長谷川善和教授は本研究のためにイルカ類化石の

標本を検討する機会をあたえて下さり，終始御指導していただいた．また，現生イ

ルカ類およびセミクジラ類標本との比較検討にあたり，国立科学博物館の宮崎信之

博士にお世話になった．以上の方々に厚くお礼申し上げる．

　　　　　　　　　　　　　　　　引用文献

フカガワクジラ発掘調査団（1982）深川産クジラ発掘調査報告書，132P．

lto，14．（1985）　The　Naka七u　Group；a　PIio－Pleis七cene　七rans8reesive　nearshore

　　　　to　slope　sequence　embracing　mu1七iple　slump　scars　in　southeas七一

　　　　ern　襯ar8in　of　七he　Kan七〇　凹auntalns，cen’bral　Honshu，Japan。　　Jour。

　　　　Geo1．Soc．　Japan，91，213－232．

木村方一・山下　茂・上田重吉・雁沢好博・高久宏一（1987）北海道雨竜郡沼田町

　　　　の下部鮮新虚血クジラ化石．松井　愈教授記念論文集，27－57．

小島伸夫（1955＞中津累層に含まれる貝化石群について．地質学雑誌，61：449－456．

松島義章（1987）中津層群から産出したホホジロザメの歯化石について．神奈川県

　　　　自然誌資料，（8）：33－36．

中世古幸次郎・沢井　清（1950）中津層の化石有孔虫群について．地質学雑誌，55：

　　　　205－210．

西脇昌治（1965）鯨類・鰭脚類．東京大学出版会，439p．

岡田尚武（1987）南部フォッサマグナの海成層に関する石灰質ナンノ化石の生層序

　　　　と古環境．南部フォッサマグナの古生物地理一シンポジウムの記録．化石

　　　　，（43）：5－8．

鈴木好一（1932）神奈川県厚木町北方の鮮新統（一，二）．地質学雑誌，39：49－70，

　　　　97－132．
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　　　　ザメ，ヨロイザメなどの化石について．神奈川県立博物館研究報告（

　　　　自然科学），（8）：41－55．
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新潟県佐渡産鯨類化石について
　　　　　　堀川秀夫（新潟小千谷西高）・小林巌雄（新潟大・理）

　　　　　　高橋啓一（日本歯科大・新潟歯）

1はじめに
　佐渡島は鶴子層（中期中新世）が広く分布し、多くの鯨類化石を産出する。

また、佐渡町海底にも同時代のものと考えられる鯨類化石が産出している。こ

れまでに、同定された佐渡・佐渡沖産の鯨類化石はつぎの標本である。

u標本
　1　　　Delphinidae　gen．　et　sp．　indet

　　　　　産地：小木町堂釜

　　　　　時代：中期中新世

　　　　　部位：歯2本、骨片10数個

　　　　　　　　歯の形態はセミイルカに近い。

　2　　　0dohtoceti　fa皿．gen．　et．　sp．indet

　　　　　産地：羽茂町付近

　　　　　時代：中期中新世

　　　　　部位；顎骨と歯10数本
　　　　　　　歯の大きさはセミイルカの2倍ちかぐ、歯根は丸くなってい

　　　　　　　　る。

　3　　　0dontoceti　fam．gen．　et．　sp．indet

　　　　　産地：羽茂町付近

　　　　　時代：中期中新世

　　　　　部位；頭蓋骨

　　　　　　　　アカボウクジラに近い標本である。

　4Ziphiidae　gen．　et　sp．　indet

　　　　　産地：小木町堂釜付近

　　　　　時代；中期中新世

　　　　　部位：頭蓋骨

　　　　　　　　骨質が厚く、鱗状骨が非常よく発達している。
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5Ziphiidae　gen．　et　sp．　indet

　　　　産地：佐渡沖、瓢箪礁

　　　　時代：中期中新世（？）

　　　　部位：頭蓋骨

　　　　　　背面に長楕円体状の隆起部をもっており、現生標本とは著し

　　　　　　　く異なっている。

6Ziphiidae　gen．　et　sp．　indet

　　　産地：佐渡沖、瓢箪礁

　　　　時代：中期中新世（？）

　　　部位：頭蓋骨

　　　　　　本標本の形態は特殊化せず、ツチクジラに似ている。

　　　　　　　しかし、個々の部位はアカボウクジラ、イチョウハクジラに

　　　　　　　も良く似ている。アカポウクジラ科6属のうち、上記3属と

　　　　　　の比較の結果は以下のとおりである。

　　　　　　　鼻孔付近の間顎骨の左右対称性はツチクジラと同様によい。

　　　　　　ついで、イチョウハクジラ、アカボウクジラの順である。上

　　　　　　顎骨の鼻骨後方への回り込みの状態は、イチョウハクジラに

　　　　　　似ており、ついでアカボウクジラ、ツチクジラの順である。

　　　　　　　鼻骨が突出している状態は、アカボウクジラに似ており、っ

　　　　　　　いでツチクジラ、イチョウハクジラの順である。　額部分の上

　　　　　　顎骨の湾曲は、イチョウハクジラ、ツチクジラ、アカボウク

　　　　　　　ジラの順に似ている。上顎骨の隆起は、ツチクジラ、イチョ

　　　　　　　ウハクジラ、アカボウクジラの順に似ている。上顎骨が前頭

　　　　　　骨を完全に被わないのはイチョウハクジラに似ている。

　　　　　　　以上のように本標本は、アカポウクジラ科に属する各標本

　　　　　　　に似た特徴を有していることから、アカポウクジラ科の共通

　　　　　　　祖先型の可能性が考えられる。
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骨化石の■標本　　　　　　　　　高橋啓一（日本歯科大・新潟歯）
　　　　　　　　　小林巌雄・野村正弘（新潟大・地鉱）

1　はじめに
　佐渡島に分布する新第三系の鶴子層から、海棲哺乳類動物の
化石が発見され、すでに数頭が記載されている（佐渡海棲哺動
物化石研究グループ、1977，1987；広田ほか、1987）。本標本は
1969年に、筆者らの手元に寄せられたもので、小木町堂釜の金
子清栄氏によって駒繋海岸で採集されたものである。同氏の好
意で本標本の研究の機会を与えていただいたことに感謝申し上
げる。

II　産出場所と剥離
　本標本は小木町堂釜の
海岸（素浜海岸の南部）
で礫として発見されたも
のである。この標本は石
灰質の団塊に入っている。
この種の団塊は、佐渡島
に分布する中部中垂統の
鶴子層に多く含まれてい
る。玉戸海岸及びその背
後の海岸段丘の下には、
基盤として鶴子層が広く
分布し、段丘を刻む数本
の小河川に沿って広く露
出している。同種の団塊

　第1表　鯨化石を含む団塊に産する
　　　　　　　　　放散虫化石
C　rtoca　sella　漁舟」≡L皇』」皇」（H“ECKEL）　　　　 15
旦．　　　　　　　　　　　cf．　一（HAECKεL）　　5

旦・　　　　　幽（HAECKEL）　　　1
Ω．　　　　　5P．　　　　　　　　　　8
直ctino皿a　cf．　okurai　翼AKASEKO　　　　　　　　　　2

⊆一L　cf．　　atuoensis　二二KASEKO　　　g
Cannartus　cf●　1aticonus　RIEDEI．　　　　　　　　2

⊆］蜘』L皇　　oncentrica　LIPHAH　　　　　　　5
Flustrella　cf●　flustre1】La（HAECKEL）　　　10
』」、」Lh」旦＿2」…＿二」塁」　cf●　幽　 EHREHBER6　　　　　　　　　2

迦工＿旦　工幽　闘AKASEKO　　　　　　　　1
§＿二＿蜘」　cf．　delmontgnsis（CAHPBELL

　　　　　　　　　　＆　CL凸RK）　2
Son　odiSCUS　SPP．　　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　　　Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　　72
　　　　　　　　　　　　Total　abandance　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fe習

が川底には転石として転がり、また地層中にも介在している。
この標本が鶴子層から産出したことは確かで』ある。鶴子層は小
木団体研究グループ（1g86）によるとBlowのN10－N11に対
比されている。
　頭骨化石を包含する石灰質団塊から産出した放散虫化石を第
1表に示す。この結果から、放散虫化石は一L鳴門
：L二腿zone（N　10－N13に対比されている）に属するも
のと判断される。さらに、一cornutaの産出から
このzoneの下部と考えられる。
m　記載
　本標本は新潟大学理学部地質学鉱物学教室に保管されている。
本標本は頂部および後頭部を欠損する軽挙の頭骨である。左側
の側面には下顎骨の一部が付着している。全体の色は茶褐色に
着色し、硬化は進んでいる。
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　背側よりみると、左右の対称性はよい。骨鼻口は前方に収束
する三角形をなし、横径は前後径より狭い。骨鼻口周辺の前顎
骨は骨鼻口中央部あたりでその横径が狭くなり、それより前方
で最も横径が広くなる。上顎骨は後頭部においても背側への反
り返りが弱い。上顎骨には残存する最前方で顔面部から吻部へ
の移行部付近に眼窩下孔が開口する。この孔は左側のものが右
側のものより前方に位置するほか、左側では大きな孔とそのほ
か2，3の小孔からなっている。上顎骨はこの孔の外側後方で
わずかに高まる。前顎骨にも同様な孔が存在するがこの孔はよ
り小さく、前後に細い。その位置は上顎骨の孔と同様かわずか
に後方にある。この孔の前後には溝がみられるが、前方のもの
は特に明瞭である。
　側方からみると、前顎骨および上顎骨の背側への反り返りが
弱い。西部の背面と前上顎骨反り返った部分とのなす角度は、
約150度である。側頭窩は前方に収束する二等辺三角形に近く、
後縁の丸みは弱い。側頭骨の頬骨突起はよく発達しており、前
縁がくびれた三日月状をなす。外後頭骨は後腹側に突出する。
口蓋骨の復：平縁は最後方がもっとも腹側に位置する。

r1　比較
　本標本は骨鼻口が後方に存在することや二七の位置関係、形
態から歯鯨亜目（Odontoceti）に属することは明かである。歯鯨
亜目にはスクアロドン上科（Squalodontoidea）9カワィルカ上科
（Platanistoidea），イルカ上科（Delphinoidea），、マツコウ’クジラ
上科（Phy5eteroidea）がある。本標本は前顎骨の背側への反り
返り程度からスクアロドン上科から区別される。二部はカワィ
ル野上科のもののよう，に細くはならない。残存する部分から推
定される後頭部は、イルカ上科のものの様に後方に、半球状に発
達しない。二部が中程度に幅広く、後頭部が背側に比、較的急に
高くなるのは、マッコウクジラ上科の特徴である6マッコウク
ジラ上科にはマッコウクジラ科とアカボウクジラ科があるが、
マッコウクジラ科に属する種は骨鼻口周辺の左右の対称性が著
しく悪く、また骨鼻口／も本標本のように対称型になっていない・
ことから区別できる。以上比較してきた本標本の特徴は、アカ
ボウクジラ科に属することを示している。，
　西脇（1965）によれば現生アカボウクジラ科には5属
16種が含まれるが、アカポウクジラ科のなかでは左右の対称
性の良いものは’ジチクジラ属だけであるとされている点から考
えて本標本がツチクジラ属に含まれことが示唆される。さらに
著者らはアカポウクジラ属のアカボウクジラ、ツチクジラ科の
ツチクジラ、オオギバクジラ科のオオギバクジラ、イチョウハ
クジラ、コブバクジラと比較した。その結果、左右の対称性の
良いこと、骨鼻口が前方に尖っお三角形をしていること、上顎
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骨の反り具合が弱いこと、口蓋骨の正中部が腹側に凸であるこ
となどは比較した現生標本の中ではツチクジラに最もよく類似
していることを確認できた．しかし、前上顎骨、側頭窩、頬骨
などの形態は異なっていた。頬骨の形態はむしろオオギバクジ
ラ属のものによく類似していた。
　以上のことから本標本は、アカポウクジラ科のなかでもツチ
クジラ属の特徴を多く持った標本であり、ひとまずツチクジラ
属に同定するのが望ましいと考える。しかし前述したように現
生のツチクジラとはいくつかの点で形態が異なることや頬骨の
形態がオオギバクジラ属のものに類似する点は、今後本標本の
系統的位置付けを行う際に重要であると思われる。

文　献
広田清治・小林巌雄・笹川一郎・堀川秀夫・亀井節夫
　（1987）佐渡島で発見されたアロデスムス侃1◎d総動＄
　（哺乳綱食肉目）の頭骨化石。佐渡博物館研究報告、　9集。
西脇昌治（1965）鯨類・雲脚類。東大出販会、東京。
小木団体研究グループ（198δ）小佐渡山塊南部の新生界。地球
　科学、鯛，飢7一鯛6¢
佐渡海棲哺乳動物化石研究グループ（1987）　佐渡島、中新統鶴
　子層産クジラ化石について。佐渡博物館研究報告、　9集。
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瀬戸内海産スナメリ類頭骨化石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川善和（横国大・教育）

高浜漁業組合の浜本浅吉氏は昭和34年1月25・26日に愛媛県温泉郡神和村

由利島南沖合500辮地点、松山市高浜港からは西へ約8Kmあたりで、えびこぎ網

操業中にスナメリ類の頭骨の化石が網にかかっだ。この標本は当時、愛媛大学教

育学部地学教室の永井浩三教授を通じて筆者のところに届けられたものである。

後日この標本は国立科学博：物館に寄贈された。この研究の過程では前愛媛新聞社

の記者越智研一郎氏に種々御世話になった、永井浩三先生および越智研一郎氏に

厚く御礼申し上げる。

　饗・・霧蹄
　護こ騰　　講轟、
　　　馨　。毬綾蜘
　　　壕驚

　繋ぐ擁蒙霧

　㌶．必　、

　　　諸

ぞ鯵

　　・欝欝蝿鰍〃

奪

諺．・

遜譲触
．警　董纏鍵野

㌦擁ン @
♪

　”∴醸

欝揺

畜／疏隔鱗義
　　　　　欝繧織熱機

醸獲灘雛
　　藪り蓬　一㌧4
　　薫　　鰯拶㌔

化石種塑sp．の頭骨．
上から背側面、左側面、腹側面。

現生スナメリ

塑　（C細ec）の頭骨・
上から背側面、右側面、腹側面．
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　時代：この化石と共産したものはないこと、この種類と同じものは他の場所か

ら産出していないために時代決定の手がかりになるものはない。しかし、標本は

瀬戸内海からよく引き揚げられる象や鹿化石などと同じように石化は進んでいる。

よって、この化石は少なくとも更新世後期のナウマン象の生存期間に相当するも

のと考えられる。

　標本の記述：この標本は三部と頭頂部は大体完全である。しかしながら、後頭

部と頭蓋の腹側は欠如している。前の縫合部は融合しており生体と考えられる。

全体に小さい。そして現生種より偏平である。吻部は現生種より細長い。前顎骨

は先端から鼻孔辺りまでその幅（10mm）があまり変わらない。、歯槽溝がみられるが

歯はなく歯数不明。全長230mm、吻蓋部7伽m、吻長90mm、左右鼻孔の幅約30mm、頭

部最大幅140mm、おそらくスナメリの祖先型であろう。形態的には現生種と別ける

べきもので新種である。

　　　　　　　　　　　　　　　　文献

黒田長礼（1938）　日本産哺乳動物目録．ヘラルド社．

西脇昌治（1965）　鯨類・鰭脚類．東京大学出版会．
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広島県庄原市地：域の中新世最北層群産鯨類化石

大塚裕之（鹿児島大・理）・太田泰弘（九州大・理）

　　広島県庄原市地域の中新世備北層群から産したヒゲ鯨類化石につ

いての研究結果について報告する．化石包含層及び標本についての概

要は、既にこの総研の61年度の報告書（p．64～p．70）に紹介されてい

るので参照されたい．

1．産出層：中新世備北層群山家（やまが）砂岩層中部

2．産出地：庄原市川手の西城川河岸一帯及び同地点南東2．5k瓢の丘

　　　　　陵一帯

3．標本

　1号標本：完全な頭骨と左右の下顎骨，肩甲骨，脊椎骨の一部

　2号標本：左下顎骨

　3号標本：ほぼ一体分の骨格，頭骨の頭頂部は破損している

　4号標本：保存良好な頭骨の後部，下顎骨，脊椎骨の一部

　5号標本：頭骨の後部のみ

　6号標本：大型の頭骨の後部のみ

4．庄原産同類化石のにつての考察

　1）1～4号標本

　1号，3号，4号の各標本は，下顎と頭骨の全部か一部が保存されて

いる．1号標本は頭骨、下顎骨ともに上下にすこぶる圧縮されていて、

変形している．3号標本は，頭頂部の保存が不完全である．4号標本は，

骨の前部が欠如している．これらの3つの頭骨標本は，互いに細部に

おいて若干の違いが認められるが、全体的な特徴は一致している．つ

まり，それらの上顎骨と前顎骨は長く，これら2種の骨は眼窩上突起

の位置まで後方へ広がり，長い鼻骨を包む．また上後頭骨は三角形を

なし，前方へ突出している．これらの特徴は、これらの鯨類化石がナ

ガスクジラ科（Balaenopteriidae）よりもケトデリゥム科（Cetotheriid
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ae）に属することを示している．

　下顎骨についてみると，1号標本は大型で内側ヘカーブしている。

その断面でみられる左右への膨らみは、どちらかというと顕著で、ま

たその先端部1／4ではその上面が平坦な面をなす．下顎骨のみからな

る2号標本もこれとほぼ似た形態を示す．3号標本はすらりとしており，

その断面も丸みを帯びているが，上方から見た内側へのカーブも顕著

でない．しかし側面から見ると上方へ顕著に湾曲している．4号標本

は中型であり，内側への湾曲も中程度である．しかし側面から見ると

左下顎骨がほぼまっすぐなのに比べて，右下顎骨は顕著に上方へ湾曲

しており，一見　3号標本に類似する．関節突起を後方からみると，3

号標本では外側上方が張出し，内側がやや膨らんだ逆三角形の外形を

なす．一方、4号標本では，その外側中部が膨らむ．このように、3号

標本と4号標本では、その関節突起の形態に若干の違いがみられる．3

号標本のこの形態は北米のDioce椥s　hiatus（KelIo8g，1965）によく似

ている．また1号標本め肩甲骨の形態もこの北米の種に類似している。

　2）5号標本

　5号標本の頭骨は，1～4号標本に似ているが，その後頭骨底部の側

方突起の発達が大きく，別種の可能性もある．

　3）6号標本

　　6号標本は頭骨野臥後部のみが保存されている大型の頭骨である．

後関節突起（P8・1．）がすこぶる大きく，ま：た後頭骨は低い．この点・1

号～5号標本とは異なり，どちらかというと北米東岸の中新統産血

oce椥sに似ている．

　全体としてみると、備北層群産の鯨類化石はケトテリゥム科に属す

ることは疑いない。1号～4号標本は、KelIogg（1965）が報告した北米

の中期中新点Calver七層産の諸種に似ているが、その中でも特に趣

鎚hiatUsにている．しかし標本群として比較してみると下顎骨や

頭蓋骨の形態において若干の違いが認められる．これらに違いは、雌

雄差か年齢差とも考えられが、本稿では1～4号標本で代表される備北

層群産ケトテリゥム科化石をDiocetus属の一新種の可能性があるとみ

なし，ショウバラクジラ（Dioce切s　n．sp．）とする．また、6号標本で』

代表されるケトテリゥム科化石を、とりあえず、一？sp．と
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しておく。

5．生層序学的、古生物学的意義

　日本から1985年までに報告されている中新世のヒゲ鯨亜目は、青森

県西津軽郡産のもの、秋田県由利郡産のもの、島根県八束郡のものの

3例しかなく、これらはいずれも後期中新世のもので、前期および中

期中新世の報告例はない。従来知られている日本におけるケトテリゥ

ム科化石の産出竪堀は、前期鮮新世早期のものがあるのみである。今

回の庄原の備北層群からのケトテリゥム科の産出は、同寸の日本に於

ける最古の層準となる。今後、これらの標本類の系統分類学的位置ず

けを更に明確にさせることによって、ケトテリゥウム科の諸種が多数

報告されている北米の大西洋岸と太平洋岸に分布する新第三系と、日

本の同科の鯨類化石を含む新第三系との生層序学的対比が一層明らか

にされることが期待される。

N

劃

庭”

　　　り　

快。・’ X
　＼へ　　し》
　　山　　口
　　ロ
ん概・一

～

　　　　　　　　にま
　　　　鳥7一メ．

囎靱鑛製
／哨『、／　へ1
！ゲ　　広昌バ1豊

冶理．．．．シ・。一謡鍮●

擁墜簸ll
幽山　　　　　　　今瀟・鞠　．　．●

懲鑑畿
　　　　　，　　　　　　，

第1図　鯨類化石産地図

第1表　層序表
時代区分 地層名 層劇

完新世 沖積層
第　四紀

更薪世 段丘堆積物 20m

甲立礫層 20旧

備　八次

k　頁岩層 ヨOm

新　第　　三　　紀

中新世

層　山家

Q　砂岩層 60m

塩町累層 10田

中。生代 白亜紀

広島花霞岩

ｬ紋岩類
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舶z惣5ρη1∂］10乙た2r7はSqualodon七idaeカ》？

岡崎美彦　（北九州市立自然史博物館）

はじめに

　1982年に，筆i者は芦屋層群からの新種鯨類として物云8L317〃8／o伽5卯㎜θ加㍗〃3を記載

した．この時に用いられたタイプ標本は，3本の頬歯buccal　teethを伴った右上顎の部

分である．この種は，頬歯切縁の小咬頭accessory　cuspsの方向が広がっていることな

どでこの属の模式種，〃9詔興7〃∂ノ06b〃カ8留り。の’（Sanger）と異なっている．実力8㎜oの’

は，1881年にSangerがオーストラリア産の頬歯を基にして2冶⑳ノ。∂b〃カ8鮪り。め7として

提唱した種で，1911年にHa11によって独立した舵如5σ〃∂ノ06わ〃属を形成するものと見な

された．その後，この属に含められる新種は提唱されず，肌理㎜θかゴ。硲が2つめの種

ということになる．従って，施詔517〃8106b〃属の頭部の形は芦屋層群の標本ではじめて

判るようになった．

　最近，いくつかの標本が追加され，この種の形態についての知見が得られたので報告

する．なお，くわしい内容は別の文ですでに記載してある（Okazaki　1987）．ここで報告

する標本は，いずれも芦屋層群の脇田層「およびその相当層から産出したものである。芦

屋層群の地質年代については，漸新世とす・る意見が提唱されている（斎藤・岡田，1984，

他）．この年代論は，海生哺乳類から見たそれと矛盾しない．

片島産の下顎骨

　片島捺本は・ほぼ完全な右下顎骨で乳舌側面と歯槽列だけが部出されている・一本の

完全な前方頬歯と一本の不完全な心祝を伴っている．完全な方の前方捨身より前方に，

4つの歯槽がある．残っている頬歯の歯根の形態から考えて，より前方の歯は単三であ

るから4本の歯があることを示す．一方、これより後方には対になった歯槽が6対あっ

て，内一対には不完全な頬歯が残っている．従って，この下顎には全部で11本の歯が植

立していたことになる．この数は，まさに哺乳類の基本歯数に一致するので，こφ個体

においては後の54〃∂ノ。伽に見られるような歯数の増加は起こっていないことが判る．

　片島標本に伴う頬歯の形態を見ると，馬島産のホロタイプと共通するところが多い。

それは，大きさや小咬頭の方向などである．ただし，顎自体の長さについては，ホロタ

イプに比べて片島の標本がずっと大きい．しかしこの違いは歯の間隔に由来するもので，

歯自体の大きさはほとんど同じである．従って今のところこの2つの標本は同一の種に

属すると考えている．
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馬島産の下顎前方頬歯

　この標本は，片島産の下顎に伴う歯と似た形態を持っている．ただし前側の小咬頭は

なく，全体の大きさも少し小さい．歯根の方向などから判断して，下顎の頬歯である。

　この歯と，片島標本の歯とは，大きさなどに違いがある．この違いが何に由来するの

か明らかでない．個体変異なのか，この歯が乳歯なのかは今のところ未解決である．

彦島産の犬歯

　この標本は，ホロタイプの犬歯の歯槽に合う大きさを持っている．歯根のねじれ等も

これに合っている．歯冠の形態は単純であるので，種の認定は難しいが，一応同一の種

に属すると考えている．

吻詔緻7〃8／06わ〃卿〃θまzゴσ〃3の頭骨形態

　片島標本でわかるように，1掬畑517〃∂ノ。吻四鋤θ加ヒ〃βでは歯の増加は起こっていな

い．また，下顎の長さも長いものではない．これに合う頭骨のプロポーションも，面部

の短いものが考えられる．このような形態は，後の・54〃∂1α勧属にみられる歯数の増加

や脚部の伸長といった傾向とは合わない．頭骨頂部の骨の組み合せなどの重要な形態が

わかっていない現状では判断し難いが，この属がSqualodontidaeに属するかについては

慎重に検討する必要があろう．

文献

Okazaki，　Y．　（1982）　　A　I・ower　腿iocene　squalodontid　from　the　AshiYa　Group，　KYushu，

　　Japan．　∠7〃1ノ。　ノヒ～oム惣馬力〃！吻3θ　〃9乙　放13’。，　4　3107－112，　pls．　6－7．

Okazaki，　Y．　（1985）　Dental　Morphology　and　Function　of　〃9加5σ〃8Llo欲刀7．脚θごセゴ乙r雌

　　　from　the　OIigocene　Ashiya　Group，　North　Kyushu．　エ「〃　M．　Goto　θ～f∂L1．　edit．3

　　Evolution　and　Adaptation　of　瓢arine　Vertebrates。　　Assoc．　Geo1．　Collabor。，

　　Japan＝　85－87．　（in　Japanese）

Okazaki，　Y．　（1987）　Additional　materials　of　〃智加σz♂∂ノ。凌刀7、脚θごzゴ密〃3（Cetacea2

　　Mammalia）　from　the　Oligocene　AShiYa　Group，　Japan・　・タ〃ノノθ　ノr1血吻硲力〃〃銘現

　　　〃ヒ7オ。　　甜5オ、，　7　3　133－138，　p1．　3．

Pledge，　N．　S・　and　Rothousen，　K・　（1977）　　〃汐如5ワ〃8Llo6を刀7．カaz1〃oo6ゲ　（Sanger）　一　a

　　　redescription．　ノ囮6’ρ　5r8　／4〃3オθ　〃召5θ，　17　＝　285－297．
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北海道雨竜郡沼田町産（鮮新統下部層）、アシカ科化石について

山下　茂、木村方一一

1，発見の経緯

　1986年8月24日一25日、田中孝幸（富良野高校）、加藤正叙（書峰社）、瀬戸　正（沼田

高校）等が、沼田町恵比島第4幌新太刀別川河床かちタカハシホタテガイ（Fortipectin

takahashii．Y）化石を採集中、河床の岩層より犬歯と長骨などを発見し、8月30日沼田町

教育委員会を通して犬歯先端部を山下に報告した。

　山下は、鰭脚類の可能性ありと判断し木村に確認を求めた。木村は、犬歯（後に接合さ

れて10㎝になる）と長骨（第1中手骨）からアシカ科に属する動物化石であると確認した

　後日、クリーニングの詰果下顎の歯列及び三下歯根の形態よりオットセイやアシカを

含む共通の祖先型の可能性があるので、ここにおおよその概要を記録しておく。

下顎骨片や犬歯、左右そろった部位が多く産出したことから1個体であると判断されるが

かなり死後遺体が移動し、分散したことが認められる。判明した部位は46点、不明なも

の9点であり、1個体の約25％にあたる。また、クリーニングの過程で母岩から鯨目、

軟骨魚類、硬骨魚類、幼体（立脚類？）指骨1など、他の海生動物化石の混在がみられた

3，標本の記述

　アシカ科とした根拠は、犬’歯の形状、中手骨の骨太さ、擁骨の手根関節部の肥大なこと

である。本標本は、骨端の融合が完全であることかち成熟した個体であり、雌雄は犬歯の

大きさから雄と考えちれる。標本名をヌマタムカシアシカとして、この標本のうち右下顎

骨、左擁骨，及び尺骨について記述し、その他の部位については後日詳しく記載する予定

である。

〈下顎骨〉

　　　　咬　合　面　　　　　　　　　　　　　　　　　　舌　側　面

一・

0 5
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　歯槽骨の一部と下顎枝を欠損しているが、犬歯、犬歯槽、頬歯の第一前臼歯かち第三

前臼歯までの歯槽を残している。

　頬歯の歯列は前置に向かって頬側へ曲がって配列されている。

　歯根については、下表のようにまとめてみると他標本とに違いが認められる。

毒　イヒ石種、　D－2歯根噂 S一滋肯鍛． 《R，。欠損

下顎前臼肯一報

考及び　種名
P、iP、iP，iP6　曹　　　　　…　　　　　9 　地質　時代

C

文　　献《備考｝

奉Enaliarcto3．3PP ・iD；DiD 佳白滝新世、前期中新世 の

串Pi驚ha轟otaria　5tarri

DiDiDiD　l　　置　　聾

中期～1後其紳新世 Φ，O《PBを除く｝

＊了haias50置eo貞　画e冒葦Gaou5 DiDi．DiD 後湖中新津、鱒新世 の．⑦《P，を除く）

準《Hu画∂‘a，3peci働eの
slb．｝’Di《R）　1　　；　　；

欄鮮新世 （歯稽骨》

ゆCa11。rhinロ5‘i1順。rei S；si函・・i．D 後期鱗新世 ⑳，

零Hydraracgo5　：0電a5ien3i3 ・i・i・i・ 鮮新世 Φ．

Ca1107hinu3　0r3i励u5 ・i・1・i・ 、現生 ①．＠

直κ二〇Gephai鵬pu5川u5
・． 堰Ei・i・ 後期更新生～琉生 ①．o

．馳・e1。pi35　jubata
sisisi．S　l　　l　　l

後戸酵新世、現生 現生標本｛札教大》

Za置ophu＝Galif。m量anu5 slsislS ～環生 現生標本（札教大｝

　　　この比較表は、下記の文献を参照し、沼田標本及び現生種も加えて作成した．

①　　Anna1：5a　Ber亀a』a覇dτho635　A．　De馳ero　1986．　CallOrhinu言　8…1腰07ei　n．3p．，《Caroi一

　り073＝Otariid∂e）fro糖　the　San　Die80　For墜a乳ion　《Blarにan）arM』　igpl　iGa‘io励5　fOr

　otariid　phylo8eny。τran5∂ction30f　t｝鴎San　D…e805㏄iely　of翼a加印1　Hi5tory．

　Vo　b鵜21　Nu蝕ber　7pp．1U－126
⑦　　Repenni轟g　arN」　τedford．19779　0tarioid　5ea：3　0f　t｝」e　Heogege．　U．　S・Ceo！09葦G31

　．Su四ey　Profe33ional　Paper　992：1－93

撹骨背面観 尺骨背面観

C

8

　－

D
A

A　　　　　　　∴．．
．．ﾍ

8

〈擁．骨〉遠位下端を欠損し」尺皆ξの南節が不明である．

　　　　　前位隷の下腿雛1卜欺アシカと形藤にしている・
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〈尺　骨〉

　嶢骨との関節部を欠損し、一部の滑車切痕を残している。肘頭の後縁にフラットな

な面をもち、段を形成し　トドに比べ肘頭が著しく発達し形態を異にしている．

　鮮新世初期かち知ちれるτhalassolen属が本標本の層準に該当するが、本標本とは歯根

の形態から一致しない。したがって、これちアシカの仲間での系統分化や放散を考えるう

えで極めて重要な標本といえる。しかし、本標本は他の標本との比較検討が不充分である

ため形態的特徴をまだ確定していない。ここでは、歯槽の歯根の形態比較にとどめ、後日

稿を改めて詳しく記載と議論を行なう予定である。

一一一一|1用　文献

・AnnaI　i　sa　Berta　and　Thonas　A、　Demere　1986．　Callorhinus　gi　lnorei　n．　sp．，

　（Carnivora：Otariidae）　from　the　San　Diego（Blancan＞and’葦mpl　ications　for

　gta：rii“　phylogeny・　　’rransactions　of　the　San　Diego　society　of　Natural

　Hi　story．　　Volune　21　Number　7PP．　　111－126

・　Repenning　and　Tedford．1977．　Otarioid　seals　of　tりe　Neogene．　U∫S．．CeologicaI

　Survey　Professiona1・Paper　992：1・一93

・．木村方一・他（1987》北海道雨竜郡沼田町の下部鮮新統産クジラ化石

　　　　　　　　　　松井　愈教授記念論文集　27－57ページ
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青森県尻屋崎から産出した鰭脚類化石について

甲能　直樹（横浜国大・教育・院）・長谷川善和（横浜国大・教育）

1はじめに

　「尻屋崎」は本州北端下北半島のさら

に東北端に位置し、上部ジュラ系とされ

る尻屋層群（対馬・滝沢1977）をその基

盤としている。本層群中の石灰岩オリス

トリスに形成されたフィッシャーからは、

これまでに多種多量の脊椎動物化石の産

出が知られており、それらは中島・桑野

（1957）、中島（1958）、直良（1972）等によ

って報告されてきた。HASEGAWA（1972）は、

これらを整理し、さらに加えて陸生哺乳

類と共に海生哺乳類、とくに鰭脚類が極

めて豊富に産出することを明らかにした。

これまで、

産出する地点はまったく知られていない。

1964年、

鰭脚類の歯と、

LOCATIO潤　卜1AP

0　　　50

一隊岡

σ

亨

　なココ

継撮
　ξ

Shiriya。2aki

420

1420

40’o

14Q●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尻屋崎位置図

　　　　　陸生哺乳類と海生哺乳類が同一の地層からこの様に多種類かつ大量に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回、これらとは別に長谷川が1962年、

　　　　1967年の3回の調査で日鉄鉱業一三鉱業所の旧第2採石場から採集した

　　　　　　　国立科学博物館の1987年度「津軽地域の総合研究」により新たに

追加された同一地点産出の鰭脚類の歯を検討し、総点数600点の歯牙の内から

犬歯167点を区別して整理したのでその概要を報告する。なお、本研究は甲能

の横浜国立大学における修士研究の一部をまとめたものである。朝日大学歯学部

の伊藤徹魯氏、北海道大学水産学部（現斜里町環境保全係）の山中正美氏からは、

所蔵標本の計測に際して御便宜を図っていただいた。また、国立科学博物館の宮

崎信之博士、冨田幸光博士をはじめとして、多くの方々から有益な御教示と御協

力をいただいた。ここに記して厚くお礼申し上げる。
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H鰭脚類産出地点の概要

　旧第2採石場は、現在東北開発㈱青森セメント工場の敷地内にあり、現在採掘

は行なわれていない。産出地点は石灰岩体の中腹、標高80．5mに位置し、不明瞭

なノッチ状のテラスの上に、表面の風化した石灰岩三角礫と時にピン岩の円礫な

どを伴った淡黄色の砂質堆積物が分布している。堆積物の側方への広がりは、調

査のできた数mほどの範囲しか確認していない。淡黄色の基質は風化した骨の細

片からなり、いわゆるBone。bedを形成している。鰭脚類化石はこの中から多産し

た。層厚は1mに達し、さらにこの上位には明瞭な境界をもたない風化残留粘土

質の土壌が観察されるが、化石はこの堆積物からも若干産出している。

　丁丁類を産出した堆積物は、海生の哺乳類および軟体動物を伴うことから明ら

かに海成のものである。また、その分布高度は本地域において海抜70m前後に

発達する第ミ段丘の発達高度（大矢・市瀬1956）にほぼ等しい。今回、この様な

観点でこの地域に見られる裂か堆積物を再検討した結果、それらは海抜30m前

後に発達する第四（下末吉）段丘構成層に対比されるものと、海抜70m前後に

発達する第三段丘構成層に対比されるものとに大別できることが明らかとなった。

そこで、これらの堆積物を新たに「岩屋層」と総称し、それらをさらに上部岩屋

層（海抜30m．）と下部岩屋層（海、球70m）とに大別した。これらの堆積物の

形成年代は、最近の段丘対比の新知見から、上蔀岩屋層は後期更新世前期（下末

吉期）に、下部岩屋層はおそらく中期更新世に遡るであろうと推定される。

皿犬歯の分類と考察

　旧第2採石場より採集された鰭脚類化石のうち、識別した歯牙の総点数は約6

00点である。このうち種類・性別を判断しやすい犬歯167点について分類整

理を行なった結果を表1に示す。アザラシ科のものの犬歯は1点を認めたのみで

あるが、三門に別種のものがみられ、2種類の存在を確認している。

種類 オットセイ トド　， アザラシ類

性別 ♂・ ♀ ♂ ♀ ♂　， ♀ ♂　　♀

標本数 47 6 63 4 26 20 1＋2

表1　種類別の犬歯の点数
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　表1に示されるように、旧第2採石場における下部岩屋層の鰭脚類群集は、3

属3種のアシカ科、　Callorhinus　ursinus（キタオットセ・イ）、幽§calif

ornianus（アシカ）、旦旦旦皇堕§趣subsp．　indet．（トド）および1属2

種のアザラシ科、Phoca　cf．　viturina（ゼニガタアザラシ）、2．cf．1遮（：ゴ

マフアザラシ）よりなる。このうちアシカ科3種の犬歯については、それぞれの

標本群の記載的特徴および歯冠歯頸部近遠心径（門D）、頬舌径（BL）、　Rec七angle（恥

XBD、　歯冠幅厚指数（Bし×100／湘）等を現生種の標本群との問で個体群を単位と

して比較した結果、3種類共にそれぞれの現生種のパターンとほぼ一一致するもの

の、大きさに関してはどの種も現生種に比較してそれぞれ数％から10数％ほど小

型であり・近遠心径においてとくにその傾向が顕著であることがわかった。とく

にトドにおいては大きさの相違が顕著であり、別亜種として区別し得る（図1）。

また、それぞれの種で現生種に対する大きさの違い方に質的な相違が認められた。

これらのことについては稿を改めて、より詳細に報告する予定である。
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1V鰭脚類化石群集

　下部岩屋層産のアシカ科鰭脚類には、

た（表2）。このことは、

㌔購，岬凶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　性比・年齢構成に著しい偏りが認められ

　　　　　　　　　　　　それぞれの現生種における生態的特徴との比較から、

岩屋層の時代にすでにこれら3種の鰭脚類に現生種と同様の性・発育段階による

回遊様式の分化が確立していたことを示唆している。同時に岩屋層の時代の尻屋
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表2　尻屋崎産アシカ科鰭脚類の性比・年齢構成

SP㏄ies

凹ini鷹u旧　「四鵬ber

　ofindividuaIs

Ma　l　e Fema　l　e
TL　　O・4　　5＋ TL　　O・4　　5＋

ご．π’・5’πξ’5 18 16　『2　；4
（88．9）　　（11．1）　　（77・8）

　2　　　1　　　1
（11・1）　　（5●6）　　（5●6）

Z．　cα’」∫o’9πrκ‘πξ’5　　　　　　22 17’　　1　　16
（77・3）　　（　4●6）　　（72●7）

　4　　　1　　　3
（18。2）　　（4●6）　　（13・6）

E．ノ～めα加5 14 　8　　　7　　　1
（57．1）　　（50．0）　　（　7．1）

　6　　　0　　　6
（42．9）　　（　0．0）　　（42．9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pe「℃entages　a「’e．「ePresented　by　parentheses。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　90ne　of四alξspeci鷹en　age　undeter蹴ind・

崎はこれらの鰭脚類の季節的な真魚回遊の一拠点としての場であり、繁殖地とし

ては利用されていなかったことが推定される。おそらく、これら3種はこの付近

の海域を索餌場として時間的空間的に棲み分けて利用していたのであろう。

　下部岩屋層産キタオットセイの性比・年齢構成は現生種の道東沖以北の回遊群

（和田1971）のそれと類似し、　トドのそれは、根室から渡島半島の恵山にかけて

のクライン（山中ほか1986）の中に類似するものが見られるように思われるが、

この問題についてさらに詳細な検討を行うためには、今後現生種における回遊行

動のより詳細な把握と、繁殖地における生息環境と個体群動態との相関関係等を

総合的に捉えた研究が必要となろう。

　本層においては鰭脚類が多産するばかりでなく多くの種類の陸生哺乳類（トラ、

ヒグマなど）が共産しており、それらの種構成は上部葛生階の動物群（長谷川19

77）に共通のものである。これらについての堆積学的、古生態学的な検討を行な．

うことは今のところ困難であるが、尻屋崎の哺乳類群集は、この時代の日本にお

ける海と陸の哺乳類相の関係を裏付けることのできる、唯一の第四紀動物群とし

て注目される。
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千葉県市原市産の鰭脚類化石について

鈴木久仁博（万田野化石研究グループ）

　房総半島中央部には万田野層と呼ばれる中期更新世の砂れき層があり、植物化

石、貝化石、哺乳類化石等の産出が知られている。今回は、1985年から87
年にかけて発見された鰭脚類化石について報告する。

　1．頭蓋骨化石

　1985年、川崎健一氏、野中義彦氏、小泉斉氏によって2片の骨化石が発見

された。これらは顔面頭蓋②一部であり、長さ約12c並の前頭部分と約18cmの

口蓋部分は前頭骨右側面で接合する。全体の形状、上顎骨の歯槽部分の特徴から、

アシカ科トド属加勢加pjas　J〃加招　（トド）婁こ近いものであることが判明して

いる。しかし、現生のトドと比較すると、ω第1小臼歯と第1大臼歯の問の歯隙

が狭い。〔2｝第3切歯と犬歯の間の歯隙が狭い。｛3〕口蓋骨の後端縁の形状が、現生

標本では左右方向に直線的であるのに対し、V字形に深く湾入している。㈲切歯

孔から切歯骨の最前端までの長さが短い。㈲口蓋骨が厚い、という相違点がみら

れ、新種の可能性を検討している。

　皿．上腕骨化石

　1986年、斎藤尚人氏によって、右上腕骨化石が発見された。上腕骨頭、大

結節、小結節を欠いているが、三角筋粗面の途中から遠位端の滑車の部分まで、

約19c血が残存している。これも、大きさ、形態を比較してみると現生種ではト

ドに非常に近いものと考えられる。しかし、滑車の中央部にあるくぼみは浅く、

外側上穎および内側上穎から近位に向かうカーブがゆるいことなど、全体的に直

線的な印象を受け、更に検討を要する。

　皿．大腿骨化石

　1987年、斎藤岳由氏によって、馬脚類の右大腿骨とみられる化石が発見さ

れた。残存長約12c並で大腿骨頭の一部と骨幹部を残している。現在クリーニン

グ中であり、現生種との比較を進めている。

　現在、明らかに鰭脚類の化石と考えられる標本は上記の3点と、数点の指骨が

ある。化石産出地点の万田野層は岩相によって4層に区分されるが、これらの標

本は同じ層累から発見され、水平距離も150mの範囲内と、かなりまとまった
異状をしめしている。また、今回の調査期間中にこの層準を中心に、シカ類、ヒ

ゲクジラ類、鳥類等の化石も発見されている。これらの化石の研究もあわせて、

房総半島の地史の解明の一助となればと考えている。
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日本から初めてのイマゴタリアの発見とその意義

甲能直樹（横浜国大・教育・院〉ら長谷川善和（横浜国大・教育）

　　　　　　　　　野村幸正9い。東京都在住の、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　産出地点位置図（X印）

・野村　清の両氏はかねてより本層からデスモスチルス類が産出する可能性を信

じ、同地での継続発掘を行なってきたが、1975年3月本層よりはじめての舩

　　　　　　　　　　　　　　一taba七aiの臼歯を得るに至った。この標本については別途報告する

予定である。一方、大阪府在住の田原敬夫氏が同一層準より採集した哺乳類の臼

歯化石は、歯冠近遠心径13m襯、頬舌径9mmほどの小型の歯ではあるが、遠位舌側

に副咬頭を伴った著しく発達の良い歯群を持つことなどのいくつかの特徴から、

北米カリフォルニアの中新世（N13－15）から知られる鰭脚類」』遡downsi川

tche口1968（Mitche111968，　Repenning　and　Tedfor“1977）あ左上顎第4前臼

歯に比較できることがわかった（第2図a、b）‘ Bこの仲間のものとしては日本

から初めての産出記録であると同時に、知られる限りで最も古い時代からの産出

となる。　Repenning（1976）によれば、この種には明瞭な性的二型のあることが認

められており、雌雄問の大きさの違いが顕著である。頬歯の大きさに関してはと
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くにそのような議論はなされていないが、　Repenning　and　Tedford（1977＞の示し

たいくつかの標本の計測値を基にして頬歯の大きさを検討すると、葛袋産のもの

は雄とみなされる標本群の中に含まれる。つまり、漉袋産1鵬ago七ariaは雄個体に

由来するものであることを示している。馳 ﾈお、当該化石についての詳細な記載は

現在別に準備中である。

　北米においては、カリフォルニア州サンタクルス地域に分布する中期中新世後

期のSan七a門argari七a　For㎜a七ionから⊥幽downsiと共に、デスモスチル

ス類の産出が知られている（Repenning　and　Tedford　1977）。墨袋に分布する岩昏

冥下部は礫質砂岩層であり、このような岩相からの一と⊥塑迦

の共産については、二次化石の問題も含めてその時代論についてなお検討の余地

がある（鎮西1984＞が、こ，こではPaleo　aradoxiaと」』鋤が同時代に共存し

ていたものとして考えておく。

　また、岐阜県南部，の瑞浪層群山野内層（N8）から産出した鰭脚類の幼獣化石は、

現時点では骨格部分の特徴からNe。therium類のものと考えているが、共産化石に

複数個の頬歯を伴っており、この中に大きさは異なるもののその形態が葛単産の

ものと極めてよく似ているものが含まれている（第2図。）。このことは、一つ

の考えとして瑞浪層群産の智歯化石がイマゴタリア類（Barnes1979）の乳臼歯であ

る可能性が示唆されると同時に、⊥幽属とNeotherium属との系続的近縁性

（Repenning　l976，　Barnes　l979）を改めて裏付けるものと考えることができる。

以上のことからも、葛財産のイマゴタリア一円化石は極めて重要な意味を持って

いる。

1
0

怖8
11

711＞

b

　　　a・⊥塑遡　downs　i　PIltchell　1968。

　　　　possib1y　left　upper　P4．

　　　c．瑞浪層群産Neo七herium？sp．

　　　　　　　　　　possibly　Ieft　upper　dP4。

　　　　　　　　　　スケール　＝　1C鵬．

第2図　葛袋産」」幽sp．の比較
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静岡県天城山中からアシカ科犬歯化石の発見

長谷川善和（横浜国大・教育）・甲能直樹（横浜国大・教育・院）

増島　淳（静岡県立伊豆中央高）’・土　隆一（静岡大・理）

　1986年12月に静岡県高田郡韮山町、県立伊豆中央高校の地学部員2年生小森浩

二君が、天城山中でアシカ科の犬歯化石1点を発見した。二部顧問の増島　淳は

静岡大学理学部、土　隆一教授にその鑑定を依頼した。昭和62年度古生物学会総

会が静岡大学で開催された折、長谷川はこの標本についての意見を求められたが、

クリーニングをしてみないと特徴が良く判らないため、後日その件に’ついて関係

者の了解が得られた上で鑑定することとした。　　　　　伊豆地域　　　　，

その後、送付された標本をクリーニングした

ところ、この犬歯はその特徴からオットセイ

の仲間のものであると判断されたので、ここ

におおよその概要を記録しておく．

化石の腰縄

　この化石の産出層準は、産出地（天城湯ヶ

島町市山）から判断すると、白浜層群の下部

鮮新史、滑川層か原田層と思われるが詳細は

不明である（山形大学斎藤常正教授に微化石

の鑑定を依頼中〉。化石に伴ってい彪母岩は、

アルコース質の灰白色凝灰質中粒砂岩で5M鵬

前後の白色パミスが点在する。犬歯化石はこ

の中から単独で産出した。

標本の三道

　この標本は、

径に対して頬舌径が小さい事、

曲する歯冠と歯根とで単円錐を作っている事、

るものと考えられる．

状に強く発達し、歯頸部での歯冠横断面は、

駿河湾

醒畠

信謝鴫

3島

噛自褥

麗

顔

侮

甥DO　　　　P翼

鱒

幽幽鱒

　属3梶揃
脅

，　　　　7口

　飼
10撫回

相槙湾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産出地点位置図
　　　　　　　　　　　　　　　　　（静岡県の景鋭1985から転載）

歯根の一・部が破損している他はほぼ完全な左下顎犬歯で、近遠心

　　　　　　　歯冠エナメルが比較的薄い事、カギ爪状に強く湾

　　　　　　　　　　　　　　などからアシカ科の雄個体に属す

　　　形態の詳細な記載は略すが、歯冠の遠心側は切簿がキール

　　　　　　　　　　　　　頬側面に膨らみが強く舌側面に弱い
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涙滴形となる。また、頬側面

には歯冠中央部から歯根尖に　　　　　　／

かけて、前・後部に浅い瀞　　 写

走る。犬歯の大きさは、歯冠

長19．6mm．歯根長25．1m鷹．歯

覆樗物識認灘　／
14．4田伽．である．これらの形

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
態的特徴とその大きさは、知

られている鰭脚類のなかでは

Callorhinus　urshusの雄の

それに最も良く比較できる．

　Repemin8　and　Tedford（1977）によれば、

セイの仲間は、Thallassoleon属および、

頬側面　　　　　舌側面

　　　1㎝

天城山産出アシカ科犬歯

ノ

ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮮新世初期から知られているオット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cf．　Ca110rhinus　ursinusだOナであり

当該標本はこの仲間の系統と生物地理を考える上で極めて重要である．また、茨

木（1976）によると、原田層は浮遊性有孔虫からBlo”のZone　N．19にあたり、共産

する有孔虫には一§属、Pu日eniatina属などの熱帯・亜熱帯種が多

いという．このことを含め今後更に詳細な比較検討が必要であるが、ここではと

りあえずこの標本をCallorhinus　ursinus♂に比較されるものとしておき、後

日稿を改めて詳しい記載と議論を行う予定である．

引用文献

茨木雅子（1976），伊豆・白浜層群の浮遊性有孔虫．静岡大学地球科学研究報告，

　　　　2：1。7．

REPE：NNING，C・A．，R．髄．TEDFORD●（1977），　Otarioid　Seals　of　the　Neogene．　U．S●G．

　　　　S．　Professional　Paper．992：　1。93．

土　隆一・他（1985），静岡県の景観．第一法規社
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サハリン州テルペニア湾産聖イウチ屈化石について

石栗博行　木村：方一（三教大札幌分校・地学）

　1977年9月に、サハリン州テルベニア湾海底より発見されたセイウ

チ属化石について報告する。木標本は．稚内市上野水産所属のトロール船

により北緯47度37分35秒，束径144度10～5分、水深230～

270mの地点にて発見された（第1図）．発見された部位は、左犬歯及

び頬骨の一部が欠損した頭蓋、左上腕骨、胸椎骨である。引きあげられた

時の産状であるが．各部位が折り重なり、硬質買岩～細粒砂岩にっつまれ

．まわりを貌海底の粘土が付着した状懲であった．母岩中の珪藻分析によ

るとまだ確定は出来ないが、一seminaeが確認出来る嘉などか

ら、本化石包含層は鮮新世後期～，更新世前期に相当すると考えられる。今

回は、主として頭蓋についての検討を行った。

　本：標本は、上顎犬粛が舟状で細長く仲びている事も上顎歯式が1DIl

IlC3Pである事、13及び小臼歯の血潮が臼状である事、上腕骨の三

角筋小結節が胸筋稜上にある事などからOdobenusであるのはまちがいがな

いと考えられる。しかし、頭蓋の乳様突起の発達が現生種より悪く（第2

図）、頭蓋全長に比べて脳頭…議幅やi頬骨部における頭盈幅があまり大きく

ない（第3図）ことから現生種とは別種の可能性もあり、上腕骨等の検討

も含めこれからの課題としていきたい。

　とこ・ろでKepenning＆Tedford（1977）によると、　Odobenusが太平洋に進

出したのは更新世後期とされているが、木標木をはじめサハリン、北小道

及び本州各地で鮮新世～更新世前期の地層よりOdobenusと思われる化石が何

点か発見されている。今後、Odobenusの進化・放散について再検討をする必

要があると思われる。
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北海道及びサハリン産出セイウチ属化石

、

産　　出　　地 部　　　　　　　位 地暦名 時代 文献

サハリン州ナビリ河畔 頭蓋骨（前半分｝ ω

襟裏岬沖 頭蓋骨（前半分） （2）

十勝支庁管内湘帆町 上顎犬歯 白旗層中部 鮮新世前期 （2）

サハリン州テルペニア湾 頭蓋骨．左上腕骨，胸椎骨 2Ma±

石狩支庁管内広島町 下顎骨 下野幌層 更新世前期 （3）

空知支庁管内沼田町 上顎犬崩，下顎小臼曲 幌加尾白利加鱒 鮮新世前期 （4）

」

o

象駄

乙ク・

，

元大♂駄 琳大1駄 東水大2駄 縦博駄

儲

一〇　　　＆Oeo

第2図 左　　側・　面　比　　較　　図

文献

（1）　：細しTSU醒070・H●（1926）　On　t刷。　spoc　i　os　of　foss　i　l　sea■。lion』fro自　Kazusa　aod　Sagha一

　　　　葦in．　Sc　i．Rep．τoho㎞b．．SGr．2．m，13－14．

（2）：佐々保雄・岡崎由夫（196の　北悔逝太平洋産セイウチ化石．早坂一郎先生喜寿祝賀記

　　　念文築．

（3）：末村方一ほか（1983）北悔道石狩平野。野幌丘陵からの前期一中期更新世哺乳動物化石

　　　群の発見．地球科学，37，162－177．
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東京都護国寺のセイウチ頭骨化石

長谷川善和（横浜国大・教育〉

　日本古生物学会1988年年会（1．月30日）で［福島県双葉郡富岡町の鮮新世セイウ

チ化石コについて報告した．この標本が発見されたのは昭和30年頃のことで，

長期間放置されていたが，孫のためにおじいさんが昔のことを思い出して化石を

探し出し，孫にもたせてくれたと．いうもので回る．この化石はセイウチの牙でか

なり大型のものと推定された．

　ここに報告するものは，それとは逆に非情に小型の牙を持ったセイウチの頭骨

片である．1972年6月23日，東京都文京区の護国寺月光殿の斜め前，不忍道りの真

下一25mの地点から産出したものである．地下鉄8号線護国寺工区の工事中で，鹿

島建設kk護国寺所長荻田昌宏氏のもとに保管ざれていた．後日に国立科学博物館

に寄贈された（登録番号NSN，no．15157）．

　発見された地層は，東京層の砂質粘土層で，直上にはカキ層が観察されている．

この地層がどの様な条件で形成されたかは明白でないが，大局的には都内のナウ

マンゾウを産出する地層にほぼ対比できるものと思わ判る．

　この化石は頭蓋前部左半分で，後頭部はない．破断面が新鮮なことから，おそ

らく完全に近い頭骨であったと思われる1口蓋面から頭頂までの最大距離は177＋

mm，正中線より犬歯歯槽外側縁までの最大幅は111拠mである．一般には前方からみ

ると犬歯は頭骨に対して直線的に下方に発達するが，この個体は45度ほど外側方

へ，斜めに突出する。その上，犬歯は異常に小さい．また，口唇部から鼻孔への

傾斜は緩く，あまり直立していない．よって，口唇部が突出したように見える．

犬歯は10cmそこそこで短く，かつ小さい♂前縁先端はよく摩耗している．歯は6本

あり，第1は非情に小さく，第3がやや小さい．しかし，第2・4・5・6番目は残っ

ているが，いずれも摩耗が激しい．

　歯頸部の大きさ（innl旧）

　　no。1　　6　×5　　　　no．4　 15　×20

　　　217．5×20　　516．5×20

　　　37×8　　615×15
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　犬歯の前後径431脳，頬舌径30．5酬で非常に小さい．このような個体は現生種

の中に含まれるのか，あるいは異常なものなのかは比較するものがなくわからな

い．現生セイウチはカナダ，アラスカ，ベーリング海など北極をとりまく北の生

物である・冬期に若干南下し，北海道の南部あたりまではしばしば分布したらし

い事実がある．最近，それほど寒くもないが伊勢湾で発見されたこともあり，迷

いこみの可能性も高い．しかし，一般にはほとんど東京近辺ではみられない．こ

の個体が比較的寒い冬に南下したということも否定できないが，むしろ岩手県の

花泉や岐阜県の郡上八幡の熊石洞などで知られるヘラジカのような北方系のもの

が渡来したように南下したものであろう．

発掘されたセイウチ化石と頭部左側面図

図の斜線部分が産出した化石に該当する

1972年10月国立科学博物館ニュースより
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千葉県万田野層産セイウチ化石
冨田幸光（国立科学博物館）

　房総半島の更新統からは、以前から多くの陸生・・海生哺乳動物化石の産出が知られている（渡

部、1980；小泉、1987）。房総半島中央部にあたる市原市万田野付近からもこれまでにいくつか

の海生哺乳類が知られている（小泉、1987）。1982年に発見され、現在国立科学博物館に寄贈・

保管されているセイウチの化石が未報告の状態にあるので、海生哺乳類総研のこの機会を借りて

概報ずる次第である。

　化石は1982年目千葉県市原市加茂町万田野の山砂採取場（図1）へ貝化石採集に訪れた徳丸茂久

氏の採集になるもので、下顎骨の先端部（図2）である。産地の岩相が1c皿程の小礫を含む砂層で

あることと産出地点とから、産出層は万田野袴であると判断される。

　標本は下顎先端部の下顎結合部分で、全長133m、いわゆる機能歯の2本目（Fay　（1982）のい

うP2）付近まで保存されている。全体が褐鉄鉱の薄層におおわれており、骨の表面の細かな凹凸

は観察できない。　比較に用いた現生セイウチ標本（図2右側）は、Matsu皿oto（1926）が樺太産頭

骨化石の比較に用いた頭骨と同一個体の下顎骨である。若干の計測値（m）は以下の通りである。

左右オトガイ孔後縁の幅

C1・P2間での下顎骨の高さ

下顎結合部の長さ

左右のC1歯槽頬側縁幅

左C1長さ

左C1幅

万田野標本

（NSM。PV　18911）

　　95

　　96

　133以上

　　70

　　22

　　19

現生標本

（東北大）

　89
　95
　120

　71
　23
　20．5

　図i・　産地（x）を示す（1／50000「大多喜」の一部を縮小）．
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図2．　左．Odobenus　sp，万田三層産の下顎先端部

　　　　右．Odobenus　ros皿ams現生下顎．

　現生のセイウチと比較して、C1前方のくびれ（上顎犬歯がおさまる）が強い、下顎骨の最大幅

を示す位置がオトガイ孔より上にある、各計測値の大小が一致しない（各形質の大きさの比が異

なる）など相違点もいくつかみられるが、全体的な類似から本標本はOdobenus属に属するものと

判断される。　直接比較できた現生標本は1点だけであり、個体変異の大きさもあまり把握でき

ていない現時点では、種の同定は困難であるが、もし現生種と同種とするならばかなり大型の個

体ということができる。

　Odobenus属の化石はこれまで千葉県木更津市と、東京都文京区から知られており（小泉，1987），

本報告の化石は古生物地理的なレンジについては特に新しい知見を加えてはいない。しかし、文
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京区の頭骨は更新世末期、木更津市の犬歯ほか（堀川ほか、1985）は藪層産であるので、万田野

層産の本標本は地質時代的なレンジを拡げたことになる。ただし、北太平洋のセイウチの古生物

地理に関する従来の考え（更新世中期に大西洋から北極海経由で侵入したとする考え。例えば，

Repenning　et　a1．，．1979）に抵触するほどのレンジ拡大ではない。

　長谷川・国府田（1988）が報告した牙が、Odobenus属であるならば、あるいは別属であっても

セイウチ科であるならば、上述のRepenningほかに代表される従来の考えはかなり大きく変更をせ

まられることになる。

引用文献

Fay，　F．　H．　（1982）．　Ecology　and　biology　of　the　Pacific　walrus，　Odobenus　rosmarus

　　　diver　ens　111iger．　　さlorth　American　Fauna，　74：1。279．

長谷川善和・国府田良樹（1988）．福島県双葉郡富岡町の鮮新世セイウチ化石．　日本古生物学

　　　会1988年年会講演予稿集，p．85．

堀川秀夫（1985）．　日本産鰭脚類化石について．　地団研專報，30：91－96．

小泉明裕（1987）．南関東の海生哺乳類化石の産出状況について．亘　日本産三生哺乳類化石

　　　の研究．文部省科学研究補助金報告書，pp．15－17．

κatsumoto，　H．　（1926）．　　On　two　species　of　fossil　Pinnipedia　fro田　Kazusa　and　Saghalin。

　　　Sci．　Rlep．　Tohoku　I皿P．　Univ．，　Ser．　II，　10：13－16，　Pls．　6－7．

Repenning，　C．　A．，　C。　E．　Ray　and　D．　Grigorescu　（197曾）．　Pinniped　biogeography．　工工」Gray，

　　　J．　and　A．　J．　Boucot　（eds．），　Historical　biogeography，　Plate　tectonics，　and　the

　　　changing　environ皿ent．　PP．　357－369．

渡部景隆（1980）．　皿．房総半島．1』　猪郷ほか（編），日本地方地質誌・関東地方，pp．257－

　　　280．
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　　　　　　福島県高郷町産海牛化石の頭骨について

　　　　　　　宮崎重雄（前橋二高）、堀川秀夫（小千谷西高）、会津化石研究クループ

　標本は、Dorsal　kee1と頭頂部のほとんどを欠損する他はほぼ完存する頭蓋

骨である。

　本稿では、高郷標本とDusisiren　yordani（DOMNING、197

8＞、D・dewana（TAKAHASI、DOMNING　and　SAITO、1
986）、Hydrodamalis　cuestae〈DOMNING、1978）、
Hydrodamalis　gigas（DOMNING、1978）との計測値および
いくつかの形態について比較してみる。

　高郷標本は、mesoros七al　fossaが他のいずれの種とも共通して紡錘形

であるが、高郷標本だけが左右径の最も広い部分をその前半部にもつ。眼窩上突起の背側

面観の形状は前方に開くU字形をなし、D・jordaniとD・dewanaおよび旦

・cues七aeに共通するが、H・gigasのV字形とは異なる。歯をもつという点

ではDusisiren属の2種と同様であるが、上顎骨の口蓋表面の形状では、高郷標

本が歯槽部から前方へ徐々に細まっているのに対し、Dusisiren属の2種は急激

に細まっていて、この点ではむしろHydrodamalis属に類似している。また後

頭孔は三角形をなしDusisiren属の2種およびH・cuestaeに共通し、楕

円形をしたH・gigasとは異なる。歯根の並び方で、D・dewanaとは相違があ

るが、この点に関しては今後さらに詳しい観察を必要とする。

　高郷標本の頭骨基底全長（AB）および頭骨最大幅（CC’）はそれぞれ517mm、

289mmで、　D・dewanaの511mm，264mmにかなり近く、D・jord

all　iの570mm，284mm～630mm，336mmより幾分小さいが、　H・cu

esしaeの7301nm，370mm～830mm，408mmやH・gigasの64
5rnm，327mm～695mm，362mmに比べるとはるかに小さい。次に頭骨の長

幅率（CC／AB＞（100＞をみると、高郷標本が55．9、　D・dewanaが51。

7、D・jordaniが48．5～53．3であるが、H・cues七aeでは49．
2～50．7、H・gigasが49．1～53．8で、高郷標本が最も大きな値を示す

。しかし各種間ではそれ程おおきな隔たりはない。また前上顎骨結合長（AH）と頭骨基

底全長（AB）との割合い（AH／AB×100）では、高郷標本が26であるのに対し

てD・jordani力拗獣で29、成獣で31～33、H・cues七aeが30、H
・gigasが29～32で、高郷標本は最小の値を示し、これに最も近いのはD・jo

rdaniの幼獣やH・gigasの最小のものである。前上顎骨結合長（AH＞と頭骨
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最大幅（CC’）との割合い（AH／CC一×100）では、高郷標本は47で、　D・j

ordaniが幼獣で52、成獣で59～67、H・cues七aeが61、H・gig
asが56～60で、高郷標本はいずれの種よりも大部小さく、これに最も近いのがD・

jordaniの幼獣である。次に、DOMNING（1978）の示した海牛類の吻部

咀三面の前端幅（七七一）と後端幅（MM一）のsca七七er　diagramに高郷

標本をプロットしてみるとD・jordaniの直線上にのり、両者がかなり近縁にある

ことを示唆している。とりわけ成獣より幼獣の方に近い。さらに上顎骨の頬骨一眼馬橋背

腹径と同前後脚とのsca七ter　diagramに高郷標本をプロットしてみるとD

・jordaniの直線上の近くに位置し、なかでも幼獣に近い所へくる。高郷標本は四

肢骨の骨端線や頭骨の縫合線が認められないことから成獣であることは間違いなく、上記

の各部位の比率やsca七七er　diagramにおいて高郷標本がD・jordan
iの幼獣に近いということは分類系統学上どんな意味があるのか今後検討すべき課題とし

て残されている。

　吻部の屈曲では、高郷標本は25。であり、H・cues七aeの23。～27。に最

も近く、D・dewanaの30。余やD・jordaniの35。～45。、H・gi
gasの35。～45。とは大部かけはなれている。

　計測値において、高郷標本がD・jordaniより大きな値を示すのは、頭骨最大幅

、mesoros七al　fossa幅、側頭鱗部のS状稜輻、後頭穎幅、翼状突起最大

幅、後頭孔の高さ、側頭骨の頬骨突起長、頬骨突起下腹径、眼窩下部の頬骨弓で、逆に高

郷標本がD・jordaniより小さな値を示すのは、前上顎骨結合長、左右歯槽舌側縁

間の最大幅、側頭骨頭蓋部の後部高である。

　また、D・dewanaが筒郷標本より大きな値を示すのは、後頭骨幅、mesoro

stal　fossa幅で、D・dewanaが高郷標本の60％代の大きさしかないの

は、翼状突起最大幅で、同様に70％代しかないのが頬骨突起背腹径、80％代なのが側

頭骨の頬骨突起長、眼窩下部の頬骨高、90％～95％なのが頭骨最大幅、側頭下部のS

状稜幅、吻部咀噌面後部幅、頬骨突起前端から乳様突起孔下部の側頭鱗後縁まで、95％

～100％なのが頭骨基底全長、眼窩上突起幅である。

　以上のように、高郷標本はD・dewanaと多くの点で類似するが、明らかに異なる

点もある。両者はほぼ同時代の化石なので塒代差はあまり考慮しなくても良いにしても、

これが種問差なのか、あるいは地理差、性差、個体差なのか、今後　かな考察を必要とす

る。
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幽の骨格復元について

長谷川善和（横浜国大・教育〉

　1876年にYa七esによって北米カリフォルニア州からデスモスチルスの歯が発見され，

Narsh（1888＞によって旦幽h遡と名付けられた．　yosida，S　and　iwasaki，

J（1902）は岐阜県瑞浪市産のDesmos七ylusの頭蓋骨を記載した．そして，長尾（1902）が

南サハリンのいわゆる気屯標本について報告したことによって一の全体像が

明かとなってきた．

　束柱目の運動様式・生活様式などについて議論が盛んになってきた（lnu2uka，1984）．

しかしながら，R一の復元についてはまだ正式に記載されたことはない．

筆者は過去10年余にわたって国内のパレオパラドキシアの復元について関与してきた

が，若干のいきさつを記しておくことはあながち無駄なことではないであろう．

　Shikama（1966）が一と一の四肢骨に付いて記載を行い，骨格
復元あるいは生態復元を試みたのは意欲的ではあったが，多くの試行錯誤がみられる．

1964年に発見されたスタンフォード標本を基に一の骨格復元図が公表さ

れた．一つはGeo七imes，voL9，no．6の表紙に黒地に白線で描かれている．同時にSocie

七yof　ver七ebra七e　paleon七〇logyのnew§bu日e七in，no．73，p．46にも紹介されている．い

ずれも1965年のことである．後者の図には頭がないが，この方が正しいものである．

そして，頭つきの復元図はRomer（1966）のver七ebra七e　paleon七〇10gyの3版の254頁に引

用されている．この絵の特徴は前肢の手が後方へ折れ曲がっている点である．Shik鋤

a（1966）の復元図（前出，145頁）のものは明らかにそれの影響が認められる．これら

の復元図は，完全な骨格復元を行って描かれたものとはいえない．

　丁度，この頃から日本ではプラスチックの模型が作製されるようになってきた時期

であるが，彫刻家今里龍生氏の協力で泉標本に基いて日本で初めてパレオパラドキシ

アの骨格が復元された．それは前肢をかなり直立させ腰を落としているために脊椎が

極度に湾曲している．Shikama（1968）はこの結果によって四肢の手足について訂正を行

った．

　筆者は昭和40年より国立科学博物館に勤務していたが，瑞浪化石博物館が設立され

る際に土岐市と瑞浪市に各1体を復元した．このとき最大の問題は，頸部が欠如して
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いたことと上腕骨と後肢の踵骨から指にかけて未解決の点が多かったことである．そ

の後横浜国立大学にユ頭を組み立てた．この復元骨格は筆者は比較的自然体に出来た

と満足できたが，故鹿間教授は自分のイメージに会わないといって不機嫌であった．

しかし，筆者は極力実在する骨の特徴を生かしたつもりである．岐阜県立博物館が建

設されたときにはスタンフォード標本が交換で入手できたので，泉標本に欠如してい

る部分をすべて補い，さらにない部分はスタンフォード標本を参考にして，新しい骨

格の復元ができた．さらに，1974年秩父から保存のよいパレオバラドキシアの新しい

骨格（大野原標本〉が発見されたために，国立科学博物館の四号館に新しく古生物部

門の展示室ができた際に泉標本はほぼ完全に近い復元ができた．そして，スタンフォ

ード標本と比較できるように展示した．部分的には気にいらないところが少なからず

あるが，これは展示の準備期間と技術上の問題があって，やむお得ずそのままになっ

ている．この2体のうちスタンフォード標本は，後肢を突っ張り，前肢で体を支えて，

地面の食物を取ろうとしている姿を，泉標本は少し深い水底から動き出そうとして前

肢を動かし始めた姿を想像したものである．この形は昨年出版されたCarroll（1987）

の　Ver七ebra七e　paleon七〇logy　and　evolu七ionの542頁に引用された（図参照）．

　ついで秩父自然科学博物館が埼玉県立博物館に変わった際に展示も新しくなり，こ

のとき，3体を組み立てたが，1つは泉標本を主体のものとした．別のものは大野原

標本を主体として不足する部分をそれぞれ補って復元した．以上の骨格復元はすべて，

少しずつフォームに変化をもたせてある．

inuzuka（1984）は気屯標本と歌登標本をもとに1一の復元について述べている

が，完全に骨格を復元した上での議論とは思えない．両者ともに骨がかなり圧回して

おり，微妙な関節の向きが充分に訂正されたものかどうか気になるところである．さ

らに，一属と2一属では明らかに異なる点が多いにもかかわらず

一門と一下とを同一に論じている点には筆者は同意しかねる．
1nuzuka（1984，p．251）の論文中のPaleo　aradoxia（スタンフォード標本）と　Carro11

（1987，p．542）の引用している一（泉標本）の図から筆者の意とする特徴

が読み取れないところもあるが，他の骨格復元にみられない特徴が明瞭に読み取れる

ものと思う．たとえば後肢の距骨から指にかけての，指の開きと極端な向側への傾き

である．即ち，かかとがいちじるしく外側に開いている点などである．

　現在，久家らは岡山県産のパレオパラドキシアの骨格復元を進めており，いずれ北
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海道の8ehemotopsの復元も実現するであろう．　DeSmos七yl｛」Sの命名から100年以上たっ

て，日本から発掘され，復元された何属もの骨格から束柱目aeSIIIOS七yiiaの系統・古生

態・古地理などに寄与できることになったことは誠に喜ばしいことである。より多く

の議論を進めるために未記載標本の詳細な発表を早急にしなくてはならないが，とり

あえず，i一の若干のいきさっと，気になっている点について述べた次第
である・，、脚。、。、、、、、，。。。，，＿，。、。＿。、鵬
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秩父：盆地北東縁部に産出した幽の中足骨

坂本　治　（埼玉自然博）

　はじめに

　秩父盆地の第三系では，束柱類（Paleoparadox　i　a）が5，ケ所から化石の産出

が確認されている。この産出層準は，第三系の下部から上部層にわたり，同時

に鯨類・鰭脚類など多様な海生哺乳類化石力ご産出することで注目されている。

　筆者は，1986年秋　盆地の北東縁部で保存の悪い骨格化石を採集し，化石整

形を行った。その結果，化石は，Paleoparadoxiaの左第2中足骨に酷似するこ

とが判明したのでその概要を報告する。

　化石の産出地点は，秩父郡皆野町皆野の荒川河床の中央部で，本第三系の基

底をなす不整合「前原の不整合」に近接した地点である（第1図》．化石の包

含1層は・ζの基底礫岩層より遷移するアルコーズ砂岩層（〒申沙砂岩層・菅野

三郎；1980）である。

　標本の記述

　中足骨の比較は・泉標本の記載（Sh　i　kama；1966》．き比較資料とし・・併章て秩

父郡小鹿野町般若産の骨格を参考に行った。

　左第2？中足骨：

外側部は河川の浸食

を受け，近位の関節

面と種子骨の関節面

を欠いている。前面

の約％は，基節骨と

の関節面をなし，体

の後面は，遠位方向

に深く凹む。休が著

しく短く，中足骨の

長さと近位の前後径

の比率等から左第2

中足骨と思われる。

！と曇’

　。慨蟹
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第1図化石の産出地点佃規臓鷲の2万5揚の蝿閲締野を酬）
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　ま1と　め

　資料は，保存が悪く歯を伴なわない断片的なものだけに同定は耐え難い点も

あるが，形態的特徴からPa　l　eoparadoxiqとみなした。

当盆地におけるpaleoparadox　iaの産出層準の最下部層は，角田ほか（1978）に

より牛首峠層下部のシルト岩層である．これは，鎮西清高（1984》によると日

本のPa　l　eoparadox　i　aの最下位の層面で，　N－6ないしN－7下部にあたるであ

ろうとしている。今回の産出は，これより幾分下位に対比され，層序学的に興

味深いものと考えられる。
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麹の歯種同定の再検討

一D．japonicusの模式標本（戸狩標本）を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　　　犬塚則久（東大・医・解剖）

1．はじめに

　1902年にDesmostylus　japonicusの頭蓋が記載されて以来、　Des一

曲の歯種や歯式についてはいくつかの論考がなされてきた

（YOSH　I　WARA＆　IWASAKI，　1902；HAY，　1915，　1924；HATSU麓OTO，　1918

ABEL，1922；長尾，1935；徳永，1936；VAmERHOOF，1937；井尻，

1937；RE　INHART，1959；秋山・熊野，1973）。

　単離して発見された臼歯に比べて、頭蓋に植立している臼歯の歯

種のほうが同定しやすいことから、これらの考察はおもに頭蓋標本

に基いて行われてきた。ところが、頭蓋に植立している臼歯ならば

歯種の同定に異論の生じる余地はないのかというと、決してそんな

ことはない。Desmstylusの臼歯が水平交換をするからである。

　ことに、最初に発見された臼歯のついた頭蓋である戸狩標本の歯

種同定に関しては、前記のほとんどの論文で扱われており、しかも

その見解はあとで詳しく述べるようにまちまちなのである。この論

争は30年代をピークにして下火となり、昨今ではDesmstylusの歯

種同定の原点ともいうべき戸狩標本の歯種については、すでに決着

済みであるかのような論調や認識まで見うけられる。

　しかしながら、内外のDesmostylus研究老たちが長年なやまされ

てきた課題はそれほど単純に解決できるものだったのだろうか。か

つて論じられた矛盾点は本当に克服されているのであろうか。Des－

mostylusの歯種を論じようとするならば、まず、この戸狩標本の歯
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種同定こそ再優先の課題である。

　そこで本論では、まず従来の諸見解を、その根拠とともに紹介し、

問題点を指摘する。

　Desmostylusの研究をおこなうにあたって、テーマをいただき、

：本稿に関してもご意見を賜った井尻正二先生、：気屯標本の検討に便

宜をはかっていただいた北海道大学の加藤誠教授、秋山雅彦助教

授、熊野純男氏、戸狩標本の検討に便宜をいただいた国立科学博物

館の冨田幸光博士、ロサンジェルス郡山自然史博物館の標本を見せ

ていただいたL．G．Eh　rnes博士、ナレゴン標本の模型を見せてい

ただいたカリフォルニア大学古生物博物館のH．Hutchison博士に

心から御礼申しあげる。

II．戸狩標本の歯種に関する諸見解

　はじめに、YOSH贈岨A＆IWAS眠1（1902）の原記載にしたがって、

戸狩標本にふくまれる上下の小臼歯および大臼歯を略述する。第1

図に示すように、上顎には右側だけに臼歯が植立しており、機能歯

が2本と歯嚢骨内に1本の計3本が認められる。一方、下顎骨が臼

歯部で破損しているため、下顎の臼歯は単離している。しかしなが

ら、その大きさと咬柱配列によって3通りの歯種が区別できる。

　YOSH　IWARA＆IWAS舐1（1902）によれば、上顎臼歯は近心から、4

咬頭の「第2小臼歯」、8咬頭の「第1大臼歯」、歯嚢骨中の「第

2大臼歯」である。下顎臼歯は、7咬頭で長径3．2cmの「第1小臼

歯」、3横列7咬頭で長径4．7cmの「第2小臼歯」、それに6咬頭
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で6．4cmの「第1（？）大臼歯」である。これらの歯種同定の根拠は

とくに記されていない。ただし、対応する下顎小臼歯の咬耗程度か

ら、近心にもう1木の上顎小臼歯を想定している。

　HAY（1915）はナレゴン産のDesmsty　lus　hesperusを記載したさい

に戸狩標本について言及した。まず、上顎のYOSH珊岨A＆mASAKI

（1902）が第2小臼歯とした歯については、大臼歯のすく揃にあり、

しかも、この歯の前には大きい歯隙があって、先祖では小臼歯が並

んでいたはずだから、最後の小臼歯として第4小臼歯に同定した。

同論文には、オレゴン標本とはおそらく別個体の単離した直径20皿皿

の臼歯も記載されており、これを上顎第4小臼歯であろうとしてい

る。HAY（1915）はまた、小臼歯より後の大臼歯を第1大臼歯とし、

さらに後の歯嚢車中のものを第2大臼歯とした。

　つぎに下顎臼歯については、YOSHIW㎜＆IWAS献1（1902）に第2

小臼歯とされた、長さ47mの中間の歯が第1大臼歯である可能性を

検討している。というのは、上顎には小臼歯が1本しかないこと、

仮に前にもう1本あって脱落しなかったとしても、咬合面の長さは

現存する上顎小臼歯の2倍の46mほどにしかならず、下顎小臼歯2

本目合計79皿皿には到底およぼないこと、下顎第4小臼歯の長さ47㎜

にくらべて上顎第4小臼歯が23㎜と短すぎることを指摘している。

　ところが彼によれば、この歯を第1大臼歯と解釈すると、上下の

第1大臼歯の咬合面長はあまり違わず、前にある下顎小臼歯が2本

の上顎小臼歯と対合することになるものの、下顎が後方へ47m凪ずれ

る必要がある。YOSH　Iり姐A＆IWAS凪1（1902）はすでに、上顎の先端

は下顎より40mm前に出ている、とのべているので、計87m皿後退する

ことになり、これはまずありえない。また、上顎第1大臼歯の歯冠
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高60mに対して下顎のは25㎜にまで減っている点も不自然で、目下

未解決である、としている。

　以上の理由から、YOSH　IW盟A＆1田ムS照1（1902）力圷曲物後歯を第

1大臼歯とした同定を認め、大きさからいって、上顎第1大臼歯に

対合するものとしている。

　これに対してMATSUmTO（1918）は、上顎の大臼歯は第2大臼歯で

第1大臼歯はすでに脱落しており、下顎にだけ残存している、とい

う新見解を打ちだした。その根拠は明解に記されている。

　まず、哺乳類では一般に、最も後の小臼歯はふつう第1大臼歯よ

り若く、減り方も少ない。戸狩標本の下顎臼歯は、1番前のはほん

の少し減っており、2番目のはそれよりずっと減っている。だから

下顎の臼歯は前から順に、最後小臼歯、第1大臼歯，第2大臼歯で

なくてはならない。次に、上顎については、前の4咬柱の歯は、下

顎の小臼歯と大きさがほぼ一致するので最後小臼歯である。上顎臼

歯には、下顎第1大臼歯に相当する大きさの歯も、この最後小臼歯

より咬耗している歯も存在しない。8咬柱の歯は大きさからいって

下顎第2大臼歯にぴったり・一致するので、第2大臼歯に相違ない。

これより後にある小さい歯は上顎第3大臼歯に同定される、として

いる。

　HAY（1924）は先の見解（HAY，1915）を改め、噸TS捌㎝（1918）に賛

同したらしい。というのは、第1大臼歯がかなり咬耗し、第2大臼

歯が萌出寸前のナレゴン標本を、戸狩標本より明らかに若い、と述

べているからである。

　長尾（1935）は樺太から気屯標木を産したのを機にDesmostylusの

歯の構成について総括し、戸狩標本の歯種同定では　瓶TSUmTO
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（1918）を支持している。

　徳永（1936）は福島県湯本町産のDesnosty　lusの記載をおこない、

戸狩・臨席両標本と比較を行った。このなかで歯種については長尾

（1935）に従っているので、やはり噸TS捌OTO（1918）の同定と同様で

ある。

　VAmERHOOF（1937）は、戸狩標本の臼歯については上顎歯しか言及

していないが、この同定も｝瑚S捌OTO（1918）のと一致している。

　これらに対して、井尻（1937）は戸狩標本の歯溢出中の臼歯の記載

に関連して、それまでのものと全く異なる見解を示している。すな

わち、上顎臼歯は近心より第3小臼歯・第1大臼歯・第2大臼歯で

あり、下顎は同じく第2小臼歯・第3小臼歯・第1大臼歯である、

とする。その根拠は必ずしも明解ではないが、小臼歯と大臼歯の区

別を形態的な区別と大きさの違いにおき、下顎の中間の歯の同定は

上顎歯との咬合と歯冠長や歯冠高の値に基いている。

　REINHART（1959）はまた別の意：見を表明している。戸狩標本の上顎

臼歯は近心より第1」 C第2，第3大臼歯である、というのである。

下顎についてはHATS“Om（1918）と全く一致しているので、上顎の

最近心の歯種だけが違うことになる。その理由は、オレゴン標本の

第2大臼歯が口蓋上顎縫合の後に位置するので、戸狩標本の8咬頭

歯も第2大臼歯に相当し、そのすぐ前にある4咬頭歯は第1大臼歯

である、としている。

　秋山・熊野（1973）は北海道の上徳志別産のDesmos　ty　lusを記載し

た。そのさい戸狩標本の歯種についても論じ、上下とも近心より第

4小臼歯・第1大臼歯・第2大臼歯であるとしている。その根拠は

上顎第2大臼歯の咬耗が戸狩標本より進行している気屯標本に第1
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大臼歯が存在していることで、水平交換をおこなう塾で

は、若いほうの戸狩標本で第1大臼歯が脱落しているとは考えにく

い、としている。

　以上がこれまでの戸狩標本の歯種に関する諸見解とその根拠であ

るが、全体を通して以下のような論点に整理することができる。

　まず第1は、小臼歯と大臼歯の区別を何に基いておこなうか、と

いう問題である。大方の見解は、臼歯の大きさの違いにもとずくが

MATSUmTO（1918）はさらに咬耗の度合を判別の基準に導入している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　第2に、ノ・臼歯の総、または番のつけの違いがあげられる。

YOSHIWARA＆1鴨SAK　I（1902）は2、井尻（1937）は3であるが、　HAY

（1915）、瓶TSUHO　TO（1918）、秋山・熊野（1973）など大半のものでは

4である。

　第3は、上顎最後小臼歯と第2大臼歯の接触、すなわち、笙⊥六

　歯が小言よ‘早く湛したことを認めるかどうかである。この

問題は最も重要な点と思われるが、見解は完全に二分しており、

YOSH　IWARA＆1りASAK　I（1902），　HAY（1915），井尻（1937），　RE　IM斑～T

（1959），秋山・熊野（1973）は脱落を認めない立場である。いっぽう

MATSUMOTO（1918）は初めて第1大臼歯の脱落を提唱した。これ以来

HAY（1924）と徳永（旧姓吉原）（1936）は先の説から転向し、長尾

（1935）、V酬DERHOOF（1937）もこの説を支持している。

　歯種の同定にあたって以上の点がおもな論点となっているが、そ

の論拠としては、歯の大きさや咳詰論のほかに、上下顎歯の対合の

さいの歯列長の差　（HAY，1915）、　上下顎歯の咬耗程度の対応

（MATSUmTO，1918；井尻，1937）、顎骨に対する臼歯の位置の安定

性（REINHART，1959）や歯の脱落と咬耗度の関係（秋山・熊野，1973）
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があがっており、これらを逐一吟味しなければならない。

III．論議

　先に紹介した諸見解は、当のDesmostylus　japonicusの戸狩標本

をはじめ、従来から知られているD．虹espe　rUSのオレゴン標本やD．

mirabilisの気血標本から得られた所見から導かれたものである。

筆者はこのほかにさらに、最近観察したD．hespe　rusのロサンジェ

ルス標本（LACH1379）と日本の歌登標本が示す事実にもとずいて検討

した。これらの標本に照らしあわせてみると、これまでの異なる見

解のうちいくつかの論拠が崩れることになる。以下におもな論点ご

とに検討する。

A．　小臼歯と大臼歯の区別

　二生歯性の哺乳類の臼歯のうち小臼歯は代生血であり、大臼歯は

乳臼歯と同様、第1世代の歯族（歯群）に属する。一般に小臼歯と

大臼歯は歯の大きさではっきり区別できるが、奇蹄類のように小臼

歯が大臼歯化しているもので1本大きさでは区別できない・また・

鰭脚類のように同形歯化したものや、マナティのように水平交換す

るものでも、両者は区別できない。

　Desmostylusの大臼歯は水平交換をするが、上顎小臼歯は大臼歯

にくらべてはるかに小さく、両者は大きさだけで区別できそうであ

る。ただし、この場合には最後小臼歯より大きい大臼歯が第1か第

2かは大きさだけでは決められない。

　いっぽう、下顎の臼歯は連続する3歯のあいだで前2者と後2者

の大きさの差が近似している．すなわち、歯冠長比でみると、前2

者は0．69、後2者は0．72で、歯冠三三では前2者は0．69、後2老は
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0．56となる。このため、歯冠長では後2者のほうが互いに近く、歯

冠幅では前2老のほうが近くなり、大きさから下顎の小臼歯と大臼

歯とを区別することはできない。なお、この場合、歯冠高比は咬耗

による変化が大きく、比較する意味がないので除外する。

　そこで、咬耗の程度を判別に用いることが必要となる。この見地

からすると、下顎3歯のうち、最も咬耗の進んだまん中の歯を第1

大臼歯と見なすのが合理的である。なぜならば、Desmsty　lusは水

平交換するといっても大臼歯だけであり、小臼歯はナレゴン標本の

歯槽が暗示するように同時に植立していたので、ゾウやマナティの

ような完全な水平交換ではない．このため、第1大臼歯の咬耗度に

関しては垂直交換のものと同様に考察できるからである。

　戸狩標本の下顎第1大臼歯は左右1対がともに残存しており、右

側のものは、近心のより小型の歯と接心面でうまく接合するので、

この小型歯が最後小臼歯と見なしうる。また、遠心のより大型の歯

は左側のもので、左の第1大臼歯の遠心に接合するので、これは第

2大臼歯となる。

B．　小臼歯の数と歯種の命名

　小臼歯の呼び方はヒトの歯と動物の歯とで異なる。ヒトでは2本

の小臼歯を近心から順に第1，第2とよぶが、哺乳類では原始的な

ものに4本あり、数が少ないものでは近心の歯種から順に退化した

ものと見なすため、2本の場合には近心から第3，第4とよぶこと

になる．

　YOSH　I鴨RA＆1備S照1（1902）の用法はおそらくヒトに準じたもの

であり、下顎に残存する2本を近心から第1，第2としたのであろ

う。上顎では2本のうち近心の1本をすでに脱落したものと見なし
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て第2小臼歯としたのである。

　HAY（1915）以降はいずれも動物学的な命名を採用しており、井尻

（1937）以外は最後小臼歯を第4小臼歯とする点で一致している。井

尻（1937）における歯種同定は結果だけをみるとかなり異彩を放って

いるが、その思考過程を推察すると、ほかのものと共通点のあるこ

とや、哺乳類の基本歯式として3．1．4．3を認めるのに断じて反対し

た理由も理解できる。

　しかしながら、下顎臼歯は前節でのべたとおり、近心のP4だけ

なので、上顎小臼歯とは大きさや咬耗程度でも対応し、強いて最後

小臼歯を第3小臼歯とする理由は見当らない。

C．第1大臼歯の脱落

　水平交換をする動物の臼歯列のうち、最近心でない歯が先に脱落

し、その脱落した歯より近心にあった歯と遠心にあった歯とが隣接

するようになることが可能かどうか、という問題である。完全な水

平交換をする現生の長鼻類やマナティでは近心のものから脱落する

ので、一般的にいってこれはありえないことである。

　いっぽう、垂直交換をする二生歯性のものでは、第1大臼歯の萌

出はふつう最後小臼歯よりも早い。このため、小臼歯と大臼歯の永

久歯列のそろった標木では、第1大臼歯が前後の臼歯よりもよく咬

耗しているのが観察される。

（1）臼歯の位置の安定性と不完全水平交換

　Desmostylusの大臼歯が水平交換することはすでに指摘されてき

た（HATSUmTO，1918；井尻，1937）。この点はつぎのような所見か

らも裏づけられる。

　歌登第1標本と第3標本とで、小臼歯と大臼歯との間の歯隙の長
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さが異なる。つまり、下顎の歯隙が第1標本では左2㎜，右軸恥第3

標本では左5皿皿，右12皿である。咬耗度で比べると、第1標本より第

3標本のほうが少しi若い。このため、年とともに大臼歯が近心に転

位することがわかる。

　したがって、大臼歯は顎骨に対して位置が安定していないので、

REIN貼RT（1959）のいうように口蓋ヒ顎縫合との位置関係から歯種を

決定することには意味がない。

　いっぽう、小臼歯についてはD．hespe　rusのオーレゴン標本の歯槽

が示すようにほぼ同時に3本の歯が使用されていたので、おそらく

垂直交換をしていたもの、と考えられる。また、歌登標本の上下顎

では第1大臼歯の咬耗が第4小臼歯よりも明らかに進んでいる。こ

れは第4小臼歯の萌出が第1大臼歯の萌出よりも遅いことを示して

おり、第4小臼歯の萌出以前には乳臼歯がその場にあったことを暗

示している。この状態はまさに垂直交換する動物の歯列における特

徴と同じである。

　すなわち、長鼻類の進化においてはマストドン段階からゾウ段階

に移行するさいに、垂直交換から水平交換への転換がおこったが、

この段階のいわば不完全水平交換に相当するのがDesmostylusの臼

歯であるといえよう。

（2）脱落の時期と咬耗度との関係

　ところで、戸狩標本の下顎歯列における最後小臼歯とそのすぐ後

の第1大臼歯の咬耗状態は、歌登第1標本に見られる状態と同じで、

第4小臼歯よりも第1大臼歯のほうが咬耗している。そこでもし、

さらに咬耗が進行したとすると、当然第1大臼歯のほうが先に脱落

するだろう。第1大臼歯が脱落すれば、水平交換をする第2大臼歯
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は萌出しながら遠心からすみやかに近心のほうに転位して、原位置

に留まっている第4小臼歯と接触するようになるに違し、ない．これ

は戸狩標本の上顎歯列の状態に相応するが、問題は、戸狩標本でこ

の状態が実現する可能性があるか否かである。

　秋山・熊野（1973）は、気屯標本と戸狩標本の比較に基いて、脱落

の時期と咬耗度との関係を論拠として導入した。すなわち、咬耗の

進行している個体のほうが老齢だから、使用済みの臼歯も先に脱落

しているはずである、というものである。論理的にはもっともらし

い論拠であるが、オレゴン標本と歌登標本との比較では、明らかに

これと矛盾した状態が厳存する。

　オレゴン標本では左右とも第1大臼歯はほぼ咬耗しっくされ、第

2大臼歯も歯嚢骨から半分ないし、それ以上露出している。にもか

かわらず、第1大臼歯より近心には小臼歯の歯槽が少なくとも3個

明らかに認められる。いっぽう、歌登標本では、第1大臼歯をもっ

ぱら使用中で、第2大臼歯は歯嚢忌中にあり、ほんの一部しか露出

していない。しかしながら、第4小臼歯より近心には歯槽の痕跡す

ら認められず、近心の小臼歯が脱落してからの時間はナレゴン標本

より長いことを物語っている。

　以上のことを一般化すると、近心部の臼歯の脱落と機能中の臼歯

の咬耗とは、必ずしもその個体の年令に応じて順序どおり実現する

ものとは限らない、と結論される。したがって、より咬耗の進んだ

老齢の気屯標本で第1大臼歯が残っているからといって、より若い

戸狩標本の第1大臼歯が残存しているとは断定できないのである。

（3）上下顎歯の対合と歯列長

　垂直交換をするものでも水平交換をするものでも、上下顎の臼歯
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の数と歯列の長さはほぼ一致するのが通例である。このため、HAY

（1915）が上下顎小臼歯の咬合面長を問題としたのは当然であるとい

えよう。

　しかしながら、戸狩標本の歯種をどのように同定するにしても、

上顎の2本と下顎の3本の臼歯が咬みあい、はるかに長い下顎歯列

が短い上顎歯列と咬合していたことは確かである。

　このような例は戸狩標本だけではなく、ロサンジェルス標本（LAC

H1379）にもみられる。すなわち、下顎の臼歯3本に対して上顎の2

木が対合していたらしい。というのは、上顎には大臼歯1本だけし

か残存しておらず、小臼歯の部位は破損しているからである。しか

し、残りの部分から判断して、小臼歯1本分の余地しか残されてい

ないので、上顎臼歯が2本であることはまず間違いない。

　また、歌登標本には完全な頭蓋が保存されていたため、咀膚時の

顎運動をある程度復元することが可能になった。これによると、顎

関節面は平面的であらゆる方向に動きうる。しかも、臼歯の咬合面

に対して後に傾いているので、下顎骨は上顎に対して遠心頬側から

近心舌側にむかって、左右交互に動いたもの、と推定される。

　このようにDesmostylusが斜め前後方向に咀瞬したとするならば、

下顎の前後方向の運動量もかなり大きかったはずで、上下の’歯列長

の差はさほど問題ではなくなるもの、と思われる。

（4）歯の咬耗度の上下の対応

　一般に上下顎の対合歯は歯の交換様式にかかわらず、ほぼ同じ大

きさと咬耗度を示すものとされる。このため、甑TS側OTO（1918）や

井尻（1937）によって歯種同定の根拠に導入されたのは適切である。

　戸狩標本の咬耗度、つまり咬合面において各咬柱にしめる象牙質
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の径の比を上下で比較すると、上顎の最近心の小臼歯と下顎の中間

の歯、上顎の機能中の大臼歯と下顎の最遠心の大臼歯とが対応する。

　この点から判断すると、大臼歯に関しては第1大臼歯（YOSH　I賄踏

＆IWASAK　I，1902；｝瑠，1915；井尻，1937）とするか、第2大臼

歯（HATSUHOTO，1918；REIN田RT，1959）とするかの違いはあっても、

秋山・熊野（1973）以外はいずれも理に叶っている。

　上顎で機能中の大臼歯を第1大日・歯とする場合には、上顎で臼歯

の脱落を考察する必要はなくなるが、下顎の近心2本を小臼歯とし

なければならず、下顎第4小臼歯のほうが、近心の第3小臼歯より

も咬耗が進んでいる、という矛盾が生じる。

　いっぽう、第2大臼歯とする場合には、下顎の中間の歯が第1大

臼歯となるため、最近心の第4小臼歯より咬耗が進行しているのは

当然である。ただし、この場合には上顎で機能中の歯が第4小臼歯

と第2大臼歯となるため、第1大臼歯の脱落は不可欠となる。

　結局、先にのべた理由によって、この後者のほうが最も矛盾が少

ない。ちなみに、上顎の最近心の小型の歯と下顎の中間の歯につい

て咬耗度だけから判断すると、これらを同一歯種としたYOSH　I”A随

＆1鴨SAK　I（1902）とIE　IN闇（1959）だけが正しいことになる。しか

し、この場合には歯の大きさ、つまり、歯冠長と歯冠高が著しく異

なってしまう。大きさからみると、上下顎とも最近心の臼歯は小臼

歯とすべきである。・

　上下顎とも最近心の臼歯が第4小臼歯であるとすると、この上下

顎の咬耗面の差を説明しなくてはならない。それは以下のように説

明することができる。すなわち、上顎第1大臼歯の脱落が正しいと

するならば、下顎第1大臼歯が残存している以上、上顎歯列の咬耗
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のほうが下顎歯列よりも進行しているのは明らかである。そうする

と、上顎小臼歯が下顎小臼歯より咬耗している点は当然の帰結とな

る。そして、こう考えると、第2大臼歯も上顎のほうが下顎よりも

咬耗していなくてはならないが、実際にはわずかに咬耗が進んでい

る程度で大差はない。結局、小臼歯に比べて差が小さくみえるのは

咬合面積が大きく、画面が高いためではないか、と思われる。

IV．　結論

　Desmstylus●a　on1cusの模式標本である戸狩標本の歯種の同定

を試みた。このため、従来の諸家の見解をその論拠とともに検討し、

筆者目ら観察した新たな標本をくわえて考察した。

・小臼歯と大臼歯の区別には歯の大きさだけではなく、咬耗度も基

準として有効である。

・幽の臼歯は不完全水平交換をし、小臼歯は垂直交換、

大臼歯は水平交換をする。

・大臼歯は顎骨に対して近心に転位するので、縫合線に対する位置

は歯種同定の基準としては使えない。

・咬耗の進んでいる老齢とされる個体のほうが、使用済みの臼歯が

早く脱落するとは限らない。

・Desmstylusでは上下顎の歯列長の差が大きくても差支えない。

・戸狩標本では上顎歯列のほうが下顎歯列よりもいくらか早く咬耗

が進み、上顎第1大臼歯はすでに脱落している。

・したがって、戸狩標本の歯種は上顎臼歯は近心から第4小臼歯・

第2大臼歯・第3大臼歯、下顎は同じく第4小臼歯・第1大臼歯・

第2大臼歯となり、結果的に甑TS捌OTO（1918）の同定が正しい。
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デスモスチルスの体重測定

犬塚則久（東大・医・解剖）

　デスモスチルスの復元の第一段階として、骨の化石を現生の哺乳類の骨

や骨格と比較し、おもな筋の作用を加味して、静的な骨格の復元をおこな

った。これによって、ともかくデスモスチルスの体つきが基本的にはどの

ようなものかは理解できた。ところが、哺乳類のくせに爬虫類のようにあ

しが横にはり出すといっても、実際に歩く時にどのようなあしの運びにな

るのか、歩幅はどのくらいが適当か、前あしと後あしとでどう違うのかな

ど、細かいところがはっきりしない。そこで、動的な復元をめざすことに

なる。つまり、生きていた時の歩行様式や遊泳様式が知りたいのである。

　このためにはバイオメカニクスの力を借りなくてはならない。古生物の

復元にバイオメカニクスを応用するには計算に必要な値がたくさんあるら

しい。いずれにしろ体重がわからなければ、話にならないだろう。という

わけで、まずデスモスチルスの体重測定を試みることにした。

　とはいえ、1500万年前に体重計があったわけではないから、おいそれと

はいカ・ない。そこで、昔アメリカのコルバート博士が恐龍について用いた

方法をまねすることにした。彼はまず、恐龍の復元骨格から精密な生体復

元像を彫刻家に造らせた。もちろん縮小モデルである。ついで、これらを

砂箱にいれて、その体積を量った。この値に比重をかけて、推定体重とし

たのである。恐龍の比重はわからないから、かわりに同じ爬虫類のカイマ

ンという小型ワニを使った。無理して大きなミシシッピーワニと格闘しな

くても大差ないだろう、と論文では言っている。

　さて、大学の助手にはおかかえの彫刻家がいないので、まず、粘土をこ

ねることから始めた。復元骨格は筑波の地質調査所標本館に飾ってある私

の第1号復元を使い、スライドで映しながら、正確に5分の1模型を作成

した。肉付きの加減をみるためにいくつかの角度からの筋肉復元図を何枚
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も描かなくてはならなかった。それでも任意性が残るのは致しかたない。

デブデスモもヤセデスモもいたことだろうから平均的なところをとること

にした。

　体積は砂ならぬ水を使った。金魚用水槽に水を満たして盗れた量をはか

るのである。油粘土で造ったので大丈夫だろうと思っていたのだが、針金

の芯にシュロ縄を巻いた中空の像なので、最初はわずかなすき間から泡が

出てきた。あわてて穴を塞いでことなきをえた。

　デスモスチルスは哺乳類だから、比重も哺乳類のものならよかろう。で

きれば体格の近いカバやサイが望ましいが、文献には体高や体重ばかりで

比重は載っていない。面倒だから、自分自身の比重を量ることにした。ヒ

トも大型哺乳類の一員だし、カイマン対恐龍よりはましだろう。粘土像と

同様に3回はかって平均をとったが、鼻に水がはいって痛くなったわりに

は、誤差が大きかったようである。結局、教わった文献にのっているヒト

の比重を使うことにした。何と限りなく1に近いのである。あらためて、

哺乳類の重さというものを確認したのである。

　こうしてつぎのような値を得た。筑波に飾ってあるのは歌登標本といい、

まだ若い個体である。体長165c皿，体長49c励，体重290㎏であった。成獣

は、戦前に樺太から出た気血標本で、体長265c画，体高95c皿，体重1．2　t

である。この骨格は北見の文化センターに復元できたので、歌登標本との

体長比を3潔して体重を求めたものである。しかしこれが最大ではない。

歌登からでた別個体の上腕骨で、気屯標本に対する長さの比が1．3のもの

がある。体積比は2．2となり、2．6tと推定される。今のものでいえば、

シロサイなみである。はたして、この体重を側方型の心血が支えきれただ

ろうか。今後の計算が楽しみである。
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　　　　　　　　束柱類の系統について＿1二の考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久家直之（京都大・理・地鉱）

　束柱類の系統についてはDes珊ostylusやPaleoparadoxiaなどを中心にして考察さ

れ、犬塚（1984）等にまとめられている。その後、原始的束柱類とされるBehemo

topsの発見を機会に、　Do頂ning　et　al．（1986）らは海牛、長鼻類を含めたTethyt

heriaのおおまかな系統関係を議論しており、また犬塚（1987）は、臼歯の過剃咬

頭から系統の考察を試みた。筆者らのPaleoparadoxiaの検討はまだ十分でなく、

系統関係を議論するにはいたらないが、二・淫心のついたことを述べておく。

　アメリカの漸々世のBehemotopsは下顎のほかは断片的であり（Domning　et　al．

，1986）、日本の足寄標本はそれより完全らしいが、未だ予報しか公表されていな

い（犬塚、1987）。アメリカのBehemotopsは下顎臼歯は足寄標本のそれと形態的

によく似ており、両者が同じ属に含まれる点は、現在判明している限りのデータ

からは問題がないであろう。さて、犬塚（1987》が図示した足寄第二標本の上顎

の大臼歯の歯根（p1．II，Fig．3，4）は長く、かっ単射化している。これは一昨年に

も指摘したように、束柱目ではPaleoparadoxiaにのみ見られると考えられていた

形質である。哺乳類一般にみられる歯根の状態を旧形質とするなら、この形質は

PaleoparadoxiaとBehe鵬otopsの共有新形質と考えることができる。

　Desmostylusの臼歯の歯根は短くかっ単根ではない。　Des田ostylellaは以前はDe

s珊ostylusのシノニムとされたこともあったが、犬塚（1987）がいうように別のタ

クサとして扱うのが適当である。化石は日本では一産地（岩手県金田一村）の一

標本しか知られていないが、アメリカではこのタイプの臼歯の標本はけっして少

なくないらしく、日本でも標本業者を通じて購入することができる。そうして入

手したカリフォルニア産の標本を観察すると、歯冠形態の類似から予想されるよ

うにDesmostylus同様の短く分かれた歯根をしている。ただし、咬頭の配列にはD
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esmostylusと共通の新形質（過剰咬頭の配列）があり系統的には非常に近い関係

にある。

　Corn冊11iusは臼歯の歯冠部が報告されているのみで、この形質について確認

することはできない。ただし、Domning　et　a1．（1986）のクラドグラムには夫公

表の頭蓋骨の形質が含まれており、追加の未記載標本があるらしい。彼らのクラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
ドグラムが正しくDes田ostylusとCornwalliusがシスターグループをつくるとすれ

ば、Desmostylusの歯根の形質は哺乳類一般の歯根すなわち旧形質状態であるから、

形質の逆転がない限りCornwalliusの臼歯の歯根はDesmstylus様である可能性が

ある。

　犬塚（1987）は日本産束柱類のうち北桧山小川標本と佐渡沢根標本をPaleopar

adoxiaではなくCornwalliusとした。資料がまったく公開されていない北桧山小川

標本を別とすれば、佐渡沢根標本の臼歯の歯根は単根で長い（Tokunaga，1939）。

これは上述の議論からいえば、CornwalliusではなくPaleoparadoxiaとBehemotop

sの共有新形質であり、さらに歯冠の形態を考慮すれば沢根標本はPalegparadoxi

a属に含めることがより適当と思われる。

　層序学的にみればアメリカのCornwalliusの産出層準は日米のDesmostylus、　Pa

le。Paradoxiaのそれより下位であり（鎮西、1984）、大きくみればアメリカのBe

he鶏otopsとほぼ同じ層準から産出している。

　以上の点をまとめてみると、

　束柱目に1ま大きくふたつの系統を認めることができる。すなわち、Behemtops

とPaleoparadoxiaを含む群とCornwallius、　Desmostylella、　DesP』ostylusを含む群

である。この見地にたてば、BehemotopsはPaleoparadoxiaの直系先祖となる可能

性はあっても、犬塚（1987）あるいはD。組ning　et　a1．（1986）がいうようなDes田

ostylusの先祖とはなりえず、　Behe田otops出現時にはすでにそれらの群と分化を終

えていたということになる。この考えの方がDomingらや犬塚の考えより地質時
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代的な分布に関して、より調和的であるように思われる。

　以上の考察は仮説というより、ひとつの可能性を非常に大胆に述べたに過ぎな

い。というのも、束柱類の研究でこれからもっとも重要なBehe孤otopsの足寄摩標

本群のほか、最近20年に発見されたEI米の多くの束柱類化石（例えば、さきに

述べたCornwalliusの追加標本、アメリカのカリフォルニアPoint　Arena産Paleop

aradoxiaの薪種、　Paleoparadoxiaのスタンフォード標本、秩父産標本群、津山標

本、Desmostylusの歌登標本など）が未記載である以上詳しい系統を編むことはで

きないからである。今後、とくに私たち日本の海生哺乳類の研究者にかかる世界

の期待は大きいことを心にとどめておかなくてはならないと思う。
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パレオパラドキシアの臼歯の組織

神谷英利（京都大学理学部）

パレオバラドキシアはデスモスチルスとともに日本の中新世におけるきわめて重要なほに

ゅう動物であるが，歯の形態はかなり異なっている。デスモスチルスの臼歯に関する組織

学的研究は，小沢（1973；1984）らによって行われているが，パレオパラドキシ

アはKobayashi　and　Kamei（1973）によるほかは，あまり行われ

ていない。筆者は岡山県津山市より産出したパレオパラドキシア（三枝ほか，1986）

の歯の組織学的検討を行い，セメント質の構造についてのべた（神谷，1987）が，こ

の試料ではエナメル質がすでに失われていたため．エナメル質の組織を検討することがで

きなかった。

　ここでは，K：obayashi　and　K：amei（1973）により用いられた試

料の一部について，彼らにより行われていない走査電顕（SEM）による観察を中心に追

試的な検討を行った結果について報告する。

　［試料・方法］　」一ia　taba鼓し■（TOK：．）

右下第一前臼歯（Kobayashi　and　Kamei．1973による）．長野県

阿南町の冨草層群（中期中新世）より産出。保存は良好である。

　この標本の部分的な材料を用いて，SEMおよび光学顕微鏡で観察を行った。また，比

較のためCalifornia産の」≧蟹鉦迦g£」L亙⊥』⊥．旦　sp．の臼歯のエナメル質

も観察した。

［観察の結果］

光顕蟹観察：エナメル質の厚さは主な部分で2mmから4mmであり，平均的には約
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2mmである。矢状方向の断面ではエナメル・ゾウゲ境はきわめで平滑な形態をしている

。Kobayashi　and　Kamei（1973）で用いられたレプリカピールが

のこされていたので，これを観察にもちいた。．ハンター・シュレーゲルの条紋（以下シュ

レーゲル条と省略）はよく発達しており，エナメル質の全層にわたって明瞭にみとめられ

る。各条の配行は比較的直線的でS回状の湾曲はあまり強くない。しかし㌔エナメル質の

外表面に近い部分で配列の向きが30。から50。変化する事がありまたエナメル質の中

ほどの部分で徐々に配列方向がかわり，ゆるいS三二湾曲を示すこともある。

　各条とエナメル・ゾウゲ境とのなす角度は，70。から90。とかなり高角度であり。

デスモスチルスにおける30◇から40。（小沢，1973；1984）に対し，より直

交する傾向がある（図1）。シュレーゲル条の幅は明帯・暗帯とも約50μmであり，デ

スモスチルスの場合とほぼ同様の値をしめす（図2）。

SEMに　　エ　　ル　の　ミ：SEMによるパレオバラドキシアの臼歯のエナメル質の

エナメル小忌の形態は，デスモスチルスのものとよく類似している（図3．4）。すなわ

ち円形ないし楕円形の水平断面をもつ小忌が平行に並び，その列の問には直線状に部分布

する小柱問質が見られる。また。心柱の部分と小鳥間質の部分ではそれを構成する結晶の

配列方向が大きく異なっている（図5）。この形態は基本的にはデスモスチルスと共通す

るものといえよう。これに対し，エナメル小柱の水平断面の径は3．1一・3．5μmで，約

3μmないしそれ以上である。これは今までに知られているデスモスチルスの場合の1．2

－2．0μm（小沢，1984＞にくらべ．かなり大きな値である。Kobayashi

and　Kamei（1973）はエナメル小柱は主に弧門形であるが，亜円形や多角形

などあり，小謡の径は4－5μmとかなり大きなものとしているが．これは透過電顕（T

EM）によるし’ブリカの観察であり，　SEMによる直接観察との差がでたことが考えられ

る。

　比較のために筆者が観察したCalifornia産のデスモスチルスの場合も小心の

径は1．5－2μmでほぼ2μm以下という値は，デスモスチルスに共通するものと考えら

れる（図6）。したがって，このパレオパラドキシアの試料についてはデスモスチルスよ

一129一



りも大きいエナメル小柱を持つということができる。しかしながら，比較に用いた試料は

歯種が異なっているため，この差異が何を示すのかは今のところ断定することはできない

。より多くの試料についての検討が必要である。

　［まとめ］

　冨草層群産のパレオパラドキシアの臼歯試料についてSEMを中心とする組織学的検討

を行った。明らかになった要点は次のとうりである。

1．パレオパラドキシアの臼歯のエナメル質の組織の特徴は基本的にデスモスチルスのそ

れとよく類似する。

2．シュレーゲル条とE－D境のなす角は70－90◇でデスモスチルスで観察されてい

る30－40。にくらべて大きい。

3．エナメル小柱の径は3．1－3．5”mでデスモスチルスにおける1．2－2．0μm

よりも大きい。

4．これらの差異が動物問や歯種問の差として有為なものであるかは，さらに多くの試料

についての検討にまたれる。

　［文献］

神谷英利（1987）津山産：Ea1皇鋤遺Ld＝q』dLaの歯の組織の観察．日本産

　　　　海生ほ乳類化石の研究（総研A連絡誌），81－82。

Kobayashi，1．and　Kamei．T．（1973）　A　宜istolo－

　　　　gical　Study　on　a　Tooth　of　£＿ξL⊥＿一L・一

　　　　doxia．Mem．Fac．Sci．，K：voto　Univ．，Ser．

　　　　Geo1．and　Mineral．，40．13－25．

小沢幸重（1973）北海道上徳志別産DesmLΩ強」凄⊥且旦の臼歯の組織学的研究．

　　　　地質雑，80，179－185．

小沢幸重（1984）歯の組織からみた系統と食性一・一デスモスチルス類の歯の形態面識
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　　　　構造．デスモスチルスと古環境（地団研専報，28）．119－128。

三枝春生，亀井節夫，久家直之，漆戸尊子（1986）岡山県津山市産パレオパラドキシ

　　　　アについて．日本地質学会第93年学術大会講演要旨，354．

　　　　　　　　　　　　　図　の　説　明

1．矢状断面におけるシュレーゲル条の配列．下側がゾウゲ質，右が歯冠側。

エナメル質の厚さは2mm（レプリカ）．

2．同上の拡大．

3．エナメル・ゾウゲ境付近のSEM像．スケールは10μm．

4．中層付近のエナメル小柱の配列（SEM像），スケールは5μm．

5．小柱と小柱間質における構成結晶の配列（SEM像），スケールは5μm．

6．デスモスチルス（California産）のエナメル質（SEM像），

　スケールは5μm。

　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　Histological　Reexamination　of　Enamel
　　　　　　　o　f　　」…一　　＿立＿旦」b　a　七　a　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　　H　i　detoshi　kAN　l　YA＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　（abstract）

　　　The　wri七er　　㎜ade　　histological　　reexamination　on　　七he　molar　of　　2a」1三二

⊆堕　taba七a　i　from　　the　M　i　ocene　Tom　i　kusa　　Group　d　i　s七ributed　in　　the　sou七hern

part　　of　　Nagano　　Prefecture，cen七ral　　Japan．The　ma七eriaI　　stud　i　ed　is　　七he　f　i　rst

lower　r　i　gh七　premolar　　and　investiga七ed　　by　　Koba：yash　i　and　Kame　i（1973）．In　　七h　i　s

work，scanning　e　l　ectron　　m　i　croscopy　　解as　ma　i　n　l　y　　used．The　　resu　l七s　are　shown　in

七he　followings．
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小沢幸重・寒河江登志朗・三島弘幸（日：本大・松戸歯）

　犬塚（1987、松井愈教授記念論文集）は足寄から発見された大型

動物化石をBehemotops§．2．とし、骨格および歯の形態から
Desmstylusの祖先であると推定したが、この動物の歯の組織を
Desmstylusと比較した。試料は足寄第2標本（M2）を用いた。
1．エナメル質、象牙質ともに成長線が明瞭に認められた。

2．鉄などの沈着はエナメル質象牙質ともにほとんど認められな
い。Desmstylusにこのような沈着が多い点から、両者の埋没、化
石化の過程の差が示されている。

3．脱he皿otopsのエナメル質は約3mmの厚さでありシュレーゲル
条紋が、咬頭に凸有しっっエナメル質表面にむかって走行する。
Des凪ostylusやPalaeoparadoxiaのシュレ・一．ゲル歯面は、著しい規

則性をもって、S字状のカーブを描きっっ配列するが、これとは明
らかに異る。即ち、右蹄類型ではあるがDes漉ostylusより発達が悪
い。

4．シュレーゲル条紋を構成するエナメル小豆の数は、歯冠中腹の

エナメル質中層部位で、横断帯十～十数本であり、Desmstylusや

一より少ない。この点も、デスモスチルス類より原
始的とみられる点である。

5．エナメル質中層におけるエナメル小柱は、臼歯の水平断面にお

いて直径3～4μmの楕円形で小柱間エナメル質を挟んで平行に配
列する。しかし、エナメル質表面に平行な面（tangential　plane）

では、シュレーゲルの条紋の両帯に相当する領域ともにエナメル小

柱は平行配列であるが、里謡の境界では直径5μmの円形エナメル

小柱が交互に配列する。すなわち、エナメル小智の配列は
Desmstylusと類似するが、　Desnostylusではより小型のエナメル
小柱（直径1．2μm）が歯の三軸断面において平行に配列してい
る。DesmstylusはBehemtopsより著しく特殊化（小型化）が進ん
だエナメル丸柱の構造を持つ。これはエナメル質を形成するエナメ
ル芽細胞の幅がDes凪ostylusでは著しく小型化していることを示し
ている。

6．象牙細管はややカーブを描きながらも、ほぼエナメル質へむか
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って直送する．また．管周象牙質の発達はない、この点は．
脱脇◎就y1器と類似する．

7．翫融蜘沁鯵の象牙質内に石灰化条《璽日互本の成長線）ぶ認め
られた。

　以上の事実は、脱短篇恥欝の歯の構造はのes脚就y蝕sと異るぶ、
有蹄類のものであり．艶躍◎就y量囎類の先担的構造としては許容の

範囲にあることを示している、咬合面の唖総懸や成長線の周題は．
今後更に追求したい．

脱融痛論欝のシュレーゲル条紋
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福島県浜通り産出海棲哺乳類の微化石による地質年代について

　　　高柳洋吉（東北大学・理）・丸山俊明（東北大学・教養）

　　　長谷川善和（横浜国大・教育）・州府田良樹（いわき市教育文化事業団）

1．はじめに

　福島県太平洋岸の浜通り地方のいわゆる多賀層群からは、戦前から海棲哺乳類の産出が報告

されているが、その時代論については中新世とされていたが、近年の微化石研究によりその時

代が明らかになった。ここでは、大熊町産出の旦一L皇（オオクマイルカ）、

富岡町産出のΩ一、いわき市四倉町産出の鯨類化石の産出時代について、同

割準から産出した微化石を分析した結果からの地質時代を報告したい．

2．大熊町産出の旦一（オオクマイルカ）の地質時代

　福島県双葉郡大熊町夫沢字長者原産出の旦皇⊥一（オオクマイルカ）と同層

準からの試料を分析した結果保存良好な珪藻化石が多産した。珪藻群集は、エー⊥一

門』一の多産と』一L皇　var．」鋤⊥⊥一
息の稀産で特徴づけられる。よってこの試料の層準は、1』一　var．四一

一一』⊇一　Zoneと結論される．
3．富岡町産出のΩ一且の地質時代

　福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁産出のΩ一と同層準からの試料を分析し

た結果、珪藻化石が産出した。この珪藻化石から結論づけられた層準は、大熊町産出の」雄⊥一

一と同様の一　var・一一」一一
一　Zoneである．
4．いわき市四倉町産出の鯨骨化石の地質時代

（1）珪藻

　63試料中56試料より珪藻化石を検出した。検出した珪藻化石群集は、エL一⊥一

隅一』』の産状に基づきA・B群集の2グループに大別される。

　A群集は、旦、一k一しの多産によって特徴づけられる。A群集は八日十

日不燃物埋立処分地、四倉高等学校地区をはじめとして四倉町西部の丘陵地域に広く認められ

る。A郡集を含む四倉層は　．ka　も　　　at●ca帯と認識され、最上部中新統～下部

鮮新統と結論される。

　B群集は、Ω一の無産または稀産、および旦Ω」幽。」塑」⊥一

⊥一£幽．，一　」L皇m邸L⊥，一　銀繭
⊥曲、の共産によって特徴づけられる。B群集を含む四倉層は旦山　」山一
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山帯に相当する可能性が強い。しかしながら、これは群集組成のみかけから判断した

結果であり、地質年代を推定するには不確定要素が多い．

（2）石灰質ナンノプランクトン

　採集した全試料63個について分析したが▼石灰質ナンノプランクトンが産出したのは次の

わずかに3試料のみであった。これから一　sp．，一⊥一

」一■幽＿　SPP．，劃一　」P」一し
が共産した。これより四倉層は石灰質ナンノプランクトン化石帯区分（Okada　and

Bu一・kry，1980）のCN10～CN11帯と織され、趾部属新統～下鱗新統と

結論される．

（3＞有孔虫

　八日十日不燃物埋立処分地、四倉高等学校地区より産出した8試料について分析したが、浮

遊性有孔虫は全く検出できなかった。底生有孔虫については、一

一が各試料より1～2個体産出したのみであった。

（4）放散虫

　八日十日不燃物埋立処分地、四倉高等学校地区より採集した試料虫より、無作為に8試料を

抽出し放散虫の分析を行った。全試料から放散虫を検出したが、産出頻度および保存状態が良

好で定率分析に適したものは、5試料であった。5試料より一　」嵐一

側しが産出しだ。また、3試料より」L一L一一
匹が産出した。これより、これが産出した、四倉層L一h」一しの出現層準

より上位の一⊥皇⊥創L＆⊥⊥帯と認識され、鮮新統と結論される。

（5）まとめ

　珪藻、石灰質ナンノプランクトン、放散虫の分析結果を微化石複合年代尺度に照らして、四

倉層の地質年代を考察する。鯨類化石が多産した四倉高等学校、八日十日不燃物埋立処分地の

四倉層からは、珪藻・放散虫が共に多産し、化石帯も識別されている。珪層は、』ぬ皿⊥一

一．帯を指示し、放散虫はエー⊥皇」］一の出現層準より上位の旦．

⊥皿Lよ帯を示している。これより、両化石帯が重複する地質年代は、エー」幽一

一の出現層準から」L」一帯上限までの区間となり、約400
万年前後の鮮新統と結論される。四倉高等学校、八日十日不燃物埋立処分地以外に分布する四

倉層からも、珪藻では旦、一k一帯の群集が多数認められている。また、

石灰質ナンノプランクトンではCN10～CN11帯の群集が認められている．このことは上

記結論ときわめてよく合致してしている．
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関東地方における幾つかのほ乳類化石包含層
の微化石年代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎　藤　常　正（山形大学理学部地球科学教室）

はじめに

　関東地方の新生代後期の地層から，最近多くのほ乳類化石が報告されている．この小論

では，房総半島，伊豆半島，横浜一多摩丘陵地区，相模原地区に分布するほ乳類化石包含

層の幾つかについて，石灰質ナノ化石と浮遊性有孔虫化石により，年代の検討を行った結

果を報告する．

房総半島

　画具類の右前鰭部分の化石（横浜国立大学教育学部にて借用保管中）が，千葉県富津市

鋸山の石切り場に露出する，豊岡層群千畑れき岩層から操集されている（図1）。この鰭

脚類化石に付着した黄緑灰色の細れき質細粒砂岩から，表2に示すような豊富な浮遊性有

孔虫化石が分離された．この群集は，Globorotalia　plesiotumida　Blow　and　Banner，旦⊥g一

繊acostaensis　Blow，およびlborotalia　merotumida　Blo脚and　Bannerの共存

により，Blo回（1969）のN17a帯に対比され，　Berggren，　Kent　and　van　Couvering（1985）

の年代論にしたがうと6．2～7．2胎の年代が得られる。　なお時代決定に有効なナノ化石

は認められなかった．

伊豆半島

　すでに長谷川・甲能・増島によって「総研ニュース」に報告されたように，昭和61年

12月，静岡県高田郡韮山町の天城山中で，高校生によりアシカ科の犬歯の化石1点が発

見された．化石に伴っていた母岩は，灰白色のパミス質凝灰質中粒砂岩である．この資料

は底生有孔虫（Elphidium　等）のみを含み，有孔虫からの時代決定はできないが，表1に

示すようなナノ化石を産する．ナノ化石は豊富ではないが，3．2飴に出現するPseudoemi－

liania　lacunosaを含み，2．3酷で出現するsmall－spp．を含んでいないこ

とから，3．2”a以降で2．3Ma前のCM2帯に対比される．岡田（1987）は，同じ伊豆半島の原

田層から，同母に対比される群集を報告しているので，この地層は原田層と向時期の堆積

物と考えられる．
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横浜一多摩丘陵地区

　房総半島から多摩丘陵にかけて分布する上総層群からは，海生ほ乳類の多産層準が知ら

れているが，今回はアシカ，シカ，および硬骨魚化石を産する層準について，ナノ化石の

検討を行った．横浜国立大学教育学部地学教室の小泉明裕が大型化石については検討中で

ある．4資料について，ナノ化石群集の組成を表3に示す．それぞれの資料の採集地点は

図2a－dにプロットしてあるが，産出した大型化石については以下の如くである．

　地点3　横浜市栄区小菅ケ谷JR根岸線本郷台駅北　一　上総層群小柴層Sfテフラ上位

　　　　　　　層準；アシカ類，硬骨魚類が発見されている．

　地点4　横浜市磯子区東町JR根岸線根岸駅北方　一　上総層群上星川層Sfテフラの約

　　　　　　　5m上位

　地点5’横浜市磯子区杉田の道路工事現場　一　上総層群中里層の最上部から約5m下

　地点7　東京都日野市東平山1丁目浅川平山橋左岸　一　上総層群平山層Huテフラの約

　　　　　　　60m下位；シカ類化石が発見されている．

　第四紀のナノ化石群集組成により，岡田（1987）はA～Gの群集帯を認めているが，資料

3～5’はF帯に，7はG帯に対比される．F／Gの帯境界は1．36Ma，　E／F境界につい

ては1．10Maの年代が得られている。

相模原地区

　この地区に分布する中津層群下部の神沢層の，神奈川県愛甲群愛川町小沢，環浄寺南西

80m（図3中のx地点）の大きな崖の露頭から，ゾウ，クジラ，シカ類とともにウミガメの

産出が知られている（小泉，1987）．今回，大型化石の産出耳環からは微化石は発見

されなかったが，中津層群の7層準から採集された資料から，表4に示すような豊富な浮

遊性有孔虫を検出することができた．この群集は，その組成からBloω（1969）のN21帯に

対比されるものである．また中津層群上半部の清水，大塚，塩田の3層の浮遊性有孔虫群

集は，能登半島の藪田層のものと時代的にも，群集組成の上からも近似する群集を含んで

いる．なお，中津層群の古地磁気層序の検討が東京工業大学理学部の小山真人によって行

われている（未公表）が，その結果と有孔虫群集組成とを組み合わせると，本層群はガウ

ス正磁極期の後期から，松山逆磁極期の前半，約2．9海から1．9岡aに亘って堆積したと考

えられる．

一141一



謝辞

　石灰質ナノ化石の同定は，山形大学理学部地球科学教室の岡田尚武氏にお願し，同化石

群集にもとずく時代論についても御教示をいただいた．また，東京工業大学理学部応用物

理学教室の小山真人氏には，中津層群の古地磁気層序について未公表の資料を御教示頂い

た．ここに記して，両氏に厚く感謝申しあげる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用文献

BERGGREN，　N．A．，　KENT，　D．V．，　＆　VAN　COUVERING，　J．A．（1985），　　冠eogene　geochronology

　　　　　and　chronostratigraphy．　In　Snelling，　N．J．，．　ed．，“The　Chronology　of　the

　　　　　Geological　Record，”　Geol．　Soc．　London、　卜1em．　10：　211－260。

BLO日，　1呼．H．（1969），　Late　Mi〔コdle　Eocene　to　Recent　plankt6nic　foraminiferal　biostra－

　　　　　tigraphy．　In　Bronnimann，　P．　and　Renz，　H．H．，　eds．，　“lnternational　Conf。

　　　　　Planktonic　｝1icrofossils，　1st，　Geneva　（1967），　Proc。幻，　vol．　1：　199－422。

長谷川善和・甲能直樹・増島　淳（1987），静岡県天城山申からアシカ科犬歯化石の発見。

　　　　　海生ほ乳類化石総研ニュース．

小泉明裕（1987），南関東の海生ほ乳類化石の産出状況について。日本産海生ほ乳類化石の

　　　　　研究：15－17．

岡田尚武（1987），南部フォッサマグナの海成層に関する石灰質ナンノ化石の生層序と古環

　　　　　境．化石，43号：5－8．

表1　伊豆半島天城山中のアシカ科の犬歯化石と共産する石灰質ナノ化石．

　　Pinniped　tooth　from　Ichiyama，　Amagi－Yugashima，　Izu　Peninsula

　　　Nannoplankton　Species

　　　　　Cocco1εthus　pe！ασicus

　　　　　Dfαyococdtesα耐αrct1cus

　　　　★Psθudoemi麗αniα！αcunosα

　　　　　Rθt正CU101セηθstrαhαqff

　　　　　Rθtfculofεnθstm　mfnutα

　　　　　RθtiCU！01セnesオrαminutu1α

　　　　　　No　Sphθno疋ithus

　　　　　　No　Gephy｝。ocαpsαspP・（sman）
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表2 房総半島千畑れき岩層の鰭脚類化石と共産する微化石群．

Pinniped　tooth　from　Nokogiriyama，　Awa　County，．Boso　Peninsula

　　　NannoPlankton　Species

　　　　　CαZcfdisc魏s　1θptOP・rus

　　　　　Cocco！ithus　peZαgicus

　　　　　Dfctyococdtθsα耐αγ’cゼcus

　　　　　Diα：yococcεtθs　productus

　　　　　Poηtosphαθrα1αponicα

　　　　　SphθnoZεthus　compαctUs

　　　　　Sphθno1鴛hus　neoαbεθs

　　　Planktonic　foraminiferal　Species

　　　　　GZobεσθrfηααnσusεεu7ηbε！icαtα．

　　　　　αobiσθrfm　buZlofdes

　　　　　GZobfg’erfm　dθcorαPθrtα

　　　　　G励iσerfnα角Zconens1S

　　　　　Giob正gerfnαnepeπthes

　　　　　Globfσθrfnofdθs　bo1Zfε

　　　　　GZobiσeγ’ごnofdθs　ob1εquus

　　　　　Globiσepinoidθs　quαdγ’110bαtus

　　　　　GZobfgθrinoεdesγ’uber

　　　　　GZobfσθr‘nofd3s　sαccu1ザ¢r

　　　　　Sαphαθrofdfnθ110psfs　semiηu1fnα

　　　　　Orbu1εηα　suturα！オs

　　　　　Orbulfnα　μηfversα

　　　　　Globoquαdrfηαα1εispかαα1疲sμγ●α

　　　　　G正oboquαdrinαα疋t重sp‘rα9’10bosα

　　　　　Globoquαdrinαdθhεscθns

　　　　　αoboquαdrinαvθnezue疋αnα

　　　　　Globorotα！iααcostαensis

　　　　　αoborotαZfαconomlOZθα

　　　　　G疋oboro£αZiα　conoideα

　　　　　Globorotα1εαcultrαtα

　　　　　αoboroεαZεαmθro重μm正dα

　　　　　Globoroεα1fα　η1uZtfcαmerαtα

　　　　　G～oborOεαZごαopfmα　coη重inuosα

　　　　　Globorotα1正αPlesiotumfdα

　　　　　GZobεσerfnftασlutεnαtα

　　　　　G励fσerfnf施uvulα
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X3 nc 2Ik-2 k fr ve }t!l X me op t 7 itEg¥.

SAMPLE NUMBER
ABUNDANCE - PRESERVATION

No.5' No.4 No.3 No.7

 CG CG FM CM
Calcidiscus leptoporus

Coccolithus pelagicus

Dictyococcites perplexa

Dictyococcites productus

Gephyrocapsa spp. (small)

Gephyro. caribbeanica (M: 3-5um)

Gephyrocapsa caribbeanica (L:>5um)

G. oceanica (oblique M: 3-5um)

G. oceanica (vertical L:>5um)

G. oceanica (oblique L:>5um)
Helicosphaera carterilkamptneri

Helicosphaera sellii

Pontosphaera iaponica

Pseudoemiliania lacunosa

Reticulofenestra minuta

Reticulofenestra minutula

Reticulo. sp. A (S: 5-6.5um)
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X4 tp ne nc Z¥ tp ut ew lt E Z¥.

Species / Sample number 14 11 15 16 13 6 18

Globigerina angustiumbilicata Bolli

G.･ aperturaCushman
G. bulloides d'Orbigny
G. decoraperta Takayanagi and Saito
G. folconensis Blow
G. fbliata Bolli
G. praedigitata Parker
G. quinqueloba Natland
G. umbricata Orr and Zaitzeff
Globigeninella obesa (Bolli)
Globigeinita glutinata (Egger)

G. iota Parker
G. uvula (Ehrenberg)
G!obigerinoides cyclostomus (Ganoway and Wissler)

G. elongatus (d'Orbigny)
G. obliquus Bolli
G. quadrilobatus (d'Orbigny)
G. ruber (d'Orbigny)
G. trilobus (Reuss)
GIoboquadrina cong!omerata (Schwager)
globorotalia 25e.mtfinn.c8a,e. E?.e.rMUdeZ)

G. crassaformis (Galloway and Wissler)
G. incisa Bronnimann and Resig
G. infZata (d'Orbigny)
G. inflata praeinflata Maiya, Salto and Sato
G. ronda (Blow)
G. seigliei Bermudez and Bolli
G. tosaensis Takayanagi and Bolli
G. tumida (Brady)Globorotaloides hexagona (Natland)
Neogloboquadeina asanoi (Maiya, Saito and Sato)
N. himiensis (Maiya, Saito and Sato)
N. humerosa (Takayanagi and Saito)
N. incompta (Cifelli)
N. kagaensis (Maiya, Saito and Sato)
N. pachyderma (Ehrenberg)
Orbulina universa (d'Orbigny}
Pullenlatina obliquiloculata praecursor Banner and Blow
Spheroidinel!a dehiscens (Parker and Jones)･
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図1 房総半島豊岡層群千畑れき岩層の鰭脚類と微化石の産地

1：25，000地形図「保田」による．
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図2a－d　横浜一多摩丘陵地区の微化石産地．

　a　地点3　上総層群小柴層．　1／2．5万地形図「戸塚」．

　b　地点5’上総層群中里層．　　　　　同上．

　c　地点4　上総層群上星川層．1／2．5万地形図「本牧」．

　d　地点7　上総層群平山層．　1／2．5万地形図「武蔵府中」．
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国立科学博物館所蔵海生哺乳類化石カタログ

冨田幸光・上野輝彌（国立科学博物館）

　国立科学博物館では所蔵標本の目録を作成し、情報交換を行うことによって、研究者を

はじめ国内外の標本利用者の便宜をはかることを目的として、標本の情報整理を進めてい

る。いくつかの分野ではすでに目録が作製印刷されている。

　古生物第三研究室でも1986年以来、この資料情報化計画の一環として、脊椎動物化石の

整理を進めつつあるが、この総研の機会を借りて、特に海生哺乳類化石を用いて、資料情

報化の試行を行った。以下のページはこの結果である。

　原則として国内・国外を問わず転生哺乳類化石はすべて含まれているが、米国カリフォ

ルニア面出で未記載の　の歯牙化石（Kirklandコレクション）については諸
般の事情により割愛した。レプリカ標本も比較資料として貴重であり、すべて含まれてい

る。

　配列順序は義脚亜目、鯨目、束柱目の順で、各目内は概ねRo皿er（1966）＊の分類表の科

の順、さらに各科内は属・種のアルファベット順に配列してある。属・種が不明の場合は

各科の末尾に、科不明の場合は血目の末尾に、それぞれ産地コード順（北海道～沖縄、ア

ジア、ヨーロッパ、北・南アメリカ）に配列してある。

　データは標本1点にっき5行のスペースを使用して、

1行目

2行目

3行目

4行目

5行目

の順に出力してある。

　尚、このデータベースの入力・出力システムは、国立科学博物館人類研究部の佐倉朔氏

によるオリジナルであり、この場を借りて氏に深く感謝する次第である。

＊　Ro皿er，　A．　S．　（1966）　　Vertebrate　paleontology．　　Univ．　Chicago　Press，　468PP．
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PINNIPEDIA

Enaliarcttdae Skull PV-18672Eneliarctes mealsi Mitchell et Tedford
U.S.A., CaliT5tFEiErnte, Kern County, Pyremid Hlll, LACM loc.1627.

Miocene PyrenidHtllSandMb. '81Retnarks. Rep. (Plastotype; Orts.: LACM 4321). Mitchell G Tedford (1973)

En61iarcttdae Skull PV-18673Enalierc os mitchell' t Barnes
V.S.A., CaltfQrnia, Kern County, Pyremid Hill, trcMP V 6618

Miocene PyreptidllillSandMb.. 81Remerks. Rep. (Plastotype; Orig.: VCMP 1oo391). Barnes (1979)

               t.
Enaliarctidee Palete PV--18674.Enaliarctos mitchelii tBarnes
U.S.A., Celtli5tFMg:-idrnta, Kern County, Pyraidd "ill, UCMP V 6618

Miocene Pyra"idHillSendMb. ' 81Remarks. Rep. (Plastoperetype; Orig.: UCHP 80943). Bernes (1979)

Enaliarcttdae Skull
Pinnerctidion 2b!E!!g2!t h i Barnes

ll.S.A., Californie, Kern County, Pyramid Hill, UCMP V 6916

Miocene Pyrsmtd Hill Sand Nb.
Retnarks. Rep. (Plastotype; Orig.: VCI4P 86334). Barnes (1979)

Desmatophocidae. SkulleDent.
!D{e!E!Egg2!}!!Egt hoc g!!sg!!ge!!uEnsisCondon

U.S.A., Californta, LincQln Co., neer Newpor't.

Miocene Astotta Fn.                                  'Remarks. Rep. (Plastotype; Orig.:. Univ. Oregon). Condon
                    '               '
                    , Skull(frag.)Otariidae

Allodes-us coursent (Downs) 'Tochigi-ken;TtEg ;fiiitsunomiye-shi, Hechinanyeme

Miocene KanometazevaFm. . .Remarks.Rep.RepenningeTedford,.1977. .

Otarlidee bent.(R 4teeth)
EEy!!gEgRlve.U t i Ay!b!g!g.(Forster)

Ishikewa-ken, Kanazeva-shi, Cosyo

Pleistocene Onma Ss.Remarks. Rep. (Orig.: Kanazavs Univ.). Kaseno (1951)

Oteriidae Skull (rostrua)
!E!y!!!gy!l!!ggti!s!tE!!!s!gSshidaiShikame . ･, .
Chiba-ken ?
Quaternary
Remarks. Rep. (Plastotype). Shikama (1953); Mitchell (1968).

Otariidae Skull (snout)
,E!!!!!!gsguggt i s sinsnoensis Nagao

Nsgano-ken, Higeshichikunla-gun, Shiga-""ra, Cojo, Shittakou,

Miocene ,Bessyo Fm.Re,narks. Nsgae (1941)

PV･-18675

81

PV-IS076

81
(1906).

     PV-176Sl

09

PV-OSO07

17

PV-03706

11

PV･.08986

Asou
19

Otariidae. Dent.(L)
.!E!!!!!!E!i!-Etisp.' -
Akita-ken, Oge-shi, Wakinotp., Tqya･-sawa
                           Shlbtkava formation'Pl tocene '

Remarks.Rep.(Orig.:AkiteUntv.) '･,
         '                                               '                           Tibiq (?) '.Otariidae

,Epy!!gss!Iuggti?sp. ' -Chtba-ken, Ichihare-gun, Kemo-mura
Pleistocene
Refnarks. Rep.

0tartidae SkullThalessoleon mextcenus (Rep'ehning.et Tedford)
Mexico, Baja Californie, Cedros lsland.
                           AlmejeS Fm.Miocene
Remarks..Rep. (Oris.: UCR 15251). Repenntng e Tedford (1977)

Otariidae RediusOteriidee
Kasewa･-ken, Sbozu-Bun, Ikede`Lcho, off･ShakagahenB, Seto"aikei

Pleistocene ,. '
Renarks. Tekaocollection.

Otartidee Bene frag.
Otariidae
                                               '::g;U23:kl::e, ShOZU'gUn, Ikeda-cho, off ,Shakegahane, setoneikei

Remarks. Takeocollection.

Odobenidae' Skull&Dent.
Aivukuscedrosensts(RepeRninsetTedford) .
Mexico, Baja Celifornte, Cerds Islend.

Miocene Almejas Fb.Re-,arks. Rep. (Ortg.: ucR IS259). Repennins & Tedford (1977)

Odobenidae. Skeleton(bart)
:SIresgEg!!gt t s!gt!!!atnst Mitchell

U.S.A., California, Sante Batbare Co.

Miocene Sisquoc Fm.･Remarks. Rep. (Plestotype; Oris.: U"tv. Oregon) Nitchell

Odobenidae 'Skullouobenus !!t!fi!!e-!Esmarus (Ltnne.evs)

Tokyo-to, Minato-ku, Shtba-katgan-dori 3-1, near Shioji bridge

Holocene '･Remarks.

  ouobenidae'- Skull
  Odobenus rosmarus '(Linnaeus)･
  l")c. unknrwn.

' Holocene
  Remarks.- Recent skull. Me'ye collection.

                             '  Odobenidae 'Pent.(symph.)
 -Odobenussp. '
  Chiba-ken, Ichihara-shi,. KetnQmechi, Manda"o!

  Pletstocene Manda'noFm. ,
  Remarks.

PV-OS196

03

PV-08994

11

PV-IS411

82

PV-14513

'36

PV-14514

36

PV-IS410

82

PV-15077

81
(1968).

    PVn5442

13

PV-14667

98

PV-18911

11
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Odobenidae
Odobenus sp.
Tokyo-to, Buakyorku,

Plei9tocene '
Resarks. Anonyeous

Odobenidae
Odobentdae
U.S.A., North
Miecene
Remarks. Rep.

Odobentdae
Odobenidae
U.S.Ai, North
Miocene
Remarks` Rep.

Skull (frag.)

Cokokuji

(1972)

Ca'rolinai

(Ortg.:

Carolina,

(Ortg.:

Odobepidae
Odobenidae
U.S.A., North Carolina,
Miecene
Remarks. Rep.･(Ortg.:

Odobentdae
Odobenidae
U.S.A., VirBtnta, lsle
Miocene
Renarks. Rep. (Orig.:

Odobenidae
Odobenidae
U.S.A., North
Miocene
Remarks. Rep.

Carolina,

(Orig.:

Phoctdae
!C:gssg2!}g!lgalloh g!b!agysgscuraVan

U.S.A., North Caro"na,
Miocbae
Resnarks. Rep. (Orig.:

Phocidae
SC}agU9R!!ggg obscura Van
U.S.A., North Catolina,
Hiocene
Remarks. Rep. (Orig.:

  , CekkodeA
'Tokyo Fm.

Tooth (tusk)

-･2M.

PV-15157

13

PV-154oo

 Craven C6.,' Nev Bern, Superiorstone Co. paarry

    Yorktown h. 81USM 171240)

Tooth (tusk)

 llamlico Co., Lover Neuse River.
    Vorktown Fm. ?
USNM 175386)

Tooth (tusk)

PV-15401

81

PV-15404

 Beaufort Co., near Aurora, Lee Creek Mine.

    Yorktown Fn. 81USM l814ss)

rooth (tusk) PV-1scOS

oi Wight.Co., Burwelll Bay, Janes River..
    Yorktovn Fe.
USIor 181639)

Tooth (tusk)

81

PV-IM07

 Edgecombe Co., 3 mtles N.W. of `Tbrboro, Tar River.

    Yorktovn Fb. 81USM 23125)

    Femur (L)
Beneden
 Beaufort Co., near Aurora, Lee Creek
    Vorktown h.
USNM 175588)

    Humerus.(L)
Beneden
 Beaufoct Co., near Aurora, Lee Creek
    Vorktovn fim.
USM IBI419)

Phectdae Dent.(L "/1,2)
wwCall h g!b!!!EsypuscuraVanBeneden
U.S.A., North Caro"na, Beaufort Co., near Aurora,

Miocene.' YorktovnFm.Renarks. Rep. (Orig.: US)"f 206176)

(ORDER)Carnivora Tooth
Pi"nipedia ?
Vataanashi-･ken, Mtnamitstiru-gun, Nishikatsvra-cho,'

Miocene' FuruyaFm.Remarks.

PV-15402

Mine.
81

PV-15403

Nine.
81

PV-IM06

lee Creek Mine.
81

PV-17366

Shimokurechi, Mi2unokt.
                 20

(ORDER) Carnivora
Pinnipedte
U.S.A.,' palifornia,

Hiocene ''
Remarks.

Protecetidae
Protecetidae
U.S.A., ,North
Eocetie-

Renarks. Rep.

Fresno

Carolina,

(Orig.:

Doradontidae
Porodon serratus Ctbbes
ij':.g:T:' ;b.A., g61.iEMiEath caroiipa, ,

Eocene
Remarks. Rep. (Orig.:

Toeth (c)

co., Honocltne Rtdse
Tenblor Fn., 11enblor

CETACEA

'I)ent. (RL)

 Neer Bearfprt
    Nev Bern ft.
USM 392014)

koth (R

Ladxon;

usnv 214512)

P4)

Dorudentidae SkullEZILg2!R!zghi !s2.gb!!.hii(Reichenbech)

U.S.A`, Alabama, Chectav Co.

Eocene, ･' JacksonFn.
Remarks. Rep. (Orig.: USNN 11962)

(H)
Reef

Agoropmitdae ' ･SkoU
AAg2ma-ghi sP.?
Fulcuoka--ken, Kttakyoshu-shi, SakamtzuLBeach

Oligecehe'･･- AshiyeCr.,SakamizuFn.
Re-arks. Rep. (Orig.: Kttakyushu Mus.NH)

Agorophiidae
!A!gg!g2!wghi sp.

V.S.A., Oreson,
Oligecene ''

Remarks. Rep.

Ltncoln

(Orts.:

Squalodonttdae
  uelodon celvertensis

Co.

USNM

Mel Y:tia ;li:'-(EEiVand, Calvert

  Rep. (Orig.:

Skull

, Toledo
Alsea Fin.

 256S17).

    Skull
Kellogs
   Country,'
    Ceivert
USM 206288)

Fordyce (1oa1).

Bed

PV-16682-1

81

PV-18353

81

PV--15399

81

PV-17652

81

･PV-17766

41

PV-17780

81

PV･-15396

U.S.'A.,

Nteeene
Renarks.

Kauffnan
Fbb.

Camp.

Sgualodonttdae /' Earbone
gSg}mvef!ggld sRts!g-g!!-lvertensisKellogg

      ,.Maryland, Calve.rt･ (k)., Chesapeake BeechU.S.A.

Hiocene ' ChesapeakeCr.,CelvertFb.
Remarks. Rep. (Plastotype: Oris.: USDOf 10484). Kellogg

Platantsidae Ear boAe
gg!,!!gg!!Sghachis.Efss-g!Esls.1 11t Cope

U.S.'Ai, Haryland, Caivert Co.,･Chesapeeke- Beech .

Mtocene,. ,'･ ChesepeakeGr.,CelvertFm.
Reny,arks.'Rep. (Orig.: USNH 10485). Keiiogg (1924).

81

PV-17787

.(1923).
81

PV-17788

81
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Ztphitdae Skull (rostrum)
Chonezi ius!tLs!s!!yEh Leidy
U.S.A., North Carolina, Beaufort Co., near A"rora, Lee Creek

Mtocene Vorktovn Fm.Remarks･. NBL. Rep. (Oris.: USNM 186793)

Ziph"dae RostrumsC:!!g!!gly!!!-gh iht sp.

U.S.A., North Caro"na, Pamltco Co.
Neogene
Remarks. Rep. (Orig.: USIe( 254269)

Ziphiidae Rostrua!M!egEguggg!!1 don sysgRggy;s Cervsis (?)･

U.S.A., North Caro"na, New Bern

Mteceae Vorktovn Fm.?Renarks. Rep. (Orig.: VSmu 307600)

Ztphiidae RostrveZiph"dae
Ishikawa-ken, East off Suzu-sht
Neogene
Renarks. Rep. (Orig.: Ishikawa-keft Educatien Center)

Ziphiidae SkilU (part.)
Ziphiidae
Nihonkai.
Cenozoic
Remarks. Rep.

Delphinidae Skall!DL{t!.M!Ey!yEl hinus wwd 1 hi Linnaeus

Tokyo-to, Chuo･-ku, Nihonbashi, Shirokiya
Ho!ocene
Remarks.

Delphinidae SkullII!)e}g!2!!!!!yal hinus -d 1 his Ltnnaeus

Tokyo-to, Chiygda-ku, Wadakura gate.
(cOde error)
Remarks.

Delphtnidae
ID{egM!!!y!yal hi g sp.

Shizuoka-ken, Kakegawa-shi,
Pliocene
Remarks.

Tooth (Mx)

 Honjo
Tamari Fla.

Delphinidae Ear bone
yG!x2gi-gLlith 2glLl!d!gKellogg

U.S.A., California, Kern Co., Bakersfield

Miocene Temblor Fm.Remarks. Rep. (Plastotype; Orig.: USNM VI1575). Kellogg

Delphinidae' ･ Skull
!LA.gg!!gurngny!hnhsg!b!-g-gg!!a" idn Gill

･Tokyo-to, Shinjuk"-ku, Ushigotne--mitsuke, Soto-bori
Holocene
Remarks. Honda (1929)

PV-15398

Hine.
81

PV-176S3

81

PV-i7654

81

PV-18352

17

PV-17176

49

PV-03756

13

PV-03758

13

PVn3491

21

PV-17794

(1931).
81

PVn3755

13

Delphtnidae Skoll & Dent.
..!L:aEag!!gmz!!s!!2gorh hswwb!i td ns Gill

Tokyo-to, Chuo-kui Nishiginza 6-2, Shtbado butlding -3m

Holdbene Vurakucho Sh.
-Remarks.

･Deiphintdae', ''Earbone
,L!aasug£}muoiithax E}i!yLEgyEnulanus Kellogs

U.S.A.,'Caltfornta,XernCo.,Baketsfteld -
         . .t.Miecene ･''-'TenblorFh.
Remarks./ Rep. (Plastotype: Orig.: USNH 11S66). Xellogg

PV-05298-

13

PV-17789

(1931).
81

 Delphinidae , ･- Earbone PV-17790!L:a2R!!!-y!gEm rolith x g}in!gsg!!yglllanus Kellogg''

V.S.'A., Califo(nia, Kera Co., Bakersfield

･Miocene Te-blot Fn. 81 Remarks. Rep. (Plastoparatype: Orig.: USNH 11567). Kellogg (1931).

belphinidae Ear bone PV-17791Nannolithax asgEcu!gtli Kellogg
U.S.A., qalifornts, Kern Co., .Bakersfteld

Miocene Temblor Fm. 81Remarks. Rep. (Plastotype; Orig.: USNM 11569). Kel!ogg (1931).

Delphinidae Ear bone ･ PV-177929g!t!g!2S!!uoltthax mira Kellosg

U.S.A., California, Kern Co" Bakersfield

Miocene Tenblor Fn. 81Remarks. Rep. (Plastoparatype; Orig.: USNM 11571). KelloBg (1,931).

Delphinidae ' Earbone PV-17793Oedoitthax mtra Kellogg
U.S.A., California, Kern Co., Baltersfield

Hioeene lablor Fb. 81Remarks. Rep. (Plestotype; Orig.: US)N 11572). Xellogg (1931).

Delphinidae Eat bone PV-･17795!P:!!ggggg!!sgghec en s.!gt!!yEsygnustus Leidy

U.S.A., Maryland, Anne Ar"ndel Co., Fairhaven Cltffs

Miocene Chesapeake Cr., Calvert Fm. 81Remarks. Rep. (Orig.: USNM 21039). Kellosg (1957).

Delphtnidae .. /,'Skull PV-03757:T-I-gRgio cf.S!t:y!!sgEyEuncatus(Montague) ･
-Sbkyo-to, Chuo-ku, Nihonbashi, Shirokiya

.Remarks.

Delphintdae
Delphinidae?
Chiba-ken, Kinttsu-gun,
Pleistocene
Remarks.

Dent. (frag.)

Amaha-cho, Takeoka, Totntya beach
   Takeoka Tuff.

Kentrtodontidae Earbone
uaDel hinod n dtvidum IVue
U.S.A., Maryland, Calvert Co., Chesapeake Beach
'::zzf"ke.. R.p. (o,,,., usNMCh6eige1!leal :.gr(ig!il2rSrert ･Fm･

PV-09810

11

PV-17786

81
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Kentriodontidae Skull PV-17784!Est!!Stw!s!!!Atrtodo"urt Kellogs

U.S.A., Maryland, Cslvert Co., S of Chesspeake Beach

Miocene Chesapeake Gr., Calvert Fn. 81Remarks. Rep. (Plastoparatype; Orig.: USNM 10670). Xellogg (1927).

Keatriedo"ttdae Earbope PV-17785!ggt!!iNggntriodon 2f!!r:guntx Kellogg

V.S.A., Maryland, Caivevt Cb., Chesapeake Beach

Niocene Chesapeake Cr., Calvert th. 81Remarks. Rep. (Plastotype; Orig.: USNM 8060) Kellogg (1927).

Eurhinodelphtdae Skull PV-17655!Asg)t!gEgwEc t s bakersfteldensis (Vtlso")

V.S.A., CaUfornia, Kern Co.

MioceAe JewettSa. , 81Remarks. Rep. (Plastotype; Ortg.: Vale Peabody Mus. 13406)

He-tsy"trache!tdae Skull&Earbo"e PV-17781
!lo92!ggg-ghO et s EgttMgue!!g!lvertensts Harlan

V.S.A., Maryland, Calvert Co., victnity of Cove point

Miocene CbesapeakeCr.,ChoptankP". 81..Remarks. Rep. (Plastotype; Orig.: MCZ 3795). Harlan (1842).

He-isyatrache"dee Skull&Earbone PV-17782
!tt9R!!gggS}!ghocetus uas Kellogs

V.S.A., Maryland, Calvert Co., Calvert Cliff, Parker Creek

Miecene ChesapeakeCr.,ChoptankFh. 81Remarks. Rep. (Plastotype; Orig.: USNM 15985). Kellogg (19S5).

HemtsyAtrachelidae Skull PV-17783!LtOgR!!gggE!Ehocet s!2Rg!!eyi !g}t Barnes

U.S.A., Calif., Sata Batbara Co., Sespe Valley, Big Pine Mtn.

Mtocene Santa Margarita Fn. 81Remarks. Rep. (Plastotype: Orig.: USNM 23886). Barns (1976).

Phocaenidae Skull PV-04594!N!ggi!!!gg!g!!gh cf. ecaeAoides(Cuvier)

Se･toaaikai ' '
Pleistocene ' 36Remarks.

Physeteridae Tooth (tusk)
9!!!tig!s!zyocetus s!t!!!Rngtno ! Leidy

V.S.'A., North Carolina
Mtocene
Remarks. ReP. (Plastotype, Orig.: Phtls.

Physetertdae Vert.
!P!utEggs.S ter ggtEggg!!todon "nnaeus

Tokyo--to, ChuoLku, Nihonbasht-Huromacht,'
Holocene
Reinarks. NBI.

Physeteridae
,P!hmtgg!ig!s ter ? sp.

Hokkaido, Sutt'su-sun,
.Tertiary.

Remarks.

Tooth (Lcrwer>

PV-15408

Acad. N.S. USNN 25224)

Mitsukosht-honten -7m

Miva-mura, Motone' ppu

81

PV-037M

13

PV-03713

Ol

Physeteridae Tooth
!P:hgxfigEg-!tgtere! !!gt!!ya!!busti Van Beneden

U.S.A., North Carelt"a, Bee"fort Co.

HieCene VorktovnRemarks. Rep. (Oris.: VSIor 206081)

Physeteridae Teoth
Physetertdae
Ibaraki-ken, Hito-sht, Tokiva Park.
Neogeae
Remarks.

Physetertdae
Physeteridae
Ibarakt-ken,
Neogene
Remarks.

Mito-sht,

Physeteridae
Kog"ssae
U.S.A.., Ngrth
Mieceae,
Remarks. Rep.

Carolina,

(Orig.:

Tooth

rokiva Patk.

Skall

 Beaetort Co.
    Vorktown
USM 187015)

) "ear
th.

- near
Fn.

Bqlae"optertdae Earbo"e
,Bpa;igg!!gp!g-1 n ter .!gt!yg!!gtvane Huans

Taivan, Shinchu-kuan

Pliocene Cholan P-.Remarks. FP-IBOI. Rep. (Plastotype;

Balaenoptertdae Vert.
uat! ao ter sp.
Chiba-ken, Sanbu-gun, Vokoshtha-cho
(code etror)
Reuarks.

Ori8.:

Balaenop.teridae Skull
.!!t!iggg!ygiecetusstgggg:suugi )tatsueoto

Aoikori-ken, Nishitsugaru-Bun, Akaisht-n"Ta,
Miocene
Remarlcs. Hatstmoto (1926b)

(ORDER) Cetacea
Cetacea
llokkaido, Hakodste-sht,

Cenoloic .Remarksi.

(eRDzz) Cetscee
Cetacea
Hokkaido, "tdaks,
Cenozoic
Remarks.

Rtb

-IM.

Ear

Vrakava-gun

(ORDER) Cetacea
Cetqcea
Hokkaido, Suttsu-gun,
Cenozotc
Remarks.

Ear

bone

bone

Mtwa-mura, Neppu

Aurora,

AurQra,

Chinese

AkashS

lee

Lee

Creek

Creek

Petr

PV-15397

Mtne.
81

PV-02219

os

PV-02220

os

PV-15395

Mine
81

PV-18855

           52
. Corp.) Hueng

     PVnS32S

va!ley

ll

PV-04203
     Ho

02

PV･-OOOI9

Ol

PV-02233

Ol

PV-03622

Ol

(1965).



(ORDER) Cetacea
Cetacea
"okkatdo, Setana-gun,'
Pliocene
Resarks.

Ear bone

1makene-choi Ptrika, PSrika Mine

PV-03712

Ol

(ORDER) Cetacee
Cetacea
Fykushtma-ken.
Hiecene
Renarks.

Ivaki-sht,

Vert.

ktra kntarekava
 htoya Fm.

PV-05186

07

{ORDER) Cetacea
Cetacea
Hokkaida, Naksgava-gun,
･Miotene
.Remarks.

(ORDER) Cetacea
Delpminidae ?
Hokkaido, HtyaBe-gun,

Cenozoic ' ･
Renarks.

Bone frag.

N8kasava-cho, Kyowa (Abeshtnai)

'Humerus'

Kamtnokunt-eura, Xonori

PV-03714

Ol

･PV-04595

Ol

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Rllkushina-ken.
Cenozoic
Renarks.

(ORDER) Cetacea
Ce taces

Fukvsbiuarkent
Cenozetc
Remarks.

Putabe.gun,

Pvta.ha-gun,

Bone' frag.

Futaba-cho,

Bone fras.

Rutaha-cho.

ooaza

ooaza

Vamada

Vanada

PV-09827

07

PV-09828

07

t

a
"
I

(ORDER)Cetacea Rib(?)
Cetacea?'
              eHokkatdb, Hidaka-gun, Urakava-machi
Tertiary
Restarks. Hasegava et al. (1972)

(ORDER)Cetacea Vert.
Cetacea
Mokkaido ?
Miocene
Remarks.

(ORDER) Cetscea
Cetacea
Aomori-keft, Kaptkita.gun,
(code error)
Resarks;

Vert.

Kaccht-nara,' Hosodu

(ORDER)Cetacea ' Bonefrag.

Cetacea? ' '                                     'Akita･-kbn, Kitaaktta+gon, rakanoBu-cho, Ivhya

Miocene' ' Qp.na.gavq Fn.
Remarks.

(ORDER)Cetacea Vert;
Ce}tacea

Ivate-ken.
Cenozotc
Renarks. Rep. (Orig.: rwate'Pref. Mus.)

(ORDER)Cetacea' Vert!
Cetacea
Miyagi-ken,Izumt-shi,Sanezawa. i
Cenozotc ' ･
Remarks' .''

PV-･15023

Ol

PV-15074

Ol

PVn5433

02

PV-174S4

03

PV-i7177

-ou

PV-15078

os

(QRDER) Cetacea
Cetacea
FQkushima.ken, Hetva-mura.
                'Cenozoic '
Re-a(ks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea ?
Fukushina-ken,
Miocene
Remarks.

lvaki-sht,

Vert.

 Bone frag.

Uchi. go"eidatsakat-st chi.

 Yanasaya Gr., Ke-enoo Sh.

(ORDER)Cetacea Rib
Cetacea
lbptakt-kep, Hito-shi, neat' Totctve Park.
Tertiary.
.Renarksr .

(ORDER)Ct:tacea. .Bonefrag.
Cetacea
Ibaraki-ken,. Hitachi-sht, Aiga-cho, Hatsusaki-kaigan.
.Cenoz.otc

Renarks.

(ORDER) Cetacea
,Cetacea
Iberakt-keA,
Cenozoic.
Remarks..

laashiki-gun,

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-kep,, Cyoshi. -shi,
Plibeene
Remarks. NBL

Vert.

･Vasuneka-mura.

    Bone frsg.

Inuyealta, Naarat

   Naarai Fm.
minato

PV-15087

07

PV-15160

07

PV-OOO06

os

PVi15073

os

PV-IM47

oa

PV-03719

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Miyast-ken, Sendai-sh,i,
Pliocene
Remarks.

   Vert.

HigashikatsuYama, 3L6
   Tatsunokuchi Fm.

PV-17657

os

(ORDER) Cetacea
Cetecea
Chiba･-ken,. Inba.sun,
Pleistecene
Remarks.

     Bone frag.

!nzai-chot･Ktorosht,
     Narita' Fm.

kkebukuro

PV-03729

11



(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chtba-ken, Inba-sun,
Pleistocene
Reinarks.

Bone fras.

Inzat-cho, Izumi
     Narita Fm.

PV43730

11

(ORDER) Cetecea
Cetacea
Chiha-ken, Ktmitsu-gun;
Pleistecene
Remarks.

Rtb

"irakovetho,
   Jtzodo Fm.

'Yartnizu

PV-09059-

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken,' Chosht-shi,
Pltocene
Re"arks'L

Ear bone

Inuwaka Mtsaki'
   Naarai Fm.

PV-044ss

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Xi-itsu-gun,
Pletstoceae
'Remarks.

Rib (?)

"irekavatho,
   Jizedo Fm.

Varinizu

PV-09060

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba･-ken, Awa-gun,
Hblocene
Refiarks.

Dent.

Khtsuura-cho

PV-04os2

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, "mttsu-guR,
Pleistocene
Remarks.

   Rib (fras.)

Hirakava-cho,
   Jizodo Fm.

Varimiz"

PV-09061

ll

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Noda-shi, Noda
Pleistocene
Remarks.

Rib (?)

bridge
 Narita th.

PV45295

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chtba-ken, "eitsu-gun,
Pleistocene
Remarks.

Bone frag.

Hiralcava-cho,
   Jizodo Fm.

Yarintzu

PV-09062

11

l

za
en
l

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba--ken, Ichihara-shi,
Pleistoce"e
Remarks. NBL

(ORbER) Cetacea
Cetacea
Chtba-ken, Ichihara-shi,
Pleistocene
Remarks. NBL

Tooth

Kamo
  Umegase Fm.

Ear bone

Kano
  Umegase Fm.

PV-OM56

11

PV"54S7

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, rinitsu-g"n,
Pleistocene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Kinitsu-Bun,
Pleistocene
Rbuarks.

   Rib (frag.)

Nirakave-cho,
   Jizodo P".

Rib

Uirekave.cho,
   Jizodo Fm.

Varintzu

Vertmtzu

PV-09063-1

11

PV-09063-2

!1

(ORDER) Cetacea
Ce'tacea

Chiba-ken, Ighihara-shi,
Pleistocene
'Remarks.

Bone frag.

.Kamo

  Umegase Fn.

PVnsc58

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Ktmttsu.gun,
Pleistocene
'Reharks.

Rib

Htrakava･;cho,
   Jtzodo Fm.

Varintzu

PV-09063-3

!1

(ORDER)Cetacea .Bonefrag.
Cetacea ?
Chiba-ken, Ichihara-sht, Kamo

Plbistocene Umegase Fb.
Remarks. Rep.

(ORDER)Cetacea Skuli(frag.)
Cetacea
Chiba-ken, Chosht-sht, Byobugaura

Plio'cene Itoka Em.
Re"tarks. '

PV"5459

11

pvnsc6o

11

(ORDIest) Cetacea

Cetacea
Chiba-ken, Kimitsu-sun,
Pleistocene
Remarks.

(ORDER) Cetaceb
Cetacea ?
Chiba-ken, Ktmitsu-gun,
Pletstocene
'Remarks.

Tibia

HtreStava-cho,
   Jizodo Fm.

Varintzu

Rib.(fras.?)

Htrakoua-'cho,
   Jizodo Fm.

Varimizu

PV･-09064

1!

PV-09069

11

'(ORDER) Cetacea
Cethcea
Chiba･-ken, Ichihara-shi,
Pleistocene
RetRarks.

Bone frag.

Kafpo

  Umegase Fm.

PV"5so9

11

(ORDER) Cetacea
'Ce'

tacea
Ch'iba-ken, Kimttsu-gu",
Pleistocene
Remarks.

Rtb

Htrakava-cho,
   Jizodo Fm.

Yari"tzu

pv-ogo7e

11



(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Kimttsu;gun,
Pletstocene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-bken, Kinitsu-gunt
Pleistecene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Ce tacea
Chiba-ken, Kimttsu-gun,
Pleistocene
Renarks.

Bone frag.

Hirakawa-cho,
   Jizodo Fm.

Bone frag.

Hirakava-cho,
   Jizodo Fm.

Bone frag.

Hirakava-cho,
   Jizodo Fm.

Yarimtzu

Varimizu

Varimtzu

PV-09071

N

PV-09076

11

PV-09077

11

(ORDER) Cepa.cea
Cetacea
Chiha-ken, Ki-itsu-gun,
Pieistecene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, rinttsu-gtin,
Pietstecene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetaceti

Chiba-ken, Ktmttsu-gun,
Pleistecene
Remarks.

Bone frag.

Hirakawa-choi
   Jizodo Fn.

Bone frag.

Htrakava-cho,
   Jizodo Fm.

Bone fras.

Hiralcava-cho,
   Jizodo Fn.

Yarinizu

'Varinizu

Yarimize

PV-09094

11

PV-09095

11

PV-09096

11

l

G
a
l

(ORDER) Cetacea
Cetaceq
Chiba-ken, Kimttsu-gun,
Pleistocene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Kimitsu-gun,
Pleistocene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Kieitsu-gun,
Pleistocene
Remarks.

Bone frag.

Hirakawa-cbo,
   Jizodo Fm.

Bone frag.

Hirakava-cho,
   Jizodo Fta.

Vert.

Hirskawa-cho,
   Jizodo Fm.

Kamintyata

Kamimiyats

Yarimtzu

PV-09078

11

PV-09079

11

PV-09088

11

(ORDER) Cetacee
Ce tacea
Chiba-ken, rtmttsu;gun,
Pletstecene
Remarks.

(ORDER) Cd}tacea

Cetacea
Chibe-ken, Kinttsu-gune
Pieistocene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea ?
Chiba.ken, Xinttsu-gisn,
P!eistecene
Remarks.

Bone trag.

Hirelcava-cho,
   Jizodo Fm.

Bone' frag.

niraitava-cho,
   Jizodo Pm.

Rtb

Varimtzu

Yarimizu

(frag.?)

"irakava-cho,
   Jizodo Fm.

Yarimizu

PV-09097

11

PV-09098

11

PV--091oo

!1

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, "mi-t'su-･gun,
P!eist6cene
Re'marks.

Bone.frag.

Hirakava-cho,
   Jizodo Fm.

Varintzu

PV-09090

11

(ORDER) Cetacea
Cecacea
Chiba-ken, Kinitsu-gun,
Pleistbcene
Remtirks.

Rib (frag.)

HiraStava-cho,
   Jizodo Pm.

Yarimizu

PV-09:02-1

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Ktmttsu-gun,
Pleistocene
Remarks.

Vert. (frsg.)

Hirakava-cho,
   Jizodo Fm.

Yarimizu

PV-0909!

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chtba-ken, Kimitsu-gun,
Pletstocene
Remarks.

Rtb (frsg.)

HiraScava-cho,
   Jizodo Fm.

Vartnizu

PV-09102-2

!1

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Kimitsu-gun,
Pletstoce"e
Remarks.

Bone frag.

Hirakava-cho,
   Jimodo Fm.

Varimizu

PV-09092

11

(ORDER) Ce'tecea
Cetacea
Chiba-ken, Kinttsu-shi,
Pleistecene
Retnarks.

Rib frsg.

Kazusatho,
   Mandano

 Oyatsu.
Fm.

PV-15239

11

(ORDER) Cetacea
Ceta'cea
Chiba-ken, Kimttsu-gun,
Pletstocene
Remarks.

Bone frag.

Hirakava-cho,
   Jizodo Fm.

Yarimizu

PV-09093

11

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Chiba-ken, Kimitsud-gun,
Pleistocene
Remarks.

Bone frag.

'Osawa-cho,

   Nagahama
HOryujt.
 Sd.

PV-15260

11



1

Iil

"
1

(ORDER) Cetacea
Cetacea
TSatl:?amat;ken, Pukaya-shi

Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Saitama-ken, Chichibu-sht
Cenozoic
Remarks. ･

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Tokyo--to, Ch"o-ku,
(code error)
Remarks.

(ORDER) Cetacea'
Cetacea
Tokya-to, Chuo-ku,
Nolocene

Remarks. ･
(ORDER) Cetacea
Cetacea
Tokyo-to, Mtnato-ku,
Hoiocene
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Nitgata--ken, Kttauonuma-gun,
Cenozotc
Remarks.

(onDER) Cetacea
Cetacea
Ishikawa-Itea, Kgshtma-gun,
7erttary
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Ce tacea
Vasna"ashi-ken, Mihamituru-gun,
Mtocene

Remarks. '
(ORDER) Cetacea
Cetacea
Yamanashl-ken, Fujiyoshida-sht,
Miocene
Remarks.

(ORbER) Cetacea
Cetacea
Okayama-ken, Tsuyama-shi,
Tertiary
Remarks.

Nihonbasht,

NihoRbasht

Akasalta,

 Rib

 Vert.

, Ota, Kobashire

 Vert.

     Shtrokiya under graund

 Ulna

   , Shtraktya

 Vert.

    Hotel Nev Japan

 Vert.

   Kavanishi-cho.

 Bone frag.

 Notojtsa-cho, Hari-･ura

 Bone frag.

     Mizuho-mura
 Mikasa Fm.

 Bonefreg. .
      Shiraito-cho, Kamikurechle
 Furuya F-.

                              '

 Vert.

rchinomiya.

   PV-O1236･

         l2

   PV･-09802

         12

   PV437so

         13

   PV-04as1

         13

   PV45so2

         13

   PV-15086

         IS
   '

   PV43718

         17

   PV"2726

        20
     '

   PV-l7367

Tonotrizava
        20
  ' '

   PV-O1237

        31

 (ORDER)Cetacea Boneirsg.
 Cetacea
 Okayama.ken, Tsuyama--sht, Tatsunokucht.
 Mtecene

 Remarks. .    '

 (ORDER)Cetacea Earbone
 Cetacee
 Setonaikai
 Holocene
 Remarks. Maya collection. NBL

 aOeaDEcRelCetacea vert..

 Fukuoka*.en. Kitakyusyu.shi, Vakametsu-ku,
 Olisecene
 Remarks. Hasegava & Hojo (1965)

                                ' (ORDER)Cetacea Vert.
 Cetacea
 Oki"ava･-ke", MtyakoSt-a, ShtnaStrt-katgan.

 PMecene Shi-ajtri Cr. Renarks. Hasesaua, (}tsuka, a Nohara (1973)

 (ORDER)Cetacea Vert.
 Cetacea
9:,fl.na.::gken, Miyakaji"a･ Sh,tm,a,kisl;;ae9fn･

 Remarks.- Hasegave, Otsuka, & Nohara (1973)

 (OitDER)Cetacea Verti'
 Cetecea
 Okinava-ken, HSyakojina, Shimajtrt-katssn.

 Pltecene Shinajtrt Cr.
 Rematks. Hasegava, Otsuka, &･Nohars (1973)

 (ORDER)Cetacea 'Skull(?frag.)
 Cetacea
' F,;.na. .va.gken, MtyakoJina, Shg:a,.j.tSl-,:aafe"･

 Renarks. Hasegava, Ots"ka, & Nohara (1973)

 (ORDER)Cetacea Rib , Cetacea
 Okinava-ken, Ntyakojina, Shimajtri-ketgan.

 PMocene Shtnajiri Cr. Remarks. Hasegawa, Otsuka, & Nohara (1973)

 (ORDER)eetacea-, Skeleton
 Mysticett
 USSR, Kavkaz
 Miocene
 Remarks.- Rep.

 (ORDER)Cetacee Vert.
 Cetscea
 U,S.A., California, Sharktooth Htll

 Miocene Temblor Fm. Retnarks. Nakawatase Collectlon

rvaya,

.

.

.

.

.

Toninobsma

rv41959

      31

PV･-14668

      ss

PV-05639

      41

PV-15079･

      48

PV-15080

      48

PV-15081

  '

      48

PV-15e82

      48

PV-･15083

      48

PV-17698

      59

PV-17732

      81



t

a
oo
1

(ORDER)
Cetacea
U.S.A.,
Miocene
Remarks .

Cetacea

Califernta,

Nakawatase

Vert.

Sharktooth Hill
      Tembior Fm.
 Collectton

(ORDER)
Cetacea
U.S.A.,
Miocene
Remarks.

(ORDER)
Cetacea
U.S.A..,

P"ocene
Remarks.

(ORDER}
Cetacea
V.S.A.,
Pliocene
Remarks.

(ORDER)
Cetacea
U.S.A.,
Cenozoic
Reinarks.

(ORDER)
Cetacea
U.S.A.,
Tertiary
Remarks.

Cetacea

Ca"fornia,

Nakawatese

Cetacea

California,

Nakavatase

Cetacea

Ca"fornta,

Nakavatase

Cetacea

Alaska

FF-1298

Cetacea

Oregon,

Vert.

Sharktoath Hill
      Temblor
 Collection

Vert.

Coalinga

Collection

Vert.

Coalinga

Agata

FF-1835

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Loc. unknowa.
Cenozotc
Remarks.

(ORDER> Cetacea
Cetacea
Loc. unknovn.
Cenozoic
Remarks.

(ORDER) Cetacea
Cetacea
Loc. unknown.
Cenozoic
Remarks.

Collection

beach

Ear bone

Vert.

Ear

Ear

bone

bone

Vert.

Fm.

PV-17733

81

PV-17734

81

PV-17735

81

PV-17736

81

PV･-18798

81

PV-18860

81

PV-O0855

98

PV-O08ss

98

PV"2948

98

DESnoSTYLrA

Paleoparadoxidae Tooth
Cornwallius sp.
Saitama-ken, Chichibu-shi, Odamakt, Tbrao, Butat

Mtocene Chichibunachi Fn.
Remarks. Rep. (Orig.: Chichibo.Nst. Sct. Mus.).

Paleoparadoxidae Bonefrag.
9g!t:!!yg2!!!yEnvaMus sp. .
Saitama-ken, Chichibu.shi, Tbrao, ･Butai

Miocene Chichibuma¢ht Fn.Remarks. Rep. (Ortg.: Chtchibu Nat. Sci. Mas.).

Arai (1953)

Arai (1953)

Paleoparadoxtdae llonefrag.
!}9!t:!!MU!ygnwaiitvs sp.

Saitama-ken, Chichibu-shi, Tbrao, Bu.tat

Mtocene Chichibumacht Fn.
Remarks. Rep. (Orig.:Chichibq Nat. Sqi. Nus.). Arai (1953)

                     .
Paleoparadoxtdae. .Tboth(Px)
!PgsggRgreggE!81 dt!ig.!!Rgft!betat(Tokenaga)

'T:Dyama.ken, Shtponiikava-gun, Unazaki-cho, Aktbt

Miocene ' YatsuoCr.,NanpoSlst.
Remarks. Shtlcams (1966a)

Paleoparadoxidae Tooth(LM/1,2)
!hgsg2g!!!ggE!glo d t Sgt!!g!ig!.batat (rokuuaga)

lshikawa.ken, Noto
Miecene
Renarks. Rep. (Orig.: Waseda Univ;-last).

Paleoparadoxidae ''' Tooth(P3/)
`Pygg2g!zggg2!Esleoa d t .2At!m!ig!.batet (lbkunaga)

Ishikawa-ken, Kashima-gun, Notoshima-cho, Hanura. Phosphate Q.

Miocene' Nanao Cr.Remarks. Takai (1944); Shikama (1966a); Ijtrt & Kamet (1961);

Paleoparadoxidae ' Skeleton
!tAlggl!R!E!!glile diSg.9gSg!betat(Tokunaga)

Gtfu-ken,Tbki-sht,Izuni-cho,Inkyo.yepta ..
Miocene Mizunamt Cr., Yamanouchi Fm.
Remarks. Shikama (1966)

Paleoparedoxtdae･ Tooth(Mx)
wwPl dtsgtRg!ig!.batat(tTbkunega)
U.S.A., California, Fresno Co., Monocline Ridge (F)

Miocene- ' Tenblor Fm., Temblor Reef Bed
Remarks'.

PV437os

l2

PVe37co

12

PV"3710

12

PVn5214

16

PV-03707

17

PV-06059

     l7
Kaseao (1984)

PVe5601
     Ne

22

PV-16613-2

81

Desnostylidae lboth (L H3/) PV-06588!DstEE!gEsxtygsatost1 !h}e2ERgsuge uai TokunagaetIwasaki
E:okkaido, Setana-gun, Kitahiyama-cho, Wakamatsu, Manganese Mtne

Miocene'. VakuEK)Fm. OlRemarks. Rbp.:Shikama (1966a)



l
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Des-ostyltdae Tooth (R M12)
`D! etg!!E!gE!Lz-gSno t 1 s !hesgpstyg .Sgitg!!igyg lbkunaga et Ivasaki

Akita-ken; eqaLsu-gun, Ugo-cho, Tashiro, Keruizava

Miocene Sugota Fh.Remarks. Rep. (Orig.: Akita Univ.). Tan a Shtkana (1965)

Desa}ostylidae Tooth (L M2/)
wDesaK) t 1 s' !h£Ew-gs erus wu Tokunaga et Ivasakt
Akita-kefi, eqatsu-gun, Uso-cho, Tashiro, Karuizava

MieceAe Susota Fb.Remarks. Rep. (Orig.: Akita Untv.).Tan & Shtkana (1965)

Des")stylidae Tooth (L M3/)
!DlegE!!ga!x-!gt1wwh .igRg!!lsygTbkuAagaetlwasakt
Akita-kea, ojatsu-gun, Ugo-cho, Tashiro, Karuizava

Miocene Sugota Fm.Remarks. Rep. (Orig.: Akita Untv.).Tan & Shikama (1965)

Desinostylidae Tooth (M/3)
!DstE!!gE!Lx-gt 1 s !he!gg2s-g ww Tokunaga et Iwasaki
Aktta-ken, eqatsu-gtsn, Ugo-cho, Tashiro, Karuizawa

Miocene Susota Fm.Remarks. Rep. (Ortg.: Akita Univ.).Tan & Shikaua (1965)

Desgpsty!idae Tooth (L M2/)
swDe t1 !hsERg-!a.JgRg!!!£ysTokunagaetlvasaki
Iwate-ken
Miocene
Remarks. Rep. (Orig.: S.H.M. 21784) Shiltama (1966a)

DesgK)styltdae Tooth (L M21)
!DtegEE!gEgL-ESgK)t1s!hsgl!g-guri TokunagaetIvasaki
Miyagi･-ken, Shiogama--shi, Nakanoshima

Miocene ･Natori Gr.Reu,arks. Rep. (Orig.: S.H.M. 7033) Shikama (1966a)

Desstostylidae Tooth (L M/1)
!DstEEesvcsyat 1 M!g!!li2ya Tbkunaga et Iwasaki
Miyagi-ken, Monou-gun, Naruse-cho, Nishizaua SE.

Miocene Natori Cr., Ha-ada bed
Remarks. Rep. (Orig.: Tohoku Univ., ICPS 61461). Shikama

DesaK)sty"dae Tooth (R M/3)
.!Dtegg!!gagLsggs t1 uaTokunagaetIwasaki
Miyagi-ken, Monou-gun, Naruse-cho, Nishtuava SE.

Miocene Natori Gr., Hamada bed
Remarks. Rep. (Orig.: Tohoku Univ., IGPS 61462). Shikama

Desmostylidae Tootb (M13)
YDe9EE!99sLlySMO sSt! .igl!g!!!£yETokunagaet!vasaki

Ishikawa-ken, Nanao-shi, Shiratori--kaigan

Mtocene Otokava or "igashibessyo Fm.
Remarks.' Rep. (Ortg.: Nanao City Mus.). ICaseno (1964)

Desuostyltdae Tooth (!)
2Dt9E!!!gEDtsygt 1 .JgRgRigsa Tokunaga et !wasaki .

Ishikawa--ken, Fugeshi･-gun, Noto-chq, Shtchimi

Mtocene Nanao Gr., Shichimt Fn.
Remarks. Takai (1944); Shikama (1966a)
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Des.ostylidae Skuli ,!beS!9aSL-t 1 j2Rg!!!ss!g kkumaga et Ivasekl
Cifu-･Scen, Hizunamt.-shi, Tbgeri. Bogahora

Niecene Ntztmani Gr., Tosari Fb.
Remarks. Yoshivara e Iwasaki (1902); Thkvgavs e Ivasakt

Desnostyltdae

wDe tl?sp`
Hokkaido, Tomamae-gun,
Miecene
Remerks. Rep.

besnostylidae

wDe tl?sp.
Hokkaido, To-a-ae-sun,
Mtecene･''
Remarks. NBL

Vert.

PV"5600
     Ho

(1914)
22

PV-06768

Habore-cho, Chtkubetsu-gawa, Sekiyunosava
   Mkebetsu Ss.

Vert.

"aboro-cho. Chikubetsu-gawa
   Chik"betsu Ss.

Ol

PV-･06769

Ol

Desmostylidae' Dent.(LM12,3?) PV-152Bl
Kronokothertum brevtiaxtllare Prontna
U.S.S.R., Eastern coast'of Kamchaka.

Remarks. Rep.(Plastotype) Prontna.I.C.,･1957.

Desmostyltdse rooth (M3/?) PV-15282Kronokothertum ? sp.
U.S.S.R., West coast of Kancheka Pentnsule.

Mtocene Etoion Fn. 59Remarks. Rep.

Desmostylidae Tooth PV-15283Kronokotherium ? sp.
U.S.S.R., vest coast of Kanchaka Pentnsula, Ttsil-distrtct.

Miocene Kakert Fm. 59Remarks. Rep.

Desmosty"dae Tooth (M/2?) PV-15284Kronokothertvm ? sp.
U.S.S.R., east coast of Kairchaka Peninsula, Bogatsuchevsk"-district.

Niocene Rakifin Fn. 59Remarks. Rep.

Desmostylidae Tooth (C?) PV-15285Kronokotherium ? sp.
U.S.S.R., vest.coast of Kamcheka Pentnsul.a, Tigil-district.

Miocene Xakert Fn. 59Remarks. Rep.

Dess,ostyltdae Tooth (I?) PV-15286Kronokotheriu" ? sp.
U.S.S.R., vest coast oi Kai)ehalta Peninsula, Tigtl-distrtct.

Miecene Kakert Fm. 59Remarks. Rep.

(ORDER)Desmostylia Dent.(L3teeth) PV-!7796
`B!e!9!!9NgEgnh t 2!gEtsggPonninBeRqy,etMcXenna
U.S.A., Washtngton, ,Clallam Co., Olympic Penia., Juan de Fuca

Oligecene Pysht PN. 81Remarks. Rep. (Plsstotype: Ortg.: USNM 244035) Domning et al. (1986).


